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円
山
応
挙
　
柿
に
目
白
図

長
沢
芦
雪
　
昇
鯉
図

長
沢
芦
雪
　
藤
花
雀
之
図

曾
我
蕭
白
　
楼
閣
山
水
図

伊
藤
若
冲
　
親
子
鶏
図

曾
我
蕭
白
　
水
墨
山
水
図

根
本
幽
峨
　
雲
龍
・
猛
虎
図 

双
幅

片
山
楊
谷
　
朧
月
虎
嘯
図

土
佐
光
起
　
旭
日
鶉 

三
幅
対

外
山
光
実
賛 

原
在
中
画
　
四
季
富
士
図 

大
幅

岸
駒
画 

大
徳
寺
剛
堂
賛
　
三
茄
子
画
賛

長
沢
芦
雪
　
高
士
喫
茶
図

森
狙
仙
　
雄
鹿
図

英
一
蝶
　
瀑
布
之
図 

小
品

岡
本
豊
彦
　
秋
景
山
水
之
図 

大
幅

張
月
樵
　
官
女
図

長
沢
芦
洲
　
都
美
人

円
満
院
祐
常
　
竹
画
賛

松
村
景
文
　
桃
花
小
禽
図

英
一
蝶
　
平
家
物
語
油
取
図

鈴
木
其
一
　
愛
猫
之
図

広
渡
巌
斐
　
雪
中
松
小
禽
図

小
泉
檀
山
　
玄
宗
楊
貴
妃
図

大
久
保
一
丘
　
雪
南
天
双
雀
図

蠣
崎
波
響
　
唐
美
人
図

目
　
次

狩
野
伊
川
院
　
義
経
鵯
越
図

狩
野
貴
信
　
鯉
瀧
登
図

狩
野
休
真
　
桜
花
二
景
図 

双
幅

山
本
梅
逸
　
厳
桂
八
哥
図

森
蘭
斎
　
牡
丹
蝶
猫
図

岩
井
江
琳
　
松
下
瑞
鶴
図

池
田
孤
邨
　
五
節
句 

五
幅
対

酒
井
抱
一
　
旭
日
大
黒
図

鈴
木
其
一
　
槌
に
鼠
図

山
本
光
一
　
両
国
橋
月
見
図

池
大
雅
　
絶
壑
懸
泉

浦
上
玉
堂
　
寒
山
帯
雨

谷
文
晁
　
林
和
靖 

赤
壁
図 

双
幅

椿
椿
山
　
風
中
牡
丹
図 

極
大
幅

椿
椿
山
　
牡
丹
図 

双
幅

高
久
靄
厓
　
長
松
供
寿
図

横
井
金
谷
　
草
庵
驟
雨
図

方
西
園
　
桐
菊
錦
鶏
鳥
図

日
根
対
山
　
箕
面
瀑
布
真
景
図

日
根
対
山
　
蓬
莱
飛
雪

西
山
完
瑛
　
雷
神
図

菅
井
梅
関
　
紅
梅
石
蘭
図

東
東
洋
　
瀑
下
飛
燕
図

山
本
梅
逸
　
歳
寒
三
友
図

山
本
梅
逸
　
水
墨
華
鳥

＊
目
録
番
号
／
作
家
名
／
作
品
名
／
頁
数
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

児
玉
果
亭
　
後
赤
壁
図

野
口
幽
谷
　
観
音
大
士
像

長
田
雲
堂
　
山
閑
円
遊
之
図 

大
幅

田
中
柏
陰
　
僊
山
紅
樹
図

木
村
立
嶽
　
鞍
馬
僧
正
牛
若
丸
之
図

横
山
大
観
　
暗
香
浮
動

下
村
観
山
　
雨
後
の
月

木
村
武
山
　
観
音

木
村
武
山
　
四
季
金
地
小
色
紙 

四
幅
対

前
田
青
邨
　
紅
白
梅 

額
装

竹
内
栖
鳳
　
翠
柳
宿
鴉

竹
内
栖
鳳
　
新
涼

須
田
剋
太
　
田
舎
児
二
人

山
元
春
挙
　
雨
中
の
萩

冨
田
渓
仙
　
洛
東
音
羽
瀧
図

谷
口
香
嶠
　
狗
児
戯
球
図

木
島
桜
谷
　
寒
江

川
村
曼
舟
　
初
夏
海
邉 

大
幅

井
口
華
秋
　
馬
入
川
白
雨 

土
山
の
雨
餘 

甘
酒
茶
屋 

蒲
原
の
麦
秋 

四
幅
対

小
早
川
秋
声
　
瑞
夜

小
早
川
秋
声
　
長
崎
夜
景
図

原
在
泉
　
平
安
神
宮
真
景
図 

大
幅

酒
井
三
良
画 

富
安
風
生
賛 

　
カ
ッ
パ
欣
然

川
端
龍
子
　
伏
虎
城
（
和
歌
山
城
）

12345678910111213141516171819202122232425

26272829303132333435363738394041424344454647484950

515253545556575859606162636465666768697071727374

345678

9
，
10111213131414151516161717181819192020

21212222232324252526272829303131323233333334343536

373738393940414243444546464747484849505151525252
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2

倉
田
松
濤
　
か
ち
か
ち
山
図

丸
投
三
代
吉
　
ら
か
ん

渡
辺
省
亭
　
桜
に
燕

広
田
百
豊
　
峠
の
富
士

栗
原
玉
葉
　
初
音

甲
斐
庄
楠
音
　
も
た
れ
た
る
女

梶
原
緋
佐
子
　
夏
す
が
た

中
聖
武 

三
行

後
醍
醐
天
皇
　
御
宸
翰
和
歌
短
冊

室
町
期 

弘
法
大
師
行
状
絵
巻
断
簡

松
永
耳
庵
　
多
々
益
弁 

額
装

豊
臣
秀
吉
　
五
月
三
日
付
消
息

徳
川
家
康
　
人
は
い
さ 

和
歌
扇
面

隠
元
隆
琦
　
三
行
書

隠
元
隆
琦
　
聖
夫
真
命
脈 

一
行

即
非
如
一
賛 

逸
然
性
融
画
　
維
摩
像
画
賛

即
非
如
一
　
黄
梅 

置
字
大
幅

宣
如
上
人
　
五
月
十
四
日
付
自
筆
消
息

貫
名
菘
翁
　
仏
涅
槃
名
号 

大
幅

文
化
五
年
達
如
上
人
裏
書 

親
鸞
上
人
御
絵
伝

月
舟
宗
胡
　
朶
々
湖
山
千
古
佛 

一
行

寂
厳
　
草
衣
不
針
復
不
綿 

一
行

谷
文
晁
　
水
墨
山
水
図

仙
厓
義
梵
　
祇
園
会
画
賛

仙
厓
義
梵
　
富
士
画
賛

仙
厓
義
梵
　
沖
の
島
画
賛

頼
山
陽
　
収
帙
詩 

五
絶
三
行

貫
名
菘
翁
　
寿

小
林
一
茶
　
さ
く
ら 

句
大
短
冊

河
合
曾
良
　
蝉
の
聲 

俳
句
短
冊

柳
沢
尭
山
賛 

狩
野
融
川
画
　
撫
子
画
賛

酒
井
抱
一
　
雪
柳 

句
賛

酒
井
抱
一
　
ま
つ
一
つ 

俳
句
色
紙

横
井
也
有
　
柳
蛙 

句
賛

和
田
呉
山
画 

大
田
垣
蓮
月
賛
　
走
馬
灯
画
賛

佐
藤
一
斎
　
与
真
田
幸
良 

省
軒
説

佐
藤
一
斎
　
言
志
耋
録
一
節

幕
末
七
卿
　
和
歌
短
冊
合
装

土
方
歳
三
　
六
月
十
一
日
付
森
寺
常
安
宛
消
息

明
治
天
皇
　
國
家

鍋
島
閑
叟
　
莱
蕪
侯
詩 

七
絶
三
行

島
義
勇
　
秋
江
独
釣
図
画
賛

勝
海
舟
　
其
寝
無
夢
其
覺
無
憂 

一
行

勝
海
舟
　
戊
辰
懐
旧
詩
五
律

榎
本
武
揚
　
荘
子
語 
二
行

大
隈
重
信
　
七
言
二
句
二
行

福
沢
諭
吉
　
学
生
就
実
業
詩 

七
絶
三
行

軍
神 

広
瀬
武
夫
　
公
平
守
正
家
益
栄 
一
行

北
大
路
魯
山
人
　
孟
浩
然 

春
暁
詩

山
本
空
外
　
無
有

犬
養
木
堂
　
竹
画
賛 

扁
額

大
田
垣
蓮
月
　
盃

(

上
）
土
佐
光
貞 (

中
）
円
山
応
挙 (

下
）
勝
山
琢
舟
図
案
　

盃
三
枚
重
鶴
亀
松
竹

原
在
中
　
黄
鶴
樓
図 

岳
陽
樓
図
屏
風 

六
曲
一
双

奥
谷
秋
石
　
松
竹
梅
鷹
図 

六
曲
一
双

赤
松
麟
作
　
羽
衣
・
猩
々 

六
曲
一
双
油
彩
屏
風

鈴
木
松
年
　
昔
話 

猿
蟹
合
戦
図
屏
風 

六
曲
半
双
中
屏
風

岡
田
華
郷
　
月
下
獅
子
図 

六
曲
半
双

榊
原
紫
峰
　
雪
庭
双
鳩
図 

二
曲
半
双

川
合
玉
堂
　
鮎
釣

高
橋
草
坪
画 

貫
名
海
屋
書
　
阿
房
官
之
図 

双
幅

酒
井
唯
一
　
四
季
草
花
図

谷
文
晁
画 

菊
池
五
山
賛
　
梅
竹
図 

双
幅

山
本
梅
逸
　
紅
桃
双
燕

田
能
村
直
入
　
松
籟
夜
静
図

頼
山
陽
　
吉
野
懐
古
詩 

七
絶
二
行

梅
田
雲
濱
　
吉
田
松
陰
宛
七
絶
詩

栗
原
玉
葉
　
童
女
図

鈴
木
松
年
　
紅
梅
羣
雀
図

司
馬
遼
太
郎
　
竜
馬
が
ゆ
く 

額
装

杉
本
健
吉
　
𦜝
問
答

美
濃
屋
製 

京
名
家
下
絵
松
ノ
木
菓
子
盆 

十
二
客

円
山
応
挙
　
後
赤
壁
山
水 

大
幅

作
家
略
歴

75767778798081828384858687888990919293949596979899100

101102103104105106107108109110111112113114115116117118119120121122123124125126

127128129130131132133134135136137138139140141142143144145146147

5353545455565657575858596061616262636364656566666767

6868696969697070707171727374757576767777787879798080

80

81
，
82

83
，
84

85
，
868788899091929293939494959596969697

98
〜
107



1　
円

山

応

挙 　

 

柿
に
目
白
図

紙
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
53　
.5
×
竪
36　
.5　

総
丈 

巾
57
×
竪
127　
.5
㎝　

 

表
具
少
オ
レ
・
少
傷
ミ　

本
紙
少
オ
レ

円
山
応
挙

一
〇
六
頁
参
照

百

二

十

万

円

（
１
，２
０
０
，０
０
０
JPY
）

3



2　
長

沢

芦

雪 　

 

昇
鯉
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
36
×
竪
98　

総
丈 

巾
48
×
竪
174　
.5
㎝　

修
復
痕

長
沢
芦
雪

一
〇
四
頁
参
照

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

4



3　
長

沢

芦

雪 　

 

藤
花
雀
之
図

絹
本
着
色　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
32
×
竪
90　
.5　

総
丈 

巾
45　
.5
×
竪
183　
.5
㎝　

 
『
広
島
県
藤
井
比
君
園
氏
所
蔵
品
入
札
』
目
録
（
昭
和
八
年
十
月
）
並
『
東
京
市
・
埼
玉
縣
・
群
馬
縣
某
家
御
所
蔵
品
展
観
入
札
』
目
録
（
大
正
七
年
三
月
）
並
『
古
画
総
覧
』
所
載

長
沢
芦
雪

一
〇
四
頁
参
照

『
広
島
県
藤
井
比
君
園
氏
所
蔵
品
入
札
』
目
録

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

5



4　
曾

我

蕭

白 　

 

楼
閣
山
水
図

絹
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
70　
.5
×
竪
39　
.5　

総
丈 

巾
86　
.5
×
竪
141
㎝

曾
我
蕭
白

一
〇
二
頁
参
照

四
百
五
十
万
円

（
４
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

6



5　
伊

藤

若

冲 　

 

親
子
鶏
図

紙
本
水
墨　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
52　
.5
×
竪
124　
.5　

総
丈 

巾
67
×
竪
198
㎝　

修
復
痕

伊
藤
若
冲

九
八
頁
参
照

三
百
五
十
万
円

（
３
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

7



6　
曾

我

蕭

白 　

 

水
墨
山
水
図

紙
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
51
×
竪
128　

総
丈 

巾
63
×
竪
178
㎝　

オ
レ
・
少
傷
ミ
・
虫
穴

曾
我
蕭
白

一
〇
二
頁
参
照

三
百
八
十
万
円

（
３
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

8



7　
根

本

幽

峨 　

 

雲
龍
・
猛
虎
図  

双
幅

紙
本
水
墨
金
泥　

箱
入　

本
紙 

各 

巾
88
×
竪
163　

総
丈 

各 

巾
103
×
竪
252
㎝　

少
オ
レ　

扶
桑
相
互
銀
行
旧
蔵

二
百
五
十
万
円

（
２
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

9



根
本
幽
峨

一
〇
四
頁
参
照

扶桑相互銀行旧蔵

10



8　
片

山

楊

谷 　

 

朧
月
虎
嘯
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
49
×
竪
115　

総
丈 

巾
66
×
竪
195
㎝　

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
二
三
歳　

美
品　
佳
品

片
山
楊
谷

九
九
頁
参
照

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

11



土佐光起
103頁参照

9　土 佐 光 起 　 旭日鶉  三幅対
絹本着色　箱入　 
本紙 各 巾34.5×竪102　 
総丈 各 巾46.5×竪183㎝　本紙少ヤケ

三 十 五 万 円
（350,000JPY）

12



外山光実
103頁参照

原在中
104頁参照

不
二
の
ね
ハ
い
つ

 　
　

み
る
と
て
も
白

 　
　
　
　
　
　
　

妙
の  

雪
に
そ
し
ろ

 　

時
も
わ
か
れ

 　
　
　
　
　
　

ぬ
 　

　
　
　
　
　
　

光
實

大徳寺剛堂
102頁参照

渡辺秋谿
107頁参照

岸駒
100頁参照

11　岸 駒 画 
大徳寺剛堂 賛 　 三茄子画賛
紙本水墨　渡辺秋谿箱書　本紙 巾54×竪32.5　 
総丈 巾65.5×竪126.5㎝　少シミ・少汚レ・少傷ミ

三
並
茄
子　

自
何
圃
来 

不
摧
霜
處　

四
時
佳
哉

10　外 山 光 実 賛 
原 在 中 画 　 四季富士図  大幅
絹本着色　箱入　本紙 巾67.5×竪41.5　総丈 巾81.5×竪134㎝

十 八 万 円
（180,000JPY）

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

13



12　
長

沢

芦

雪 　

 

高
士
喫
茶
図

紙
本
水
墨
淡
彩　

箱
入　

本
紙 

巾
35
×
竪
92　
.5　

総
丈 

巾
46　
.5
×
竪
181
㎝　

少
オ
レ

長
沢
芦
雪

一
〇
四
頁
参
照

13　
森

狙

仙 　

 

雄
鹿
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
40
×
竪
107　

総
丈 

巾
53
×
竪
198
㎝　

本
紙
少
オ
レ

森
狙
仙

一
〇
六
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
五
万
円

（
３
５
０
，０
０
０
JPY
）

14



14　
英

一

蝶 　

 

瀑
布
之
図 

小
品

紙
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
15
×
竪
93　
.5　

総
丈 

巾
25
×
竪
159
㎝　

少
シ
ミ
・
少
傷
ミ

野
村
雪
江

一
〇
四
頁
参
照

英
一
蝶

一
〇
四
頁
参
照

15　
岡

本

豊

彦 　

 

秋
景
山
水
之
図  

大
幅

紙
本
着
色　

野
村
雪
江
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 
巾
75
×
竪
167　
.5　

総
丈 

巾
92　
.5
×
竪
226
㎝　

微
少
シ
ミ

岡
本
豊
彦

九
九
頁
参
照

十

五

万

円

（
１
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

15



16　
張

月

樵 　

 

官
女
図

絹
本
着
色
金
泥　

石
河
有
粼
箱
書　

本
紙 

巾
54
×
竪
132　

総
丈 

巾
66　
.5
×
竪
199
㎝　

表
具
オ
レ
・
汚
レ
・
少
虫
穴　

本
紙
少
オ
レ
・
微
少
シ
ミ　

佳
品

17　
長

沢

芦

洲 　

 

都
美
人

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
36　
.5
×
竪
98　
.5　

総
丈 

巾
46
×
竪
187
㎝　

本
紙
少
オ
レ　

箱
少
傷
ミ

長
沢
芦
洲

一
〇
四
頁
参
照

石
河
有
粼

九
八
頁
参
照

張
月
樵

一
〇
三
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

16



18　
円
満
院
祐
常 　

 

竹
画
賛

絹
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
45　
.5
×
竪
136　

総
丈 

巾
56　
.5
×
竪
193
㎝　

表
具
微
少
虫
穴

円
満
院
祐
常

九
八
頁
参
照

わ
か
や
と
の

 　
　

千
世
の
か
ハ
た
け

 　
　
　
　

ふ
し
と
を
み

 　
　

さ
も
行
末
の

 　
　
　
　

は
る
か
な
る
哉

19　
松

村

景

文 　

 

桃
花
小
禽
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
35
×
竪
106　

総
丈 

巾
48　
.5
×
竪
196
㎝　

少
オ
レ
・
微
少
虫
穴

松
村
景
文

一
〇
五
頁
参
照

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）

八
万
五
千
円

（
８
５
，０
０
０
JPY
）

17



英一蝶
104頁参照

大倉好斎
99頁参照

20　英 一 蝶 　 平家物語油取図
絹本着色　箱入　 
本紙 巾52.5×竪36.5　総丈 巾67×竪120㎝　大倉好斎極

鈴木其一
102頁参照

21　鈴 木 其 一 　 愛猫之図
紙本着色　箱入　 
本紙 巾27.5×竪22　総丈 巾38.5×竪102㎝　 
表具少傷ミ　本紙微少オレ

十 八 万 円
（180,000JPY）

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

18



22　
広

渡

巌

斐 　

 

雪
中
松
小
禽
図

紙
本
水
墨
淡
彩　

箱
入　

本
紙 

巾
41　
.5
×
竪
138　

総
丈 

巾
55
×
竪
201　
.5
㎝　

表
具
虫
穴　

シ
ミ
・
少
傷
ミ

広
渡
巌
斐

一
〇
五
頁
参
照

23　
小

泉

檀

山 　

 

玄
宗
楊
貴
妃
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
46
×
竪
123　

総
丈 

巾
60　
.5
×
竪
190
㎝　

文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
四
八
歳

小
泉
檀
山

一
〇
〇
頁
参
照

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

19



24　
大
久
保
一
丘 　

 

雪
南
天
双
雀
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
32
×
竪
97　

総
丈 

巾
43
×
竪
184
㎝　

少
シ
ミ
・
少
オ
レ
・
軸
先
少
傷
ミ

大
久
保
一
丘

九
九
頁
参
照

25　
蠣

崎

波

響 　

 

唐
美
人
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
40
×
竪
110　

総
丈 

巾
43　
.5
×
竪
188
㎝　

本
紙
少
傷
ミ
・
修
復
痕

蠣
崎
波
響

九
九
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

六
十
五
万
円

（
６
５
０
，０
０
０
JPY
）

20



26　
狩
野
伊
川
院 　

 

義
経
鵯
越
図

絹
本
着
色
金
泥　

三
上
参
次
箱
書　

本
紙 

巾
34
×
竪
95　

総
丈 

巾
46
×
竪
189
㎝　

表
具
微
少
傷
ミ　

本
紙
微
少
シ
ミ

狩
野
伊
川
院

九
九
頁
参
照

三
上
参
次

一
〇
六
頁
参
照

27　
狩

野

貴

信 　

 

鯉
瀧
登
図

絹
本
着
色　

大
澤
正
軒
箱
書　

本
紙 

巾
43　
.5
×
竪
110　

総
丈 

巾
58　
.5
×
竪
200　
.5
㎝　

少
傷
ミ
・
少
剥
落　

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
遠
山
友
禄
公
御
拝
領
品

狩
野
貴
信

九
九
頁
参
照

遠
山
友
禄

一
〇
三
頁
参
照

（
軸
裏
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

21



28　

 

狩

野

休

真 　

 
 

桜
花
二
景
図  

双
幅

絹
本
着
色　

箱
入　

 

本
紙 

各 

巾
35
×
竪
96　
.5　

 

総
丈 

各 

巾
47
×
竪
179　
.5
㎝　

 

表
具
少
汚
レ　

本
紙
微
少
剥
落　

 

箱
紐
切
レ　

時
代
極
上
表
具

狩
野
休
真

九
九
頁
参
照

29　
山

本

梅

逸 　

 

厳
桂
八
哥
図

紙
本
着
色　

平
尾
竹
霞
箱
書　

二
重
箱
入　

 

本
紙 

巾
30　
.5
×
竪
136　

 

総
丈 

巾
43　
.5
×
竪
204　
.5
㎝　

 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
六
歳　

 

本
紙
微
少
オ
レ

山
本
梅
逸

一
〇
六
頁
参
照

平
尾
竹
霞

一
〇
五
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

22



30　
森

蘭

斎 　

 

牡
丹
蝶
猫
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
45
×
竪
110　

総
丈 

巾
55
×
竪
211
㎝　

本
紙
微
少
傷
ミ

森
蘭
斎

一
〇
六
頁
参
照

31　
岩

井

江

琳 　

 

松
下
瑞
鶴
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
38　
.5
×
竪
111　

総
丈 

巾
49
×
竪
201　
.5
㎝　

少
オ
レ　

風
帯
傷
ミ　

佳
品

岩
井
江
琳

九
八
頁
参
照

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

23



32 　 池 田 孤 邨  　  五 節 句   五 幅 対

絹 本 着 色 金 泥 　 共 箱 　  
本 紙  各  巾 30 　 .5 × 竪 94 　 総 丈  各  巾 42 × 竪 18
1 ㎝ 　

本 紙 微 少 オ レ ・ 少 虫 穴 ・ 修 復 痕 ・ 少 剥 落

池
田
孤
邨

98
頁
参
照

百 二 十 万 円

（ １ ， ２ ０ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

24



33　
酒

井

抱

一 　

 

旭
日
大
黒
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
32
×
竪
75　

総
丈 

巾
43
×
竪
156　
.5
㎝　

表
具
微
少
傷
ミ　

箱
少
傷
ミ　

前
川
文
嶺
極

酒
井
抱
一

一
〇
一
頁
参
照

前
川
文
嶺

一
〇
五
頁
参
照

34　
鈴

木

其

一 　

 

槌
に
鼠
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
35　
.5
×
竪
94　

総
丈 

巾
48
×
竪
181
㎝　

本
紙
微
少
オ
レ

鈴
木
其
一

一
〇
二
頁
参
照

五

十

万

円

（
５
０
０
，０
０
０
JPY
）

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

25



35　
山

本

光

一 　

 

両
国
橋
月
見
図

紙
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
63
×
竪
131　

総
丈 

巾
76　
.5
×
竪
204　
.5
㎝　

明
治
二
一
年　

本
紙
修
復
痕

山
本
光
一

一
〇
六
頁
参
照

聞
金
指
氏
曽
蔵
華
山
道
人
所
宵
話
図
有
放

失
意
写
予
偶
当
過
白
田
邨
氏
令
予
負
摹

馳
言
之
責
予
之
不
当
雖
以
不
売
雲
壌
固
辞
之

奈
何
懇
情
切
需
之
難
黙
止
乎
依
不
省
不
肖

請
随
誰
次
輙
写
之
以
補
慰
氏
之
遺
憾
之
万
一
云
尓

　
　

時
明
治
廿
一
年
秋
分
戌
子
申
也

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

26



36　
池

大

雅 　

 

絶
壑
懸
泉

絖
本
水
墨　
箱
入　

本
紙 

巾
49
×
竪
126　
.5　

総
丈 

巾
61　
.5
×
竪
210
㎝　

微
少
オ
レ　

表
具
微
少
虫
穴

池
大
雅

九
八
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

27



37　
浦

上

玉

堂 　

 

寒
山
帯
雨

紙
本
水
墨
淡
彩　

箱
入　

本
紙 

巾
30
×
竪
116　

総
丈 

巾
47
×
竪
192
㎝

浦
上
玉
堂

九
八
頁
参
照

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

28



38　
谷

文

晁 　

 

林
和
靖 

赤
壁
図  

双
幅

絹
本
着
色　

下
条
桂
谷
箱
書　

本
紙 

各 

巾
37　
.5
×
竪
113　
.5　

総
丈 

各 

巾
54
×
竪
215　
.5
㎝　

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
六
六
歳　

本
紙
少
オ
レ　

佳
品

谷
文
晁

一
〇
三
頁
参
照

下
条
桂
谷

一
〇
〇
頁
参
照

七
十
五
万
円

（
７
５
０
，０
０
０
JPY
）

29



「
椿
山
会
」
展
覧
会
出
陳
票

『
三
州
田
原　

廣
中
素
介
所
蔵
品
入
札
』

目
録

39　
椿

椿

山 　

 

風
中
牡
丹
図  

極
大
幅

絹
本
着
色　

丸
山
華
岳
箱
書　

本
紙 

巾
129
×
竪
69　
.5　

総
丈 

巾
133
×
竪
173　
.5
㎝　

 

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
五
二
歳　

本
紙
修
復
痕　

箱
少
傷
ミ　

 

『
三
州
田
原 

廣
中
素
介
氏
所
蔵
品
入
札
』
目
録
（
昭
和
四
年
十
月
）
所
載　
「
椿
山
会
」
展
覧
会
出
陳
票
有

椿
椿
山

一
〇
三
頁
参
照

百

二

十

万

円

（
１
，２
０
０
，０
０
０
JPY
）

30



40　

 

椿

椿

山 　

 
 

牡
丹
図  

双
幅

絹
本
着
色　

箱
入　

 

本
紙 

各 

巾
34
×
竪
96　

 

総
丈 

各 

巾
45　
.5
×
竪
176　
.5
㎝　

 

微
少
シ
ミ
・
微
少
傷
ミ
・
微
少
虫
穴

椿
椿
山

一
〇
三
頁
参
照

41　
高

久

靄

厓 　

 

長
松
供
寿
図

絹
本
着
色　

高
森
碎
巌
箱
書　

 

本
紙 

巾
39　
.5
×
竪
111　

総
丈 

巾
56
×
竪
210
㎝　

 

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
三
九
歳　

 

微
少
シ
ミ
・
少
傷
ミ　

佳
品

高
久
靄
厓

一
〇
二
頁
参
照

高
森
碎
巌

一
〇
二
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

31



42　
横

井

金

谷 　

 

草
庵
驟
雨
図

絹
本
着
色　

敬
堂
箱
書　

本
紙 

巾
33　
.5
×
竪
113　
.5　

総
丈 

巾
49
×
竪
190　
.5
㎝　

佳
品

横
井
金
谷

一
〇
六
頁
参
照

43　
方

西

園 　

 

桐
菊
錦
鶏
鳥
図

紙
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
31
×
竪
106　

総
丈 

巾
45　
.5
×
竪
170　
.5
㎝

方
西
園

一
〇
五
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

十

五

万

円

（
１
５
０
，０
０
０
JPY
）

32



44 　 日 根 対 山  　  箕 面 瀑 布 真 景 図

絖 本 着 色 　 箱 入 　 本 紙  巾 43 × 竪 13
2 　 総 丈  巾 58 × 竪 20
2 ㎝ 　  

表 具 少 オ レ ・ 少 虫 穴 　 本 紙 少 シ ミ ・ 少 オ レ

日 根 対 山

一 〇 五 頁 参 照

45 　 日 根 対 山  　  蓬 莱 飛 雪

絖 本 着 色 　 箱 入 　  

本 紙  巾 26 　 .5 × 竪 80 　 総 丈  巾 37 　 .5 × 竪 16
6 　 .5 ㎝ 　  

文 久 三 年 （ 一 八 六 三 ） 五 一 歳 　 美 品

46 　 西 山 完 瑛  　  雷 神 図

絹 本 着 色 金 泥 　 箱 入 　  

本 紙  巾 28 × 竪 46 　  

総 丈  巾 42 　 .5 × 竪 14
1 　 .5 ㎝

西 山 完 瑛

一 〇 四 頁 参 照

十 二 万 円

（ １ ２ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

二 十 万 円

（ ２ ０ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

十 五 万 円

（ １ ５ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

33



47　
菅

井

梅

関 　

 

紅
梅
石
蘭
図

絹
本
着
色　

木
下
翠
雨
箱
書　

本
紙 

巾
46　
.5
×
竪
120　

総
丈 

巾
60　
.5
×
竪
208　
.5
㎝　

本
紙
オ
レ　

佳
品

菅
井
梅
関

一
〇
二
頁
参
照

木
下
翠
雨

一
〇
〇
頁
参
照

48　
東

東

洋 　

 

瀑
下
飛
燕
図

紙
本
水
墨
淡
彩　

箱
入　

本
紙 

巾
28　
.5
×
竪
88　

総
丈 

巾
38　
.5
×
竪
172
㎝　

少
シ
ミ
・
少
オ
レ　

本
紙
微
少
傷
ミ

東
東
洋

九
八
頁
参
照

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）

34



49　
山

本

梅

逸 　

 

歳
寒
三
友
図

絹
本
水
墨　

共
箱　
本
紙 

巾
74
×
竪
146　

総
丈 

巾
91　
.5
×
竪
215
㎝　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
七
〇
歳　

本
紙
微
少
シ
ミ

百

二

十

万

円

（
１
，２
０
０
，０
０
０
JPY
）

35



50　
山

本

梅

逸 　

 

水
墨
華
鳥

絹
本
水
墨　

共
箱　
二
重
箱
入　

本
紙 

巾
57　
.5
×
竪
143　
.5　

総
丈 

巾
67
×
竪
209　
.5
㎝　

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
六
二
歳　

本
紙
微
少
シ
ミ　

松
寿
館
並
野
呂
静
旧
蔵
　
佳
品

山
本
梅
逸

一
〇
六
頁
参
照

野
呂
静

一
〇
四
頁
参
照

百

万

円

（
１
，０
０
０
，０
０
０
JPY
）

36



『
幽
谷
翁
追
善
展
覧
会
出
陳
票
』

51　
児

玉

果

亭 　

 

後
赤
壁
図

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
51
×
竪
126　

総
丈 

巾
65　
.5
×
竪
207
㎝　

明
治
三
三
年　

五
八
歳　

 
児
玉
果
亭
・
児
玉
圭
介
・
速
水
鋭
一
書
翰
有
　
野
呂
静
旧
蔵
　
佳
品

児
玉
果
亭

一
〇
一
頁
参
照

野
呂
静

一
〇
四
頁
参
照

52　
野

口

幽

谷 　

 

観
音
大
士
像

絹
本
着
色
金
泥　

益
頭
峻
南
箱
書　

 

本
紙 

巾
53　
.5
×
竪
135　

総
丈 

巾
69
×
竪
230
㎝　

明
治
二
六
年　

六
九
歳　

幽
谷
翁
追
善
展
覧
会
出
陳
作
　
出
陳
票
有

野
口
幽
谷

一
〇
四
頁
参
照

益
頭
峻
南

一
〇
五
頁
参
照

二
十
八
万
円

（
２
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）
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53　
長

田

雲

堂 　

 

山
閑
円
遊
之
図  

大
幅

紙
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
95
×
竪
175　

総
丈 

巾
113　
.5
×
竪
211　
.5
㎝　

 
明
治
四
三
年　

六
三
歳　

少
シ
ミ

長
田
雲
堂

一
〇
四
頁
参
照

蓊
欝
高
松
風
颯
然
涼
陰
日
午 

露
花
鮮
清
茶
試
水
呼
壷
煮
好 

是
山
尉
第
二
泉

 　

明
治
庚
戌
清
和
月
仲
澣
作
於
観
青
山
房

 　
　
　
　
　

雲
堂
彝

三
十
五
万
円

（
３
５
０
，０
０
０
JPY
）

38



54　
田

中

柏

陰 　

 

僊
山
紅
樹
図

絹
本
着
色
金
砂
子　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
52
×
竪
158　

総
丈 

巾
67
×
竪
232
㎝　

大
正
六
年　

五
二
歳　

少
オ
レ

田
中
柏
陰

一
〇
三
頁
参
照

55　
木

村

立

嶽 　

 

鞍
馬
僧
正
牛
若
丸
之
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
54　
.5
×
竪
138　

総
丈 

巾
68　
.5
×
竪
194　
.5
㎝　

少
傷
ミ

木
村
立
嶽

一
〇
〇
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

39



『
横
山
大
玄
極
』

『横山大観記念館鑑定登録』

56　
横

山

大

観 　

 

暗
香
浮
動

絹
本
着
色
金
泥　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
40　
.5
×
竪
124　

総
丈 

巾
55
×
竪
215
㎝　

本
紙
微
少
シ
ミ　

横
山
大
玄
極
　
横
山
大
観
記
念
館
鑑
定
登
録
有

横
山
大
観

一
〇
七
頁
参
照

横
山
大
玄

一
〇
七
頁
参
照

三
百
八
十
万
円

（
３
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

40



57　
下

村

観

山 　

 

雨
後
の
月

絹
本
着
色
金
泥　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
51
×
竪
144　
.5　

総
丈 

巾
67
×
竪
229
㎝　

美
品　
東
美
鑑
定
評
価
機
構
鑑
定
委
員
会
鑑
定
証　
根
岸
製
表
具

下
村
観
山

一
〇
一
頁
参
照

三
百
五
十
万
円

（
３
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

41



58　
木

村

武

山 　

 

観
音

絹
本
着
色
金
泥　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
41
×
竪
129　

総
丈 

巾
55　
.5
×
竪
222
㎝

木
村
武
山

一
〇
〇
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

42



59　
木

村

武

山 　

 

四
季
金
地
小
色
紙  

四
幅
対

金
地
絹
本
着
色　

二
重
箱
入　

 

本
紙 

各 

巾
18
×
竪
21　

総
丈 

各 

巾
26　
.5
×
竪
113
㎝

木
村
武
山

一
〇
〇
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

43



60　
前

田

青

邨 　

 

紅
白
梅 

額
装

紙
本
着
色
金
泥　

共
箱
蓋
有　

 

本
紙 

巾
76
×
竪
44　

総
丈 

巾
103
×
竪
71　
.5
㎝　

美
品　

 

東
美
鑑
定
評
価
機
構
鑑
定
委
員
会
鑑
定
証

前
田
青
邨

一
〇
五
頁
参
照

二
百
五
十
万
円

（
２
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

44



61　
竹

内

栖

鳳 　

 

翠
柳
宿
鴉

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
36
×
竪
132　

総
丈 

巾
49　
.5
×
竪
222
㎝　

表
具
微
少
シ
ミ　

髙
島
屋
美
術
部
口
貼
有
　
東
美
鑑
定
評
価
機
構
鑑
定
委
員
会
鑑
定
証

『
髙
島
屋
美
術
部
口
貼
』

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

45



竹内栖鳳
102頁参照

62　竹 内 栖 鳳 　 新涼
絹本着色　共箱　二重箱入　 
本紙 巾41.5×竪35.5　総丈 巾56×竪129㎝　 
美品　皐月表玄製表具

須田剋太
102頁参照

63　須 田 剋 太 　 田舎児二人
紙本着色・パステル・コラージュ　共箱　 
本紙 巾43×竪27.5　総丈 巾57×竪97.5㎝　 
昭和61年4月17日　80歳　本紙微少オレ

七 十 五 万 円
（750,000JPY）

四 十 五 万 円
（450,000JPY）

46



64　
山

元

春

挙 　

 

雨
中
の
萩

絹
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
43　
.5
×
竪
125　

総
丈 

巾
57
×
竪
217
㎝　

昭
和
七
年　

六
二
歳

山
元
春
挙

一
〇
六
頁
参
照

65　
冨

田

渓

仙 　

 

洛
東
音
羽
瀧
図

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
35
×
竪
129　
.5　

総
丈 

巾
48　
.5
×
竪
213
㎝

冨
田
渓
仙

一
〇
三
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

47



66　
谷

口

香

嶠 　

 

狗
児
戯
球
図

紙
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
24　
.5
×
竪
122　

総
丈 

巾
36　
.5
×
竪
207
㎝

谷
口
香
嶠

一
〇
三
頁
参
照

67　
木

島

桜

谷 　

 

寒
江

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
26
×
竪
128　

総
丈 

巾
38　
.5
×
竪
211
㎝　

美
品

木
島
桜
谷

一
〇
一
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

48



68　
川

村

曼

舟 　

 

初
夏
海
邉  

大
幅

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
85
×
竪
182　

総
丈 

巾
102　
.5
×
竪
252　
.5
㎝

川
村
曼
舟

一
〇
〇
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

49



69　 井 口 華 秋 　  
馬入川白雨 土山の雨餘 甘酒茶屋  
蒲原の麦秋  四幅対
絹本着色　共箱　二重箱入　本紙 各 巾27×竪132.5　 
総丈 各 巾39.5×竪203㎝　本紙微少シミ　佳品

井口華秋
98頁参照

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

50



70　
小
早
川
秋
声 　

 

瑞
夜

絹
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
27　
.5
×
竪
126　

総
丈 

巾
31　
.5
×
竪
187
㎝

71　
小
早
川
秋
声 　

 

長
崎
夜
景
図

絹
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
18　
.5
×
竪
58　

総
丈 

巾
31　
.5
×
竪
148　
.5
㎝

小
早
川
秋
声

一
〇
一
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

九
十
五
万
円

（
９
５
０
，０
０
０
JPY
）

51



72　
原

在

泉 　

 

平
安
神
宮
真
景
図  

大
幅

絹
本
着
色
金
泥　

原
田
西
畴
箱
書　

 
本
紙 
巾
88
×
竪
67　

総
丈 

巾
106　
.5
×
竪
174
㎝　

 
少
オ
レ
・
少
汚
レ

73　酒 井 三 良 画 
富 安 風 生 賛 　  カッパ欣然
紙本水墨　共箱　本紙 巾40×竪25.5　総丈 巾42×竪103㎝　 
表具少オレ・微少傷ミ　本紙微少シミ

74　
川

端

龍

子 　

 

伏
虎
城
（
和
歌
山
城
）

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

 

本
紙 

巾
26
×
竪
27　
.5　

 

総
丈 

巾
65　
.5
×
竪
143
㎝

川
端
龍
子

一
〇
〇
頁
参
照

富
安
風
生

一
〇
三
頁
参
照

酒
井
三
良

一
〇
一
頁
参
照

原田西畴
105頁参照

原在泉
104頁参照

古
き
沼

　

立
待
月
を

　
　

あ
げ
に
け
り

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

十 二 万 円
（120,000JPY）

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

52



75　
倉

田

松

濤 　

 

か
ち
か
ち
山
図

紙
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
31　
.5
×
竪
118　

総
丈 

巾
45
×
竪
195
㎝　

昭
和
元
年　

六
一
歳

76　
丸
投
三
代
吉 　

 

ら
か
ん

紙
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
47
×
竪
92　

総
丈 

巾
61　
.5
×
竪
167
㎝　

美
品

丸
投
三
代
吉

一
〇
六
頁
参
照

倉
田
松
濤

一
〇
〇
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

53



77　
渡

辺

省

亭 　

 

桜
に
燕

紙
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
29　
.5
×
竪
125　
.5　

総
丈 

巾
43
×
竪
211　
.5
㎝

78　
広

田

百

豊 　

 

峠
の
富
士

絹
本
着
色　

共
箱　

本
紙 

巾
51
×
竪
143　

総
丈 

巾
66　
.5
×
竪
207
㎝　

本
紙
微
少
シ
ミ　

佳
品

広
田
百
豊

一
〇
五
頁
参
照

渡
辺
省
亭

一
〇
七
頁
参
照

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

五

万

円

（
１
５
０
，０
０
０
JPY
）

54



79　
栗

原

玉

葉 　

 

初
音

絹
本
着
色
金
泥　

共
箱　

本
紙 

巾
41　
.5
×
竪
115　
.5　

総
丈 

巾
54　
.5
×
竪
199
㎝　

微
少
オ
レ　

本
紙
微
少
シ
ミ

栗
原
玉
葉

一
〇
〇
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

55



80　甲 斐 庄 楠 音 　 もたれたる女
絹本着色金泥　本紙 巾27×竪23.5　総丈 巾46.5×竪40㎝　大正8年5月　24歳

81　梶 原 緋 佐 子 　 夏すがた
絹本着色金泥　共箱　本紙 巾50×竪44　総丈 巾64×竪146㎝　少汚レ　微少剥落

梶
原
緋
佐
子

九
九
頁
参
照

甲
斐
庄
楠
音

九
九
頁
参
照

百 二 十 万 円
（1,200,000JPY）

五 十 五 万 円
（550,000JPY）

56



82　

 

中
聖
武 

三
行

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
7
×
竪
27　
.5　

 

総
丈 

巾
33
×
竪
117
㎝　

古
筆
了
栄
極　

 

表
具
少
傷
ミ　

本
紙
少
虫
穴
・
修
復
痕　

相
如
是
占
法
随
心
所
観
主
念
之
事
若
数
合 

與
意
相
當
者
无
有
乖
錯
若
其
所
擲
所
合
之
数 

與
心
所
觀
主
念
之
事
不
相
當
者
謂
不
至
心
名

83　

 

後
醍
醐
天
皇 　

 

御
宸
翰
和
歌
短
冊

紙
本　

吉
澤
義
則
箱
書　

太
巻　
本
紙 

巾
5
×
竪
35　

 

総
丈 

巾
30　
.5
×
竪
156
㎝　

本
紙
ヤ
ケ　

 

「
陽
明
文
庫
」
伝
来
　
風
早
公
雄
極

君
か
代
を
の
へ
の
小
松
に
く
ら
ふ
れ
は 

い
く
木
の
千
世
か
あ
ハ
ん
と
す
ら
む

吉
澤
義
則

一
〇
七
頁
参
照

後
醍
醐
天
皇

一
〇
〇
頁
参
照

風
早
公
雄

九
九
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

57



大
師
講
経
一
座
の
間
に
威
驗
万
方
に
及
い
ま
た
結
願
に  

及
さ
る
に
蘇
生
の
族
道
に
み
て
り
夜
闇
忽
に
変
し  

て
日
光
赫
々
た
り
速
疾
の
霊
応
厳
重
の
巨
益
三  

国
に
も
其
例
す
く
な
し
千
古
に
も
其
た
め
し  

希
な
る
事
と
そ
覚
侍
る

84　室町期 弘法大師行状絵巻断簡
紙本着色　箱入　本紙 巾47×竪31　 
総丈 巾59.5×竪114㎝　表具少汚レ　本紙少オレ

85　松 永 耳 庵  　 多々益弁 額装
紙本  本紙 巾65.5×竪32 　総丈 巾87.5×竪54.5㎝

松永耳庵
105頁参照

五 十 五 万 円
（550,000JPY）

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

58



86　
豊

臣

秀

吉 　

 

五
月
三
日
付
消
息

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
35
×
竪
14　
.5　

総
丈 

巾
47　
.5
×
竪
98
㎝　

虫
穴

御
状
令
拝
閲
候　

仍 

去
廿
一
日
及
一
戦
柴
田 

一
類
悉
討
果
候　

越
前
之 

儀
者
不
及
申
賀
州 

能
州
越
中
ま
で
一 

篇
ニ
申
付
明
隙
候
間 

至
越
州
北
庄
打
入
候 

猶
近
日
可
申
述
候　

恐
々 

謹
言 

　
　
　
　

羽
筑 

　

五
月
三
日
秀
吉
（
花
押
）

豊
臣
秀
吉

一
〇
三
頁
参
照

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

59



87　
徳

川

家

康 　

 

人
は
い
さ 

和
歌
扇
面

金
銀
地
紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
43　
.5
×
竪
16　
.5　

総
丈 

巾
57　
.5
×
竪
109
㎝　

少
オ
レ　

表
具
少
虫
穴

人
は
い
さ 

　
　
　

こ
こ
ろ
も 

　
　

し
ら
す 

　
　
　
　

ふ
る 

　
　
　
　
　

さ
と
は 

は
る
そ 

　
　

む
か
し
の 

　

か
に 

　
　

に
お
い 

　
　
　
　

け
る

徳
川
家
康

一
〇
三
頁
参
照

百

二

十

万

円

（
１
，２
０
０
，０
０
０
JPY
）

60



88　
隠

元

隆

琦 　

 

三
行
書

紙
本　

川
村
驥
山
箱
書　

本
紙 

巾
38
×
竪
116　
.5　

総
丈 

巾
50　
.5
×
竪
196
㎝　

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
八
一
歳　

表
具
少
傷
ミ
・
修
復
痕　

本
紙
少
オ
レ　

箱
傷
ミ

朝
臺
變
滅
仙
雀
悲
哀
魏
武
之
雄
郷
安
在
歳
飛
来

斤
尾
形
類
石
■
置
之
文
苑
色
潤
千
秋
正
体
堅
剛

義
性
静
守
世
代
傳
家
如
臨
端
前　

壬
子
春
日

　
　
　
　

松
堂
八
十
一
翁
隠
元
書

89　
隠

元

隆

琦 　

 

聖
夫
真
命
脈 

一
行

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
29
×
竪
127　
.5　

総
丈 

巾
32
×
竪
204
㎝　

本
紙
修
復
痕

川
村
驥
山

一
〇
〇
頁
参
照

隠
元
隆
琦

九
八
頁
参
照

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

61



90　即 非 如 一 賛 
逸 然 性 融 画 　 維摩像画賛
絹本着色　黄檗柏樹子箱書　本紙 巾50.5×竪35　
総丈 巾63×竪125.5㎝　寛文5年（1665）逸然65歳　
少傷ミ　箱少傷ミ

毘
耶
城
裏
逢
師
利 

一
塵
清
風
洗
白
雲

黄
梅

島
外
逢
師
觧

縛
歸
隻
峰
山

下
獨
幽
寄
却

将
衣
鉢
為
人

事
乞
與
黄
梅
箇

小
児

　

價
国
白
之
頌

雪
峯
即
非
書

91　即 非 如 一 　 黄梅 置字大幅
紙本　箱入　本紙 巾75.5×竪35.5　総丈 巾78×竪119.5㎝　微少シミ・微少オレ

即非如一
102頁参照

黄檗柏樹子
98頁参照

逸然性融
98頁参照

百 二 十 万 円
（1,200,000JPY）

百 二 十 万 円
（1,200,000JPY）
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92　

 

宣

如

上

人 　

 

五
月
十
四
日
付
自
筆
消
息

紙
本　

箱
入　

 

本
紙 

巾
44　
.5
×
竪
28　

 

総
丈 

巾
56　
.5
×
竪
111
㎝　

 

本
紙
オ
レ　

 

東
本
願
寺
旧
蔵
　 

奈
良
県
立
美
術
館
読
有

す
ぐ
ろ
く
の
ま
け
ぶ
る
ま
ひ
ハ 

い
ま
だ
さ
だ
ま
ら
ず
候
や　

し
ん
ざ
も
の
ゝ 

事
候
ゆ
へ
い
づ
れ
も
御
も
よ
ほ
し
候
ハ
ヾ 

い
か
や
う
に
も
と
り
も
ち
申
べ
き
と 

ぞ
ん
じ
候
と
こ
ろ
ニ 

二
三
日
は
わ
れ
ら 

か
ま
ひ
候
ハ
ぬ
ゆ
へ
ニ
の
び
ゆ
き
候
や
う
に 

申
も
の
ゝ
候
て 

め
い
わ
く
い
た
し
候　

申
ニ 

を
よ
び
候
ハ
ね
ど
も
ミ
な
〳
〵
よ
り
仰 

つ
け
ら
れ
候
ハ
ヾ
わ
れ
ら
日
ど
り
な
り
と
も 

き
も
い
り
申
べ
く
候　

返
〳
〵
し
ん
ざ
も
の
ゝ 

事
候
ゆ
へ
い
づ
れ
も
の
御
も
よ
ほ
し 

ま
ち
ゐ
申
候　

い
〔
か
〕
や
う
と
も
よ
ろ
し
き 

や
う
に
御
さ
た
あ
る
べ
く
候
か 

　

五
月
十
四
日　

光
じ
う 

　

ま
け
か
た
の
し
ゆ
中
へ　

ま
い
る  

＊
す
ぐ
ろ
く　

双
六
。

93　貫 名 菘 翁 　 仏涅槃名号 大幅
紙本　二重箱入　本紙 巾91×竪30.5　 
総丈 巾109×竪134㎝　本紙少オレ

貫名菘翁
104頁参照

宣如上人
102頁参照

『
東
本
願
寺
旧
蔵
印
』

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

十 八 万 円
（180,000JPY）

63



94　
 

文
化
五
年
達
如
上
人
裏
書 

親
鸞
上
人
御
絵
伝

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

各 

巾
80
×
竪
136　

総
丈 

各 

巾
83　
.5
×
竪
198　
.5
㎝　

傷
ミ
・
修
復
痕

達
如
上
人

一
〇
三
頁
参
照

『
達
如
上
人
裏
書
』

二
百
五
十
万
円

（
２
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

64



95　
月

舟

宗

胡 　

 

朶
々
湖
山
千
古
佛 

一
行

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
28
×
竪
131　

総
丈 

巾
39
×
竪
206
㎝　

本
紙
修
復
痕

96　
寂

厳 　

 

草
衣
不
針
復
不
綿 

一
行

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
28
×
竪
130　
.5　

総
丈 

巾
40
×
竪
199　
.5
㎝　

少
オ
レ
・
少
傷
ミ

寂
厳

一
〇
一
頁
参
照

月
舟
宗
胡

一
〇
〇
頁
参
照

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

65



97　谷 文 晁 　 水墨山水図
絹本水墨　伊藤平山堂箱書　本紙 巾59×竪45.5　 
総丈 巾73×竪140.5㎝　天保10年（1839） 78歳　本紙修復痕

98　仙 厓 義 梵 　 祇園会画賛
紙本水墨　箱入　本紙 巾51.5×竪34　総丈 巾56×竪130.5㎝　 
本紙微少傷ミ・修復痕　川崎製表具

仙厓義梵
102頁参照

谷文晁
103頁参照

祇
園
会
や

　

頭
の
数
は

　
　

う
り
茄
子
ひ

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

七 十 五 万 円
（750,000JPY）

66



99　
仙

厓

義

梵 　

 

富
士
画
賛

紙
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
31
×
竪
98　

総
丈 

巾
34
×
竪
188　
.5
㎝　

本
紙
修
復
痕

天
地
の 

　

間
に
一
つ 

 
雪
の
山

100　
仙

厓

義

梵 　

 

沖
の
島
画
賛

紙
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

巾
30　
.5
×
竪
60　

総
丈 

巾
41　
.5
×
竪
147　
.5
㎝　

本
紙
少
オ
レ

沖
の
島　

い
か
な
る 

神
か　

白
ら
浪
の 

並
ゝ
な
ら
ぬ 

備
ふ 

　

生
け
贄
へ

仙
厓
義
梵

一
〇
二
頁
参
照

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

67



101　
頼

山

陽 　

 

収
帙
詩 

五
絶
三
行

紙
本　

頼
潔
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
47
×
竪
126　

総
丈 

巾
61　
.5
×
竪
205
㎝　

表
具
少
ウ
キ　

本
紙
微
少
オ
レ

収
帙
獨
支
頣
前
林
見

倦
翼
哦
詩
字
未
安
檐

角
来
冥
色

102　
貫

名

菘

翁 　

 

寿

絖
本　
田
中
塊
堂
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
51　
.5
×
竪
128　
.5　

総
丈 
巾
65　
.5
×
竪
218
㎝　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
七
六
歳　

外
箱
傷
ミ

貫
名
菘
翁

一
〇
四
頁
参
照

田
中
塊
堂

一
〇
三
頁
参
照

頼
山
陽

一
〇
七
頁
参
照

頼
潔

一
〇
七
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）

68



103　
小

林

一

茶 　

 

さ
く
ら 

句
大
短
冊

紙
本　

猪
坂
直
一
箱
書
並
題
簽　

 

本
紙 

巾
26　
.5
×
竪
110　

総
丈 

巾
38
×
竪
179　
.5
㎝　

 

本
紙
微
少
シ
ミ

我
国
ハ
草
も
さ
く
ら
を 

　
　
　
　
　
　

咲
に
け
り

104　
河

合

曾

良 　

 

蝉
の
聲 

俳
句
短
冊

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
5　
.5
×
竪
36　

 

総
丈 

巾
26　
.5
×
竪
141　
.5
㎝　

本
紙
修
復
痕

蝉
の
聲
千
切
て
涼
し
山
路
か
な

105　
柳
沢
尭
山
賛 

狩
野
融
川
画 　

 

撫
子
画
賛

紙
本
着
色　

箱
入　

本
紙 

巾
5　
.5
×
竪
36　

総
丈 

巾
28
×
竪
162　
.5
㎝　

美
品

と
こ
夏
に　
　
　
　

け
さ
の
露

　
　
　

た
か
ね
し
あ
と
そ 

106　
酒

井

抱

一 　

 

雪
柳 

句
賛

紙
本
水
墨
淡
彩　

箱
入　

本
紙 

巾
6
×
竪
35　
.5　

 

総
丈 

巾
24　
.5
×
竪
170
㎝　

微
少
オ
レ
・
微
少
虫
穴

ふ
む
も
お
し 

　
　

踏
ね
は
な
ら
す 

　
　
　

今
朝
の
ゆ
き

酒
井
抱
一

一
〇
一
頁
参
照

柳
沢
尭
山

一
〇
六
頁
参
照

狩
野
融
川

九
九
頁
参
照

河
合
曾
良

一
〇
〇
頁
参
照

小
林
一
茶

一
〇
一
頁
参
照

猪
坂
直
一

九
八
頁
参
照

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

十

五

万

円

（
１
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）

69



ま つ 一 つ  

　 　 灘 越 す 鯛 や  

　 　 　 と し の う み

10
7
　 酒 井 抱 一  　  ま つ 一 つ  俳 句 色 紙

紙 本 　 箱 入 　 本 紙  巾 23 　 .5 × 竪 18 　  

総 丈  巾 32 × 竪 12
2 　 .5 ㎝ 　 美 品

10
8
　 横 井 也 有  　  柳 蛙  句 賛

紙 本 水 墨 　 箱 入 　 本 紙  巾 23 　 .5 × 竪 77 　 総 丈  巾 27 × 竪 16
8 ㎝ 　  

表 具 微 少 シ ミ 　 本 紙 微 少 オ レ

見 付 た そ  

　 　 か ハ つ に  

　 　 　 　 　 臍 の
な き 事 を

10
9
　 和 田 呉 山 画  

大 田 垣 蓮 月 賛  　  走 馬 灯 画 賛

紙 本 水 墨 淡 彩 　 箱 入 　 本 紙  巾 30 × 竪 11
0 　 .5 　 総 丈  巾 42 × 竪 17
3 ㎝ 　  

慶 応 三 年 （ 一 八 六 七 ） 蓮 月 七 六 歳 　 本 紙 修 復 痕

う つ り ゆ く は じ め も  

　 は て も し ら 雲 の  

　 　 あ や し き も の ハ  

　 　 　 　 こ ゝ ろ 也 け り

和 田 呉 山

一 〇 七 頁 参 照

大 田 垣 蓮 月

九 九 頁 参 照

横 井 也 有

一 〇 七 頁 参 照

十 二 万 円

（ １ ２ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

二 十 五 万 円

（ ２ ５ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

十 二 万 円

（ １ ２ ０ ， ０ ０ ０ JP
Y ）

70



110　
佐

藤

一

斎 　

 

与
真
田
幸
良 

省
軒
説

絹
本　

箱
入　

本
紙 

巾
44
×
竪
126　

総
丈 

巾
59　
.5
×
竪
196　
.5
㎝　

天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
六
九
歳　

本
紙
微
少
ウ
キ
・
修
復
痕

志
欲
遠
大
學
欲
篤
實
學
不
篤
實
則
鶩
乎
虚
遠
而
無
功
志
不
遠
大
則
苟
乎
膚
淺
而
無
成
故
在 

孔
門
面
於
顔
子
者
為
曽
子
而
其
言
曰
士
不
可
以
不
弘
毅
任
重
而
道
遠
則
何
無
志
之
遠
大
也
玉 

其
平
日
之
所
省
則
不
過
曰
忠
曰
信
曰
習
ゝ
之
者
亦
何
其
學
之
篤
實
也
夫
盡
篤
之
謂
忠
實
為 

之
謂
信
重
為
之
裡
習
此
界
在
朋
友
之
交
奨
師
弟
援
受
之
間
而
固
飛
謂
甚
高
難
行
之
事
矣
抑
又 

上
事　

両
慈
下
待
臣
僚
外
接
賓
客
内
畜
妃
妾
亦
不
過
於
盡
心
實
這
之
二
途
則
忠
信
尽
之
矣
其
遵
乎 

庭
訓
而
■
於
考
翼
奉
以
周
旋
反
復
其
逆
是
亦
謂
之
重
習
可
也
悲
而
遠
大
之
志
弘
毅
之
實
羹
存 

諸
此
為
則
曽
子
之
所
省
其
可
謂
之
約
而
有
要
為
哉　

松
代
世
子
顔
其
弦
誦
之
所
曰
省
軒
覔 

説
於
坦
ゝ
無
他
可
道
姑
疏
曽
子
之
意
以
為
説
唯
蘄　

世
子
之
自
省
其
省
也
已 

天
保
庚
子
穀
雨
節
翌
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
九
老
人
藤
坦
拝
攢

説 軒 省

111　
佐

藤

一

斎 　

 

言
志
耋
録
一
節

絹
本　

箱
入　

本
紙 

巾
31　
.5
×
竪
99　

総
丈 

巾
42　
.5
×
竪
182
㎝　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
三
歳　

少
シ
ミ
・
少
オ
レ

勿
棄
自
家
田
中
之
一
粟 

勿
摘
隣
人
畝
中
之
一
菜

真
田
幸
良

一
〇
一
頁
参
照

佐
藤
一
斎

一
〇
一
頁
参
照

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）

九
万
五
千
円

（
９
５
，０
０
０
JPY
）

71



112　
幕

末

七

卿 　

 

和
歌
短
冊
合
装

紙
本　

足
達
疇
邨
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 

各 

巾
6
×
竪
36　

 
総
丈 
巾
56
×
竪
188　
.5
㎝　

微
少
シ
ミ　

藤
野
君
山
題
簽

（
三
条
実
美
） 

九
重
の
春
に
も
れ
た
る
う
く
ひ
す
は  

よ
の
こ
と
を
の
み
な
け
ま
た
そ
な
け

（
澤
宣
嘉
）
貴
賤 

大
き
み
の
め
く
み
あ
ふ
き
て
い
や
し
き
も  

　
　
　
　
　

迎
春 

た
か
き
も
の
と
に
春
い
は
ふ
な
り

（
四
条
隆
謌
）
陳
志　

 

戎
夷
ら
の
き
も
を
ひ
し
か
ん
益
荒
雄
の  

お
ほ
く
な
り
ゆ
く
御
代
は
た
の
も
し

（
錦
小
路
頼
徳
）
柳
風　

 

青
柳
の
い
と
に
む
つ
る
ゝ
て
ふ
鳥
の  

心
も
と
け
て
は
る
か
せ
そ
吹
く

（
壬
生
基
修
） 

君
の
ま
す
都
は
こ
と
に
に
き
は
ひ
ぬ  

こ
ゝ
に
か
し
こ
に
花
咲
し
よ
り

（
三
条
西
季
知
） 

あ
き
深
き
そ
の
神
山
の
露
し
も
に  

木
ゝ
の
梢
は
う
す
紅
葉
せ
り

（
東
久
世
通
禧
）
目
前
萩　

 

さ
ゝ
ら
か
た
錦
の
と
は
り
よ
る
も
ま
た  

月
に
さ
ら
せ
り
庭
の
は
き
原

壬
生
基
修

一
〇
六
頁
参
照

藤
野
君
山

一
〇
五
頁
参
照

東
久
世
通
禧

一
〇
五
頁
参
照

幕
末
七
卿

一
〇
四
頁
参
照

錦
小
路
頼
徳

一
〇
四
頁
参
照

四
条
隆
謌

一
〇
一
頁
参
照

三
条
西
季
知

一
〇
一
頁
参
照

三
条
実
美

一
〇
一
頁
参
照

澤
宣
嘉

一
〇
一
頁
参
照

足
達
疇
邨

九
八
頁
参
照

三
十
五
万
円

（
３
５
０
，０
０
０
JPY
）

72



11
3　
土

方
歳

三
 　
六
月
十
一
日
付
森
寺
常
安
宛
消
息

紙
本
　
箱
入
　
本
紙
 巾
51
.5×
竪
20
.5　
総
丈
 巾
54
×
竪
97
㎝

拝 誦 仕 候 　 愈 御 安 康  

奉 賀 候 　 陳 者 今 夕 弊 寓 へ  

右 府 様 御 入 被 遊 度 御  

旨 被 仰 越 難 有 奉 畏 候  

少 も 差 支 無 御 座 候 間  
此 段 被 仰 上 被 下 度 奉  

頼 候 　 佐 々 木 へ も 申 通 候  

処 差 支 無 之 夕 方 弊 寓 へ  

迄 参 候 筈 ニ 仕 置 候 　 此  

段 御 請 迄 草 々 頓 首  

　 六 月 十 一 日  

森 寺 様 貴 報 　 土 方  
 

（ 端 裏 ） 

　 急 　々 　 歳 三  
 
 
 

（ 現 代 語 訳 ） 

お 手 紙 拝 見 し ま し た 。 い よ い よ お 元

気 の 由 、 め で た い こ と で す 。 さ て 、

今 晩 、 私 の 寓 居 へ 右 大 臣 様 が お 越 し

に な り た い と の こ と 、 あ り が た い こ

と で か し こ ま り ま し た 。 少 し も 差 し

支 え は あ り ま せ ん の で 、 そ の こ と を

右 大 臣 様 へ お 伝 え く だ さ い 。 佐 々 木

へ も そ の こ と を 伝 え た と こ ろ 、 差 し

支 え な く 、 夕 方 に 私 の 寓 居 ま で 参 る

筈 に な っ て お り ま す 。 以 上 、 御 返 事

ま で 。

森
寺
常
安

10
6頁
参
照

土
方
歳
三

10
5頁
参
照

三
百
八
十
万
円

（
3,
80
0,
00
0J
PY
）

73



114　
明

治

天

皇 　

 

國
家

絹
本　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
51
×
竪
34　

総
丈 

巾
66
×
竪
157
㎝　

 

美
品
　
極
上
表
具
仕
立

明
治
天
皇

一
〇
六
頁
参
照

二
百
五
十
万
円

（
２
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

74



115　
鍋

島

閑

叟 　

 

莱
蕪
侯
詩 

七
絶
三
行

絖
本　
頼
潔
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
40　
.5
×
竪
154　

総
丈 

巾
55　
.5
×
竪
223
㎝

澗
上
花
零
新
緑
柔
春
衣
好
作
浴

早
遊
孔
門
碌
二
三
千
子
點
也
當

年
第
一
流　

茶
雨

116　
島

義

勇 　

 

秋
江
独
釣
図
画
賛

紙
本
水
墨　

細
川
十
州
箱
書　

本
紙 

巾
48
×
竪
127　

総
丈 

巾
64
×
竪
203　
.5
㎝　

稀
品　
維
新
資
料

碧
山
紅
葉
暮
山
秋
嘯
月
吟
風
得
自
由

釣
舟
醒
復
醉
十
年
深
悔
一
封
侯

節
日
見
七
道
士
有
此
本
運
筆
豪
健
行
墨

淋
漓
図
非
已
須
常
画
家
可
擬
今
仿
其
意

作
此
発
観
者
之
一
笑

　
　
　

桜
陰
島
義
勇
醉
中
之
作

細
川
十
州（
潤
次
郎
）

一
〇
五
頁
参
照

島
義
勇

一
〇
一
頁
参
照

頼
潔

一
〇
七
頁
参
照

鍋
島
閑
叟

一
〇
四
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

八
十
五
万
円

（
８
５
０
，０
０
０
JPY
）

75



117　
勝

海

舟 　

 

其
寝
無
夢
其
覺
無
憂 

一
行

紙
本　

箱
入　

本
紙 

巾
29　
.5
×
竪
106　

総
丈 

巾
45
×
竪
181　
.5
㎝　

少
オ
レ　

箱
少
傷
ミ　

槐
園
旧
蔵

118　
勝

海

舟 　

 

戊
辰
懐
旧
詩
五
律

紙
本　

山
田
古
香
箱
書　

本
紙 

巾
64　
.5
×
竪
138　

総
丈 

巾
80　
.5
×
竪
210
㎝　

少
シ
ミ
・
少
汚
レ　

高
橋
泥
舟
旧
蔵
　
泥
舟
息 

高
橋
豊
芦
題
簽

　
　

明
治
廿
五
年
四
月
十
一
日
乃
値
慶
應
四
年
戊
辰
三
月
十
五
日
經
年
實
廿
五
年
矣
回
想
当
時
情
形 

　
　

全
都
昴
沸
殆
如
乱
麻
此
日
余
到
品
川
牙
営
就
参
謀
諸
士
各
所
議
而
西
郷
村
田
中
村
数
氏
皆
座 

　
　

為
泉
下
之
人
余
獨
以
志
朽
無
用
之
身
尾
余
至
主
命
後
事
之
所
不
思
議
者
如
此
頗
不
勝
懐 

　
　

舊
之
情
因
得
經
句
成
乎 

戊
辰
進
撃
日
三
月
十
五
天
蝸
牛
角
上
闘
轉
瞬
廿
五
年　

八
萬
幕
府
士 

罵
我
為
大
奸
知
否
奉
天
策
今
是
全
都
安　

参
軍
勿
嗜
殺
々
々 

全
都
空
我
各
清　

雪
術
密
魯
破
那
翁　

官
軍
逼
城
身
知
我　

 

　
　
　
　
　

誤
機
事 

唯
南
洲
一
朝
若
機
誤
百
萬
化
髑
髏 

　
　
　
　
　
　
　

壬
辰
晩
春　
　
　
　
　

海
舟山

田
古
香

一
〇
六
頁
参
照

高
橋
泥
舟

一
〇
二
頁
参
照

勝
海
舟

九
九
頁
参
照

槐
園（
鮎
貝
房
之
進
）

九
九
頁
参
照

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

76



119　
榎

本

武

揚 　

 

荘
子
語 

二
行

絖
本　
箱
入　

本
紙 

巾
41　
.5
×
竪
109　
.5　

総
丈 

巾
55　
.5
×
竪
191　
.5
㎝　

明
治
三
五
年　

六
七
歳　

本
紙
少
シ
ミ
・
少
オ
レ

自
其
異
者
視
之
肝
膽
楚
越
也 

自
其
同
者
視
之
萬
物
皆
一
也

120　
大

隈

重

信 　

 

七
言
二
句
二
行

絖
本　
二
重
箱
入　

本
紙 

巾
49　
.5
×
竪
131　

総
丈 

巾
65
×
竪
207
㎝　

美
品
　
稀
品

門
無
客
到
惟
風
月 

案
有
書
存
但
老
荘

大
隈
重
信

九
九
頁
参
照

榎
本
武
揚

九
八
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

77



121　
福

沢

諭

吉 　

 

学
生
就
実
業
詩 

七
絶
三
行

紙
本　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
43　
.5
×
竪
131　
.5　

総
丈 

巾
58
×
竪
215　
.5
㎝　

本
紙
微
少
オ
レ
・
修
復
痕

行
路
何
須
避
世
譁
書
生
到
處
計 

輒
佳
紅
塵
市
上
営
々
苦
正
是
泥 

中
君
子
花　

学
生
就
実
業

122　
軍
神 

広
瀬
武
夫 　

 

公
平
守
正
家
益
栄 

一
行

紙
本　

冨
田
豊
彦
箱
書　

本
紙 

巾
29　
.5
×
竪
125　
.5　

総
丈 

巾
42　
.5
×
竪
197　
.5
㎝　

少
汚
レ

広
瀬
武
夫

一
〇
五
頁
参
照

冨
田
豊
彦

一
〇
三
頁
参
照

福
沢
諭
吉

一
〇
五
頁
参
照

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

三
十
八
万
円

（
３
８
０
，０
０
０
JPY
）

78



123　
北
大
路
魯
山
人 　

 

孟
浩
然 

春
暁
詩

紙
本　

黒
田
陶
々
庵
箱
書　

 
本
紙 
巾
43
×
竪
61　

総
丈 

巾
56　
.5
×
竪
152　
.5
㎝

春
眠
不
覚
暁 

處
々
聞
啼 

鳥 

　

夜
来
風
雨
聲 

　

落
花
知
多
少

124　山 本 空 外 　 無有
紙本　共箱　本紙 巾62.5×竪37.5　 
総丈 巾65.5×竪136.5㎝　昭和32年　56歳

山本空外
106頁参照

北
大
路
魯
山
人

一
〇
〇
頁
参
照

黒
田
陶
々
庵

一
〇
〇
頁
参
照

七
十
五
万
円

（
７
５
０
，０
０
０
JPY
）

三 十 万 円
（300,000JPY）

79



　

偶
成 

天
下
本
無
事
庸
人 

自
擾
之
是
言
真
有
験 

古
人
不
我
欺
可
憐
太
平 

世
庶
民
皆
困
敝
無
食 

又
無
衣
老
則
生
待
斃 

當
途
何
其
迂
拘
ゝ
只 

守
株
何
日
蓋
代
手 

一
拝
転
天
樞

125　犬 養 木 堂 　 竹画賛 扁額
紙本水墨　本紙 巾58×竪30　総丈 巾78×竪39㎝　稀品

大田垣蓮月
99頁参照

126　大田垣蓮月 　 盃
共箱　口径5.5×高2.5㎝

の
ニ
山
に 

う
か
れ
〳
〵
て 

か
え
る
さ
を 

ね
や
ま
て 

お
く
る 

秋
の
よ
の
月

（裏）（裏）（裏）

127　 （上）土佐光貞（中）円山応挙 
（下）勝山琢舟図案 　  
盃三枚重鶴亀松竹
朱塗杯　箱入（上）口径11.5×高2.5㎝　 
（中）口径12.5×高3㎝　（下）口径14×高3㎝

円山応挙
106頁参照

土佐光貞
103頁参照

勝山琢舟
99頁参照

犬養木堂
98頁参照

二 十 五 万 円
（250,000JPY）

八万五千円
（85,000JPY）

八万五千円
（85,000JPY）

80



81



12
8　
 原

在
中
 　
 

黄
鶴
樓
図
 岳
陽
樓
図
屏
風
 六
曲
一
双

金
地
紙
本
水
墨
　
本
紙
 各
 巾
36
0×
竪
15
6　
 

総
丈
 各
 巾
37
6×
竪
17
1㎝

原
在
中

10
4頁
参
照

百
五
十
万
円

（
1,
50
0,
00
0J
PY
）

82



12
9　
奥

谷
秋

石
 　
松
竹
梅
鷹
図
 六
曲
一
双

金
地
紙
本
水
墨
金
泥
　
本
紙
 各
 巾
16
5.5
×
竪
37
2　
総
丈
 各
 巾
16
9.5
×
竪
37
6㎝
　
 

本
紙
少
ヨ
ゴ
レ
　
裏
少
傷
ミ

奥
谷
秋
石

99
頁
参
照

八
十
五
万
円

（
85
0,
00
0J
PY
）

83



84



13
0　
赤

松
麟

作
 　
羽
衣
・
猩
々
 六
曲
一
双
油
彩
屏
風

金
地
絹
本
油
彩
　
本
紙
 各
 巾
16
7.5
×
竪
37
5　
総
丈
 各
 巾
17
1.5
×
竪
37
9㎝
　
 

『
近
代
金
銀
屏
風
名
作
選
』（
富
山
県
水
墨
美
術
館
　
平
成
15
年
）
出
陳
並
所
載
図
録
添
付

赤
松
麟
作

98
頁
参
照

『 近 代 金 銀 屏 風 名 作 選 』
八
十
五
万
円

（
85
0,
00
0J
PY
）

85



86



13
1　
鈴

木
松

年
 　
昔
話
 猿
蟹
合
戦
図
屏
風
 六
曲
半
双
中
屏
風

紙
本
着
色
金
泥
金
砂
子
　
本
紙
 巾
27
0×
竪
13
4　
総
丈
 巾
27
4×
竪
13
8㎝
　
本
紙
少
傷
ミ
　
オ
ゼ
少
傷
ミ

鈴
木
松
年

10
2頁
参
照

百
二
十
万
円

（
1,
20
0,
00
0J
PY
）

87



13
2　
岡

田
華

郷
 　
月
下
獅
子
図
 六
曲
半
双

紙
本
着
色
金
泥
　
本
紙
 巾
37
5×
竪
16
8　
総
丈
 巾
37
9×
竪
17
1㎝
　
少
傷
ミ

岡
田
華
郷

99
頁
参
照

四
十
五
万
円

（
45
0,
00
0J
PY
）

88



133　
榊

原

紫

峰 　

 

雪
庭
双
鳩
図 

二
曲
半
双

紙
本
着
色
金
泥　

本
紙 

巾
185
×
竪
166　
.5　

総
丈 

巾
189
×
竪
171　
.5
㎝　

 

明
治
末
〜
大
正
初
期

榊
原
紫
峰

一
〇
一
頁
参
照

百

八

十

万

円

（
１
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

89



134　
川

合

玉

堂 　

 

鮎
釣

紙
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
61
×
竪
47　

総
丈 

巾
77
×
竪
153　
.5
㎝　

 

昭
和
二
五
年　

七
六
歳　

本
紙
微
少
シ
ミ　

 

玉
堂
美
術
館
鑑
定
登
録
有
　
中
村
鶴
心
堂
製
表
具

川
合
玉
堂

一
〇
〇
頁
参
照

『玉堂美術館鑑定登録』

百

五

十

万

円

（
１
，５
０
０
，０
０
０
JPY
）

90



135　
高
橋
草
坪
画 

貫
名
海
屋
書 　

 

阿
房
官
之
図  

双
幅

芭
蕉
布
水
墨
金
泥　

白
須
心
華
箱
書　

本
紙 

各 

巾
74　
.5
×
竪
82　

総
丈 

各 

巾
87
×
竪
197　
.5
㎝　

 

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
草
坪
一
六
歳　

海
屋
四
二
歳　

海
屋
紙
中
極

六
王
畢
四
海
一
蜀
山
兀
阿
房
出
覆
壓
三
百
餘
里
隔
離
天
日
驪
山
北
構
而
西
折
直
走 

咸
陽
二
川
溶
ゝ
流
入
宮
牆
五
歩
一
樓
十
歩
一
閣
廊
腰
縵
廻
檐
牙
高
啄
各
抱
地
勢
鉤
心 

鬭
角
盤
ゝ
焉
囷
ゝ
焉
蠭
房
水
渦
矗
不
知
其
幾
千
萬
落
長
橋
臥
波
未
雲
何
龍
複
道
行 

空
不
霽
何
虹
高
低
冥
迷
不
知
西
東
歌
臺
暖
響
春
光
融
ゝ
舞
殿
冷
袖
風
雨
悽
ゝ
一
日
之 

內
一
宮
之
間
而
氣
候
不
齊
妃
嬪
媵
嬙
王
子
皇
孫
辭
樓
下
殿
輦
來
於
秦
朝
歌
夜
弦 

爲
秦
宮
人
明
星
熒
ゝ
開
粧
鏡
也
緑
雲
擾
ゝ
梳
曉
鬟
也
渭
流
漲
膩
棄
脂
水
也
煙
斜
霧 

横
焚
椒
蘭
也
雷
霆
乍
驚
宮
車
過
也
轆
ゝ
遠
聴
杳
不
知
其
所
之
也
一
肌
一
容
盡
態
極 

妍
縵
立
遠
視
而
望
幸
焉
有
不
得
見
者
三
十
六
年
燕
趙
之
收
藏
韓
魏
之
經
營
齊 

楚
之
精
英
幾
世
幾
年
取
掠
其
人
倚
疊
如
山
一
旦
不
能
有
輸
来
其
間
鼎
鐺
玉
石
金 

塊
珠
礫
棄
擲
邐
迤
秦
人
視
之
亦
不
甚
惜
嗟
乎
一
人
之
心
千
萬
人
之
心
也
秦
愛
紛 

奢
人
亦
念
其
家
奈
何
取
之
盡
錙
銖
用
之
如
泥
沙
使
負
棟
之
柱
多
於
南
畝
之
農
夫 

架
梁
之
椽
多
於
機
上
之
工
女
釘
頭
磷
ゝ
多
於
在
庾
之
粟
粒
瓦
縫
参
差
多
於
周
身 

之
帛
縷
直
欄
横
檻
多
於
九
土
之
城
郭
管
絃
嘔
啞
多
於
市
人
之
言
語
使
天
下
之
人 

不
敢
言
而
敢
怒
獨
夫
之
心
日
益
驕
固
戍
卒
叫
函
谷
舉
楚
人
一
炬
可
憐
焦
土
嗚 

呼
滅
六
國
者
六
國
也
非
秦
也
族
秦
者
秦
也
非
天
下
也
嗟
夫
使
六
國
各
愛
其
人 

則
足
以
拒
秦
ゝ
秦
復
愛
六
國
之
人
則
遞
三
世
可
至
萬
世
而
爲
君
誰
得
而
族
滅
也 

秦
人
不
暇
自
哀
而
後
人
哀
之
後
人
哀
之
而
不
鑑
之
是
以
後
人
復
哀
後
人
也
。 

　

右
杜
牧
阿
房
宮
賦
臨
米
芾 

夫
天
地
者
萬
物
之
逆
旅
光
陰
者
百
代
之
過
客
而
浮
生
若
夢
為
歓
幾
何
古
人 

秉
燭
夜
遊
良
有
以
也
況
陽
春
召
我
以
煙
景
大
塊
假
我
以
文
章
會
桃
李
之
芳 

園
序
天
倫
之
楽
事
羣
季
俊
秀
皆
爲
恵
連
吾
人
詠
歌
独
慚
康
楽
幽
賞 

未
已
高
談
転
清
開
瓊
筵
以
坐
花
飛
羽
觴
而
酔
月
不
有
佳
作
何
伸
雅
懐 

如
詩
不
成
罰
依
金
谷
酒
數 

　

右
李
太
白
春
夜
宴
桃
李
園
序 

　

祝
犂
單
閼
之
載
招
揺
指
已
之
月
竹
笋
生
之
日
緑
陰
初
合
老
�
破
睡
處
応 

　

餘
齋
主
人
之
需　

海
屋
生
苞
書 

貫
名
菘
翁（
海
屋
）

一
〇
四
頁
参
照

高
橋
草
坪

一
〇
二
頁
参
照

白
須
心
華

一
〇
二
頁
参
照

九
十
五
万
円

（
９
５
０
，０
０
０
JPY
）

91



136　
酒

井

唯

一 　

 

四
季
草
花
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

 

本
紙 

巾
50
×
竪
128　

総
丈 

巾
63　
.5
×
竪
194　
.5
㎝　

 

少
シ
ミ
・
少
オ
レ
・
少
ウ
キ

137　
谷

文

晁

画 

菊
池
五
山
賛 　

 

梅
竹
図  

双
幅

絹
本
水
墨　

箱
入　

本
紙 

各 

巾
35
×
竪
111　
.5　

 

総
丈 

各 

巾
44
×
竪
183　
.5
㎝　

 

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
文
晁
五
七
歳 

五
山
五
〇
歳

僊
人
曽
種
玉
籬
落
粲
成
誰 

坐
有
淏
香
底
春
風
萬
斛
回 

五
山
桐
孫
題
祝

 

萬
玉
森
ゝ
翠
歳
定
高
節
加
也
知 

読
為
矣
不
敢
画
桃
花 

五
山
桐
孫
題
祝 

谷
文
晁

一
〇
三
頁
参
照

菊
池
五
山

一
〇
〇
頁
参
照

酒
井
唯
一

一
〇
一
頁
参
照

二
十
八
万
円

（
２
８
０
，０
０
０
JPY
）

二
十
五
万
円

（
２
５
０
，０
０
０
JPY
）92



『静岡県 尾崎樂山堂 此君室 蔵品入札』目録

138　
山

本

梅

逸 　

 

紅
桃
双
燕

絹
本
着
色　

中
村
梅
庭
箱
書　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
40　
.5
×
竪
123　

総
丈 

巾
55
×
竪
203
㎝　

 
『
静
岡
県 

尾
崎
樂
山
堂 

此
君
室 

蔵
品
入
札
』
目
録
（
昭
和
十
六
年
六
月
）
所
載

139　
田
能
村
直
入 　

 

松
籟
夜
静
図

絖
本
水
墨
淡
彩　
田
近
竹
邨
並
田
能
村
直
外
箱
書　

本
紙 

巾
38　
.5
×
竪
135　

総
丈 

巾
54
×
竪
208
㎝　

明
治
一
八
年　

七
二
歳

田
能
村
直
入

一
〇
三
頁
参
照

田
能
村
直
外

一
〇
三
頁
参
照

田
近
竹
邨

一
〇
三
頁
参
照

山
本
梅
逸

一
〇
六
頁
参
照

中
村
梅
庭

一
〇
四
頁
参
照

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）
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140　
頼

山

陽 　

 

吉
野
懐
古
詩 

七
絶
二
行

紙
本　

山
本
竹
雲
並
白
川
芝
山
並
頼
潔
箱
書　

三
重
箱
入　

本
紙 

巾
27　
.5
×
竪
134　

総
丈 

巾
40
×
竪
212　
.5
㎝　

本
紙
少
オ
レ

侍
輿
下
阪
歩
遅
々
鶯
語
花
香
帯
別
離 

母
已
七
旬
児
五
十
此
山
重
到
定
何
時 

　
　
　

従
母
遊
芳
山
帰
路
作

141　
梅

田

雲

濱 　

 

吉
田
松
陰
宛
七
絶
詩

紙
本　

杉
聴
雨
箱
書　

本
紙 

巾
16　
.5
×
竪
30　

総
丈 

巾
29
×
竪
117
㎝　

本
紙
少
オ
レ

恃
遊
曽
是
與
心
春
落
土 

城
中
邊
情
意
濃
豈
計
々
霄 

風
雪
裏
相
逢
只
覚
夢 

中
逢

杉
聴
雨

一
〇
二
頁
参
照

梅
田
雲
濱

九
八
頁
参
照

頼
山
陽

一
〇
七
頁
参
照

頼
潔

一
〇
七
頁
参
照

山
本
竹
雲

一
〇
六
頁
参
照

白
川
芝
山

一
〇
二
頁
参
照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

二

十

万

円

（
２
０
０
，０
０
０
JPY
）
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142　
栗

原

玉

葉 　

 

童
女
図

絹
本
着
色
金
泥　

箱
入　

本
紙 

巾
40
×
竪
112　
.5　

総
丈 

巾
52　
.5
×
竪
207
㎝　

表
具
少
傷
ミ

143　
鈴

木

松

年 　

 

紅
梅
羣
雀
図

絹
本
着
色　

共
箱　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
56　
.5
×
竪
129　

総
丈 

巾
72
×
竪
205
㎝　

明
治
三
一
年　

五
〇
歳　

本
紙
少
シ
ミ

鈴
木
松
年

一
〇
二
頁
参
照

栗
原
玉
葉

一
〇
〇
頁
参
照

四
十
五
万
円

（
４
５
０
，０
０
０
JPY
）

十

二

万

円

（
１
２
０
，０
０
０
JPY
）
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144　
司
馬
遼
太
郎 　

 

竜
馬
が
ゆ
く 

額
装

紙
本　

本
紙 

巾
23
×
竪
26　

総
丈 

巾
41　
.5
×
竪
44　
.5
㎝　

145　
杉

本

健

吉 　

 

𦜝
問
答

紙
本
着
色　

共
箱　

 

本
紙 

巾
34
×
竪
21　
.5　

 

総
丈 

巾
48　
.5
×
竪
114
㎝　

表
具
少
オ
レ

146　

 

美
濃
屋
製  

京
名
家
下
絵
松
ノ
木
菓
子
盆 

十
二
客

箱
入　

 

総
丈 

各 

巾
15
×
竪
15
×
高
1　
.5
㎝　

 

都
路
華
香　

山
元
春
挙 

神
坂
雪
佳　

福
田
平
八
郎 

木
島
桜
谷　

石
崎
光
瑶　

竹
内
栖
鳳 

西
山
翠
嶂　

菊
池
契
月　

 

明
治
四
拾
年
十
二
月
五
日  

清
水
半
兵
衛
様 

共
盛
会
祝
品
と
有

山元春挙

都路華香

西山翠嶂

神坂雪佳

菊池契月

福田平八郎

山元春挙

竹内栖鳳

菊池契月 菊池契月

木島桜谷 石崎光瑶

杉
本
健
吉

一
〇
二
頁
参
照

司
馬
遼
太
郎

一
〇
一
頁
参
照

都路華香
103頁参照
石崎光瑶
98頁参照

山元春挙
106頁参照
竹内栖鳳
102頁参照

福田平八郎
105頁参照
菊池契月
100頁参照

神坂雪佳
100頁参照
西山翠嶂
104頁参照

木島桜谷
101頁参照
美濃屋
106頁参照

十

八

万

円

（
１
８
０
，０
０
０
JPY
）

五
十
五
万
円

（
５
５
０
，０
０
０
JPY
）

八
万
五
千
円

（
８
５
，０
０
０
JPY
）
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147　
円

山

応

挙 　

 

後
赤
壁
山
水  

大
幅

絹
本
着
色　

二
重
箱
入　

本
紙 

巾
89
×
竪
162　

総
丈 

巾
108
×
竪
235　
.5
㎝　

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
四
七
歳　

山
種
美
術
館 

佐
々
木
直
比
古
極
並
名
刺
有

円
山
応
挙

一
〇
六
頁
参
照

佐
々
木
直
比
古

一
〇
一
頁
参
照

三
百
八
十
万
円

（
３
，８
０
０
，０
０
０
JPY
）

97



98

赤
松
麟
作　
あ
か
ま
つ
り
ん
さ
く 

130

洋
画
家
。岡
山
県
生
。東
京
美
術
学
校
卒
。山
内
愚
僊
に
油
絵
を
学
ぶ
。明
治
三
四

年
の
第
六
回
白
馬
会
展
で
『
夜
汽
車
』を
出
品
し
、白
馬
会
賞
を
受
賞
。大
阪
に
赤

松
洋
画
研
究
所
を
開
設
し
、関
西
女
子
美
校
校
長
を
務
め
る
な
ど
、後
進
の
育
成

に
あ
た
っ
た
。門
下
に
佐
伯
祐
三
な
ど
。昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）歿
、七
六
歳
。

東
東
洋　
あ
ず
ま
と
う
よ
う 

48

江
戸
後
期
の
絵
師
。陸
奥
生
。名
は
洋
、字
は
大
洋
、別
号
に
玉
峨
・白
鹿
洞
な
ど
。

京
都
で
狩
野
梅
笑
に
学
び
そ
の
養
子
と
な
る
も
、の
ち
円
山
応
挙
・池
大
雅
等
に

師
事
し
狩
野
家
を
去
る
。京
都
で
の
活
躍
後
帰
郷
。仙
台
藩
御
用
絵
師
と
し
て
仙

台
城
二
の
丸
の
障
壁
画
を
手
が
け
、養
賢
堂
の
障
壁
画
の
制
作
に
も
当
た
っ
た
。

小
池
曲
江
、菅
井
梅
関
、菊
田
伊
洲
ら
と
共
に
仙
台
四
大
画
家
の
一
人
と
称
さ
れ

る
。法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）歿
、八
五
歳
。

足
達
疇
邨　
あ
だ
ち
ち
ゅ
う
そ
ん 

112

幕
末
〜
昭
和
の
篆
刻
家
。甲
斐
生
。本
名
は
彦
作
。字
は
文
甫
。他
号
に
小
十
硯
軒
、

壷
心
軒
、石
雲
山
房
な
ど
。幼
少
よ
り
篆
刻
に
志
し
、模
刻
に
よ
り
独
学
。の
ち
四

世
浜
村
蔵
六
に
学
ん
だ
。明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、日
清
戦
争
勝
利
に
際
し
て

書
い
た
凱
旋
門
の
題
額
が
小
松
宮
彰
仁
親
王
の
目
に
と
ま
り
、祐
筆
と
し
て
採
用

さ
れ
る
。第
三
回
内
国
勧
業
博
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
て
以
降
、入
選
・入
賞

を
重
ね
た
。昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）歿
、七
九
歳
。

井
口
華
秋　
い
ぐ
ち
か
し
ゅ
う 

69

日
本
画
家
。京
都
（
大
阪
と
も
）生
。名
は
陣
三
郎
。別
号
に
鸞
懐
荘
主
人
。竹
内
栖

鳳
に
師
事
し
、西
山
翠
嶂
・西
村
五
雲
と
と
も
に
栖
鳳
塾
の
三
羽
烏
と
称
さ
れ
た
。

内
国
勧
業
博
覧
会
・文
展
等
で
活
躍
。池
田
桂
仙
・林
文
塘
ら
と
日
本
自
由
画
壇

を
結
成
し
た
。昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）歿
、五
〇
歳
。

池
田
孤
邨　
い
け
だ
こ
そ
ん 

32

江
戸
後
期
の
江
戸
琳
派
の
絵
師
。越
後
国
水
原
生
。名
は
三
信
、三
辰
。字
は
周
二
。

別
号
に
旧
松
軒
、画
戦
軒
、久
松
軒
な
ど
。若
く
し
て
江
戸
へ
出
て
酒
井
抱
一
に
師

事
し
た
。琳
派
に
と
ど
ま
ら
ず
中
国
の
明
画
様
式
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、そ
の
作

風
に
は
新
鮮
な
表
現
も
み
ら
れ
る
。兄
弟
子
の
鈴
木
其
一
と
並
び
双
璧
と
称
さ
れ

た
。書
画
の
鑑
定
や
茶
道
、和
歌
に
も
通
じ
た
と
い
う
。門
下
に
野
沢
堤
雨
な
ど
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）歿
、六
六
歳
。

池
大
雅　
い
け
の
た
い
が 

36

江
戸
中
期
の
文
人
画
家
。京
都
生
。姓
は
池
野
、幼
名
を
又
次
郎
、通
称
は
秋
平
、

名
を
勤
・無
名
、字
は
公
敏
・子
職
・貸
成
・載
成
。号
は
大
雅
、霞
樵
な
ど
多
数
。

一
五
歳
で
扇
屋
を
構
え
、扇
子
に
絵
を
描
い
て
生
計
を
立
て
た
。柳
沢
淇
園
、祇
園

南
海
ら
か
ら
教
え
を
受
け
る
一
方
で
、舶
載
の
木
版
画
譜
類
を
通
し
て
中
国
南
宗

画
を
独
学
。日
本
画
の
伝
統
と
西
洋
絵
画
の
表
現
法
を
と
り
入
れ
て
独
特
の
画
風

を
確
立
し
、与
謝
蕪
村
と
と
も
に
日
本
南
画
の
大
成
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。安
永

五
年
（
一
七
七
六
）歿
、五
四
歳
。妻
の
玉
瀾
も
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

猪
坂
直
一　
い
さ
か
な
お
か
ず 

103

蚕
糸
業
者
、郷
土
史
家
。長
野
県
上
田
市
生
。号
は
絹
堂
。蚕
糸
工
業
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
、信
濃
自
由
大
学
（
の
ち
上
田
自
由
大
学
に
改
称
）を
創
立
し
て
当
時

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
学
者
・研
究
者
を
信
州
に
招
い
た
。の
ち
猪
坂
繊
維

工
業
社
を
興
し
、上
田
紬
の
再
興
に
尽
力
し
た
。ま
た
、郷
里
上
田
を
根
拠
地
と
し

た
戦
国
大
名
・真
田
氏
の
研
究
で
も
知
ら
れ
る
。昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）歿
、

八
九
歳
。

石
河
有
粼　
い
し
こ
う
（
い
し
こ
）ゆ
う
り
ん 

16

日
本
画
家
。名
古
屋
生
。名
は
正
徳
。別
号
に
両
鶴
軒
、千
石
斎
。園
田
忠
監
、織
田

杏
斎
に
、の
ち
山
元
春
挙
に
師
事
し
た
。内
国
勧
業
博
覧
会
や
絵
画
共
進
会
な
ど

で
受
賞
を
重
ね
た
。昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）歿
、八
二
歳
。

石
崎
光
瑶　
い
し
ざ
き
こ
う
よ
う 

146

大
正
〜
昭
和
前
期
の
日
本
画
家
。富
山
県
福
光
生
。名
は
猪
四
一
。は
じ
め
金
沢
で

琳
派
の
絵
師
山
本
光
一
に
学
び
、の
ち
京
都
に
出
て
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
た
。写

実
に
基
づ
く
鮮
や
か
で
装
飾
的
な
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、大
正
元
年
第
六
回
文
展

で
初
入
選
以
降
、文
展
・帝
展
を
中
心
に
活
躍
。イ
ン
ド
・ヒ
マ
ラ
ヤ
で
大
連
峰
や

古
蹟
を
巡
り
、ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
外
遊
し
た
。師
栖
鳳
の
没
後
に
は
石
崎
画

塾
を
開
い
て
後
進
の
育
成
に
あ
た
る
。帝
展
審
査
員
・京
都
絵
専
教
授
を
務
め
た
。

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）歿
、六
四
歳
。

逸
然
性
融　
い
つ
ね
ん
し
ょ
う
ゆ
う 

90

江
戸
前
期
の
渡
来
禅
僧
。黄
檗
宗
。浙
江
省
生
。俗
姓
は
李
氏
。字
は
逸
然
。法
諱
は

性
融
。号
に
浪
雲
庵
王
、煙
霞
比
丘
、煙
霞
道
人
。正
保
元
年
長
崎
に
渡
来
し
て
長

崎
興
福
寺
の
住
持
と
な
り
、隠
元
隆
琦
を
日
本
に
招
聘
し
て
黄
檗
宗
の
発
展
に

尽
く
し
た
。画
を
能
く
し
、北
宗
画
系
統
の
新
画
風
を
伝
え
て
長
崎
漢
画
の
祖
と

な
っ
た
。寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）寂
、六
八
歳
。

伊
藤
若
冲　
い
と
う
じ
ゃ
く
ち
ゅ
う 

5

江
戸
中
期
の
画
家
。京
都
錦
小
路
の
青
物
問
屋
に
生
ま
れ
る
。字
は
景
和
、斗
米
庵

と
も
号
す
。幼
少
よ
り
画
を
好
み
、初
め
狩
野
派
に
学
び
の
ち
宋
元
画
の
模
写
に

励
む
。花
鳥
画
、殊
に
鶏
画
を
得
意
と
し
、飼
育
す
る
鶏
を
熟
視
し
描
い
た
と
い

う
。絵
を
求
め
る
人
が
あ
れ
ば
米
一
斗
を
も
っ
て
こ
れ
に
か
え
た
た
め
、斗
米
庵

と
号
し
た
と
伝
わ
る
。現
在
宮
内
庁
で
保
存
さ
れ
て
い
る
『
動
植
綵
絵
』三
十
幅

は
代
表
作
。寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）歿
、八
五
歳
。

犬
養
木
堂　
い
ぬ
か
い
ぼ
く
ど
う 

125

政
治
家
。岡
山
県
生
。名
は
毅
。立
憲
改
進
党
の
結
成
に
参
加
。憲
政
擁
護
を
掲
げ
、

「
憲
政
の
神
様
」と
呼
ば
れ
る
。立
憲
国
民
党
総
裁
、革
新
倶
楽
部
総
裁
、立
憲
政
友

会
総
裁
、文
部
大
臣
、逓
信
大
臣
等
を
歴
任
し
、昭
和
六
年
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な

る
が
、翌
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）、五・一
五
事
件
に
て
命
を
落
と
し
た
。七
八
歳
。

岩
井
江
琳　
い
わ
い
こ
う
り
ん 

31

江
戸
後
期
頃
の
画
家
。号
は
雪
山
、南
溟
。長
崎
派
の
画
家
岩
井
江
雲
の
息
子
と
い

わ
れ
る
。天
保
初
年
の
刊
行
の
「
江
戸
現
存
名
家
一
覧
」の
画
家
の
項
に
名
が
見

ら
れ
る
。生
歿
年
未
詳
。

隠
元
隆
琦　
い
ん
げ
ん
り
ゅ
う
き 

88
，89

江
戸
前
期
の
渡
来
禅
僧
。福
建
省
生
。隠
元
は
道
号
、法
諱
は
隆
琦
。福
州
黄
檗
山

万
福
寺
で
出
家
、密
雲
円
悟
に
師
事
す
る
。の
ち
費
隠
通
容
の
法
を
嗣
ぎ
、万
福
寺

住
持
と
な
る
。長
崎
興
福
寺
の
逸
然
性
融
ら
に
招
か
れ
て
来
日
。摂
津
普
門
寺
を

経
て
、宇
治
黄
檗
山
万
福
寺
開
山
と
な
る
。明
の
法
式
に
則
る
黄
檗
禅
を
広
め
、後

水
尾
天
皇
ら
公
武
の
厚
い
帰
依
を
集
め
た
。書
・画
・漢
詩
に
優
れ
、黄
檗
三
筆
の

一
人
。延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）寂
、八
二
歳
。

梅
田
雲
濱　
う
め
だ
う
ん
ぴ
ん 

141

幕
末
の
志
士
。若
狭
生
。小
浜
藩
士
矢
部
義
比
の
次
男
。名
は
義
質
・定
明
、別
号

に
湖
南
・東
塢
。崎
門
学
を
修
め
、望
楠
軒
講
師
と
し
て
京
都
に
上
る
。幕
府
批
判

に
よ
り
藩
を
追
放
さ
れ
、浪
人
と
な
る
。尊
王
攘
夷
を
唱
え
、そ
の
指
導
者
的
立
場

と
な
り
、将
軍
継
嗣
問
題
で
は
一
橋
派
に
与
し
、安
政
の
大
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
た
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）歿
、四
五
歳
。

浦
上
玉
堂　
う
ら
か
み
ぎ
ょ
く
ど
う 

37

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。備
前
生
。名
は
孝
弼
、字
は
君
輔
、玉
堂
は
号
、通
称
兵
右

衛
門
。春
琴
は
子
。岡
山
藩
に
仕
え
る
。若
年
よ
り
詩
文
に
親
し
み
、の
ち
脱
藩
、琴

を
携
え
て
子
と
と
も
に
遊
歴
、田
能
村
竹
田
・木
村
蒹
葭
堂
・谷
文
晁
・岡
田
米

山
人
ら
当
代
の
文
人
た
ち
と
交
わ
る
。晩
年
は
京
都
に
定
住
。気
韻
あ
ふ
れ
る
自

由
奔
放
な
山
水
を
描
く
。文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）歿
、七
六
歳
。

榎
本
武
揚　
え
の
も
と
た
け
あ
き 

119

幕
末
〜
明
治
の
幕
臣
・政
治
家
・子
爵
。江
戸
生
。通
称
は
釡
次
郎
、号
は
梁
川
。オ

ラ
ン
ダ
に
留
学
後
、幕
府
の
海
軍
副
総
裁
と
な
る
。明
治
維
新
で
は
五
稜
郭
に
た

て
こ
も
り
、官
軍
に
抵
抗
し
降
伏
。の
ち
に
許
さ
れ
、特
命
全
権
公
使
と
し
て
ロ
シ

ア
と
樺
太
千
島
交
換
条
約
を
締
結
。海
軍
卿
・農
商
務
相
・逓
信
相
・文
部
相
・外

相
を
歴
任
。徳
川
育
英
会
育
英
黌
農
業
科
設
立
（
の
ち
の
東
京
農
業
大
学
）。明
治

四
一
年
（
一
九
〇
八
）歿
、七
三
歳
。

円
満
院
祐
常　
え
ん
ま
ん
い
ん
ゆ
う
じ
ょ
う 

18

江
戸
中
期
の
僧
。三
井
寺
円
満
院
三
十
七
世
。法
諱
は
祐
常
、号
は
月
渚
・素
円
・

由
清
。父
は
関
白
二
条
吉
忠
、母
は
栄
子
内
親
王
。大
僧
正
。若
年
期
の
円
山
応
挙

を
支
援
し
て
大
い
に
影
響
を
与
え
、ま
た
自
身
も
応
挙
か
ら
絵
を
学
ん
だ
。安
永

二
年
（
一
七
七
三
）寂
、五
一
歳
。

黄
檗
柏
樹
子　
お
う
ば
く
は
く
じ
ゅ
し 

90

黄
檗
宗
の
僧
。幼
名
は
琢
磨
。法
諱
は
曄
森
。号
は
銘
鉉
室
。万
福
寺
四
十
四
代
管

長
。出
家
後
し
て
臨
済
宗
の
蘇
山
玄
喬
、懶
翁
文
常
ら
に
学
ぶ
傍
ら
で
国
学
、和
歌

を
学
ぶ
。豊
前
の
養
徳
院
住
職
、東
京
盲
唖
学
校
教
諭
を
務
め
た
。大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）寂
、九
〇
歳
。

作
家
略
歴

＊
五
十
音
順
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

＊
作
家
名
の
下
の
番
号
は
本
目
録
の
作
品
番
号
で
す
。



99

片
山
楊
谷　
か
た
や
ま
よ
う
こ
く 

8

江
戸
中
期
の
長
崎
派
の
絵
師
。長
崎
生
。名
は
貞
雄
、通
称
は
宗
馬
、別
号
に
画
禅

窟
な
ど
。幼
い
頃
か
ら
絵
に
優
れ
、円
山
応
挙
は
そ
の
画
才
を
見
て
驚
嘆
し
、弟
子

入
り
を
請
う
楊
谷
を
友
人
と
し
て
迎
え
た
と
い
う
。虎
絵
に
お
い
て
は
毛
を
細
い

線
で
丹
念
に
表
し
、「
楊
谷
の
毛
描
き
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
っ
た
。享

和
元
年
（
一
八
〇
一
）歿
、四
二
歳
。

勝
海
舟　
か
つ
か
い
し
ゅ
う 

117
，118

幕
末
〜
明
治
の
幕
臣
・政
治
家
。江
戸
生
。旗
本
勝
左
衛
門
太
郎
の
長
男
。名
は
初

め
義
邦
、の
ち
麟
太
郎
、維
新
後
は
安
芳
、通
称
に
安
房
守
、海
舟
は
号
。島
田
見
山

に
剣
道
を
学
び
、さ
ら
に
永
井
青
崖
に
つ
い
て
蘭
学
を
修
業
、の
ち
私
塾
を
開
く
。

軍
艦
奉
行
。大
政
奉
還
に
尽
力
。維
新
後
、新
政
府
の
海
軍
大
輔・参
議
兼
海
軍
卿・

枢
密
顧
問
官
と
な
る
。幕
末
三
舟
の
一
人
。明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）歿
、七
七

歳
。

勝
山
琢
舟　
か
つ
や
ま
た
く
し
ゅ
う 

127

江
戸
後
期
の
画
家
。京
都
生
。本
姓
は
安
倍
。名
は
章
翰
。初
め
山
崎
如
流
斎
に
狩

野
派
を
学
ん
だ
の
ち
、土
佐
の
門
に
入
っ
た
。天
明
八
年
（
一
七
八
八
）歿
、享
年

未
詳
。

狩
野
伊
川
院　
か
の
う
い
せ
ん
い
ん 

26

江
戸
後
期
の
狩
野
派
の
絵
師
。江
戸
生
。名
は
栄
信
、号
は
玄
賞
斎
。木
挽
町
狩
野

家
八
代
目
。狩
野
養
川
院
惟
信
の
子
。享
和
二
年
法
眼
に
叙
す
。法
印
叙
任
後
は
伊

川
院
と
称
す
る
。水
墨
画
の
再
興
や
、極
彩
色
の
着
色
画
、大
和
絵
の
細
密
濃
彩
の

画
法
の
積
極
的
な
摂
取
な
ど
、次
代
養
信
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
要
素
を
す
べ
て

持
ち
合
わ
せ
た
。ま
た
茶
道
を
能
く
し
、松
平
不
昧
と
も
親
交
が
深
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
。文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）歿
、五
四
歳
。

狩
野
休
真　
か
の
う
き
ゅ
う
し
ん 

28

江
戸
中
期
の
狩
野
派
の
画
家
。初
め
下
谷
御
徒
町
狩
野
家
の
狩
野
玉
燕
季
信
に
、

の
ち
中
橋
狩
野
家
の
狩
野
永
叔
主
信
に
学
ぶ
。黒
川
亀
玉
の
師
。享
保
頃
の
人
。生

歿
年
未
詳
。

狩
野
貴
信　
か
の
う
た
か
の
ぶ 

27

幕
末
〜
明
治
の
狩
野
派
の
絵
師
。根
岸
御
行
松
狩
野
家
十
代
。名
は
貴
信
。号
は
晏

川
、皆
春
斎
。松
下
隠
士
と
称
し
た
。狩
野
良
信
の
養
子
。父
の
跡
を
受
け
て
根
岸

御
行
松
狩
野
家
を
継
ぐ
。画
を
狩
野
伊
川
院
に
、和
学
を
前
田
夏
蔭
に
学
ん
だ
。江

戸
城
の
障
壁
画
を
描
く
な
ど
幕
府
の
御
用
を
勤
め
、維
新
後
は
文
部
省
・博
物
館

等
に
勤
め
た
。第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
褒
状
受
章
。明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）

歿
、八
四
歳
。

狩
野
融
川　
か
の
う
ゆ
う
せ
ん 

105

江
戸
後
期
の
絵
師
。名
は
寛
信
。別
号
に
友
川
、青
梧
斎
。狩
野
閑
川
の
子
。浜
町
狩

野
五
代
と
し
て
父
の
跡
を
継
い
で
奥
絵
師
と
な
り
、の
ち
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
。

和
歌
を
加
藤
千
蔭
に
学
ん
だ
。自
身
が
手
が
け
た
朝
鮮
へ
の
贈
呈
屏
風
に
老
中
が

不
満
を
示
し
た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
、下
城
の
途
中
で
切
腹
し
た
と
い
う
。そ
の

こ
と
か
ら
「
腹
切
融
川
」と
呼
ば
れ
た
。文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）歿
、三
八
歳
。

奥
谷
秋
石　
お
く
た
に
し
ゅ
う
せ
き 

129

日
本
画
家
。大
阪
生
。名
は
常
次
郎
。若
く
し
て
森
寛
斎
の
門
に
入
り
、円
山
派
の

画
風
を
学
ぶ
。山
水
画
を
能
く
し
、青
年
絵
画
協
会
や
日
本
絵
画
協
会
等
で
受
賞

を
重
ね
た
。家
塾
を
開
い
て
門
弟
の
養
成
に
尽
く
し
、明
治
・大
正
・昭
和
初
期
の

京
都
画
壇
に
重
き
を
な
し
た
。森
寛
斎
画
の
鑑
定
家
で
も
あ
っ
た
。昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）歿
、六
五
歳
。

槐
園
（
鮎
貝
房
之
進
）　
か
い
え
ん
（
あ
ゆ
か
い
ふ
さ
の
し
ん
） 

117

言
語
学
者
、歴
史
学
者
、歌
人
。号
は
槐
園
。陸
前
国
気
仙
沼
生
。東
京
外
国
語
学
校

朝
鮮
語
学
科
卒
。兄
落
合
直
文
が
結
成
し
た
短
歌
結
社
浅
香
社
で
与
謝
野
鉄
幹
と

共
に
活
躍
。朝
鮮
に
渡
っ
て
京
城
に
五
つ
の
小
学
校
を
創
設
し
そ
の
総
監
督
を
務

め
る
一
方
、実
業
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
朝
鮮
総
督
顧
問
も
務
め
た
。朝
鮮
考
古

学
、民
俗
学
的
研
究
に
も
力
を
注
い
だ
。昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）歿
、八
二
歳
。

甲
斐
庄
楠
音　
か
い
の
し
ょ
う
た
だ
お
と 

80

日
本
画
家
。京
都
生
。本
姓
は
甲
斐
荘
。京
都
美
工
・京
都
絵
専
卒
。谷
口
香
嶠
、川

北
霞
峰
に
師
事
。大
正
七
年
第
一
回
国
画
創
作
協
会
に
「
横
櫛
」を
出
品
し
た
際
、

岡
本
神
草
の
「
口
紅
」と
同
時
に
入
賞
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
も
、「
横
櫛
」を
推
す

村
上
華
岳
と
「
口
紅
」を
推
す
土
田
麦
僊
と
が
互
い
に
譲
ら
ず
、結
局
竹
内
栖
鳳

の
仲
裁
で
金
田
和
郎
の
「
水
蜜
桃
」が
受
賞
し
決
着
す
る
。こ
の
こ
と
に
よ
り
名

が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。の
ち
同
協
会
会
員
と
な
り
、解
散
後
は
岡
村
宇
太

郎
ら
と
新
樹
社
を
結
成
。同
社
も
解
散
す
る
と
映
画
界
に
転
身
し
、溝
口
健
二
の

も
と
で
時
代
風
俗
考
証
家
と
し
て
活
躍
し
た
。昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）歿
、

八
三
歳
。

蠣
崎
波
響　
か
き
ざ
き
は
き
ょ
う 

25

江
戸
後
期
の
絵
師
。名
は
広
年
、字
は
世
祐
、将
監
と
称
す
。別
号
に
杏
雨
。松
前

藩
一
二
代
藩
主
松
前
資
広
の
五
男
。一
三
代
藩
主
道
広
は
異
母
兄
。家
老
蠣
崎
広

武
の
養
子
と
な
り
、江
戸
の
藩
邸
で
建
部
綾
足
や
宋
紫
石
に
画
技
を
学
ん
だ
。の

ち
大
原
呑
響
の
強
い
影
響
を
受
け
、円
山
応
挙
に
入
門
し
た
。松
前
家
が
陸
奥
国

伊
達
郡
梁
川
藩
に
転
封
さ
れ
る
と
、家
老
と
し
て
藩
主
の
松
前
復
帰
に
努
め
る
と

と
も
に
、創
作
活
動
を
充
実
さ
せ
た
。代
表
作
に
『
夷
酋
列
像
』な
ど
。文
政
九
年

（
一
八
二
六
）歿
、六
三
歳

風
早
公
雄　
か
ざ
は
や
き
み
お 

83

江
戸
中
期
の
公
卿
。初
名
は
公
金
。号
は
桂
渚
。風
早
家
四
代
当
主
。三
代
当
主
実

積
の
子
。参
議
を
経
て
権
中
納
言
。風
早
家
の
代
々
の
当
主
は
茶
道
を
も
っ
て
宮

中
に
仕
え
て
お
り
、ま
た
香
道
風
早
流
の
家
元
で
も
あ
っ
た
。書
画
や
和
歌
に
も

通
じ
、常
に
烏
帽
子
袴
を
身
に
着
け
た
正
装
を
く
ず
さ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い

う
。天
明
七
年
（
一
七
八
七
）歿
、六
七
歳
。

梶
原
緋
佐
子　
か
じ
わ
ら
ひ
さ
こ 

81

日
本
画
家
。本
名
久
。京
都
生
。京
都
祇
園
の
造
り
酒
屋
に
生
ま
れ
、菊
池
契
月
に

師
事
し
た
。木
谷
千
種
、和
気
春
光
ら
と
と
も
に
契
月
塾
の
三
閨
秀
と
称
さ
れ
る
。

契
月
没
後
は
宇
田
荻
邨
の
白
申
社
結
成
に
参
加
。多
く
は
舞
妓
や
芸
妓
を
題
材

に
、京
都
画
壇
の
美
人
画
家
と
し
て
官
展
を
中
心
に
活
躍
し
た
。ま
た
吉
井
勇
に

師
事
し
て
和
歌
も
学
ん
で
い
る
。日
展
特
選
・日
展
白
寿
賞
受
賞
。京
都
市
文
化

功
労
者
。昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）歿
、九
一
歳
。

大
久
保
一
丘　
お
お
く
ぼ
い
っ
き
ゅ
う 

24

江
戸
後
期
の
絵
師
。諱
は
好
古
、好
徳
。字
は
敏
夫
。通
称
は
惣
次
郎
。別
号
に
伯

隣
、王
江
蘋
。生
年
は
天
明
年
間
頃
。文
化
か
ら
安
政
年
間
に
遠
江
国
横
須
賀
藩
の

御
用
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
。司
馬
江
漢
に
学
び
、洋
風
画
の
影
響
を
受
け
た「
真

人
図
」と
称
さ
れ
る
人
物
画
で
名
を
残
し
た
。一
時
、蘭
学
者
・高
森
観
好
の
養
子

に
な
っ
て
い
る
。安
政
六
年
（
一
八
五
九
）歿
、享
年
不
詳
。

大
隈
重
信　
お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ 

120

明
治
〜
大
正
の
政
治
家
。肥
前
生
。初
名
は
八
太
郎
。幕
末
、長
崎
で
フ
ル
ベ
ッ
キ

に
英
学
を
学
び
、京
都
や
長
崎
に
往
来
し
て
尊
王
派
と
し
て
活
動
し
た
。維
新
後

は
明
治
政
府
の
徴
士
参
与
職
、外
国
官
副
知
事
、大
蔵
卿
、参
議
な
ど
を
歴
任
し
た

の
ち
、立
憲
改
進
党
を
創
立
し
総
裁
と
な
る
。伊
藤
内
閣
・松
方
内
閣
の
外
相
を

経
て
板
垣
退
助
ら
と
共
に
憲
政
党
を
結
成
し
、日
本
初
の
政
党
内
閣
を
組
織
。薩

長
藩
閥
以
外
か
ら
の
初
の
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。早
稲
田
大
学
創
設
者
、初

代
総
長
。大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）歿
、八
四
歳
。

大
倉
好
斎　
お
お
く
ら
こ
う
さ
い 

20

江
戸
後
期
の
古
筆
鑑
定
家
。京
都
生
。大
倉
汲
水
の
長
男
。姓
は
菅
原
、名
は
信
古
、

号
に
古
昔
園
。紀
州
徳
川
家
に
仕
え
た
。嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）法
橋
に
叙
せ
ら

れ
る
。文
久
二
年
（
一
八
六
三
）歿
、六
八
歳
。

大
田
垣
蓮
月　
お
お
た
が
き
れ
ん
げ
つ 
109
，126

幕
末
〜
明
治
の
歌
人
。京
都
生
。名
は
誠
。伊
賀
上
野
城
代
家
老
職
藤
堂
新
七
郎
良

聖
の
庶
子
と
い
わ
れ
、生
後
す
ぐ
に
京
都
知
恩
院
の
寺
士
大
田
垣
伴
左
衛
門
光
古

の
養
女
と
な
る
。丹
波
亀
山
城
主
松
平
家
に
奉
公
。歌
道
を
千
種
有
功
に
学
び
、武

芸
に
も
長
じ
た
。夫
と
の
死
別
を
経
て
剃
髪
し
、蓮
月
尼
と
称
し
た
。養
父
を
亡
く

し
て
以
降
、京
都
岡
崎
・粟
田
・大
原
・北
白
川
な
ど
を
転
々
と
し
、急
須
・茶
碗

な
ど
を
焼
い
て
生
計
を
立
て
た
。そ
の
自
作
和
歌
を
書
き
つ
け
た
陶
器
は
「
蓮
月

焼
」と
称
さ
れ
る
。富
岡
鉄
斎
は
、蓮
月
尼
老
年
の
侍
童
で
あ
り
、頼
三
樹
三
郎
・梁

川
星
巌
・梅
田
雲
浜
や
維
新
志
士
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

歿
、八
五
歳
。

岡
田
華
郷　
お
か
だ
か
き
ょ
う 

132

日
本
画
家
。東
京
生
。名
は
源
次
郎
。別
号
に
拈
華
荘
。吉
川
霊
華
に
師
事
し
大
和

絵
を
学
ん
だ
。昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）歿
、八
九
歳
。

岡
本
豊
彦　
お
か
も
と
と
よ
ひ
こ 

15

江
戸
後
期
の
絵
師
。備
中
生
。字
は
子
彦
、通
称
を
司
馬
、号
に
繭
村
・鯉
喬
等
。呉

春
の
も
と
で
研
鑽
を
積
み
、山
水
・人
物
画
が
特
に
優
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

松
村
景
文
と
四
条
派
の
双
璧
を
成
し
、「
花
鳥
は
景
文
、山
水
は
豊
彦
」と
称
さ
れ

た
。他
同
門
に
は
柴
田
義
董
・小
田
海
僊
な
ど
。呉
春
の
死
後
は
「
澄
神
社
」と
呼

ば
れ
る
画
塾
を
開
き
、そ
の
門
人
か
ら
は
柴
田
是
真
・塩
川
文
麟
・田
中
日
華
ら

が
出
た
。弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）歿
、七
三
歳
。



100

栗
原
玉
葉　
く
り
は
ら
ぎ
ょ
く
よ
う 

79
，142

日
本
画
家
。長
崎
県
生
。名
は
文
子
。日
本
女
子
美
術
学
校
卒
。初
め
大
久
保
玉
珉

に
、の
ち
寺
崎
広
業
に
師
事
す
る
。文
展
・帝
展
で
活
躍
。ま
た
母
校
の
教
授
と
し

て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）歿
、三
九
歳
。

黒
田
陶
々
庵　
く
ろ
だ
と
う
と
う
あ
ん 

123

茶
陶
研
究
家
。黒
田
陶
苑
創
業
者
。愛
知
県
生
。名
は
領
治
。伊
勢
神
宮
の
宮
大
工

の
家
に
生
ま
れ
、一
四
歳
で
銀
座
の
川
本
陶
器
店
に
奉
公
に
出
る
。昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）東
京
日
本
橋
に
黒
田
陶
苑
を
創
業
。当
時
は
北
大
路
魯
山
人
の
陶
磁

器
作
品
の
専
売
舗
で
あ
り
、魯
山
人
が
自
ら
彫
り
あ
げ
た
篆
刻
看
板「
風
雅
陶
苑
」

を
軒
先
に
掲
げ
て
い
た
。魯
山
人
と
は
星
岡
茶
寮
の
書
道
談
話
会
で
出
会
い
、彼

が
星
岡
茶
寮
を
追
放
さ
れ
た
の
ち
も
陶
芸
・絵
画
の
新
作
展
や
作
品
領
布
会
な

ど
を
企
画
し
た
。経
営
の
傍
ら
茶
陶
研
究
に
も
力
を
注
ぐ
。日
本
陶
磁
協
会
常
任

理
事
。

下
条
桂
谷　
げ
じ
ょ
う
け
い
こ
く 

38

日
本
画
家
・政
治
家
。米
沢
生
。名
は
正
雄
。別
号
は
雲
庵
。米
沢
藩
士
下
条
半
兵

衛
の
長
男
。海
軍
主
計
大
監
、海
軍
主
計
学
校
校
長
等
を
歴
任
し
、明
治
三
〇
年
に

は
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
る
。画
は
米
沢
藩
絵
師
で
あ
っ
た
目
賀
田
雲
川
に
師

事
し
、の
ち
鍛
冶
橋
狩
野
に
入
門
。龍
池
会
を
起
こ
し
、同
会
が
日
本
美
術
院
と

な
っ
た
後
も
幹
事
と
し
て
そ
の
発
展
に
尽
く
し
た
。帝
室
博
物
館
評
議
員
。大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）歿
、七
九
歳
。

月
舟
宗
胡　
げ
っ
し
ゅ
う
そ
う
こ 

95

江
戸
前
期
の
曹
洞
宗
僧
。諱
は
宗
胡
。字
は
月
舟
。号
は
可
憩
斎
。俗
姓
は
原
田
氏
。

肥
前
生
。万
安
英
種
や
黄
檗
宗
の
隠
元
隆
琦
ら
に
学
ん
だ
の
ち
、金
沢
大
乗
寺
の

白
峰
玄
滴
に
参
禅
し
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。寛
文
一
一
年
大
乗
寺
第
二
十
六
世
住

持
と
な
る
。道
元
の
古
儀
に
か
え
る
こ
と
を
唱
え
、曹
洞
宗
の
復
古
運
動
の
先
駆

け
と
な
っ
た
。卍
山
道
白
に
席
を
譲
っ
て
京
都
南
山
城
に
補
陀
落
山
禅
定
寺
を
再

興
し
た
。元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）寂
、七
九
歳
。

小
泉
檀
山　
こ
い
ず
み
だ
ん
ざ
ん 

23

江
戸
後
期
の
画
家
。下
野
生
。名
は
斐
（
あ
や
る
）。字
は
子
璋
。別
号
に
青
鸞
・檀

森
斎
・斐
文
道
人
等
。父
は
益
子
村
鹿
島
神
社
神
官
の
木
村
一
正
。三
〇
歳
頃
に

那
須
郡
両
郷
村
の
温
泉
神
社
の
小
泉
光
秀
の
養
子
と
な
り
、同
社
の
大
宮
司
を
継

ぐ
。一
一
歳
で
島
崎
雲
圃
に
画
を
学
び
、特
に
鮎
図
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
。立

原
翠
軒
に
経
学
や
詩
文
を
学
び
、ま
た
、翠
軒
の
子
で
あ
る
立
原
杏
所
に
画
を
教

え
た
。嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）歿
、八
九
歳
。

後
醍
醐
天
皇　
ご
だ
い
ご
て
ん
の
う 

83

鎌
倉
末
〜
南
北
朝
初
期
の
第
九
十
六
代
天
皇
お
よ
び
南
朝
初
代
天
皇
。諱
は
尊

治
。後
宇
多
天
皇
の
第
二
皇
子
。大
覚
寺
統
の
天
皇
。両
統
迭
立
に
よ
り
実
子
に
皇

位
を
譲
位
で
き
ず
、上
皇
に
な
っ
て
院
政
を
敷
い
て
権
力
を
握
れ
な
い
こ
と
か

ら
、正
中
の
変
、元
弘
の
乱
を
経
て
鎌
倉
幕
府
を
滅
ぼ
し
建
武
新
政
を
行
っ
た
。し

か
し
新
政
に
失
敗
し
、足
利
尊
氏
と
対
立
し
て
大
和
吉
野
へ
入
っ
て
南
朝
政
権

（
吉
野
朝
廷
）を
樹
立
す
る
も
、劣
勢
を
覆
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
病
に
倒
れ
崩

御
し
た
。延
元
四
年
（
一
三
三
九
）崩
御
、五
〇
歳
。学
問
・宗
教
・芸
術
の
諸
分
野

で
高
い
水
準
の
業
績
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、和
歌
や
書
、雅
楽
や
茶
道
に

も
優
れ
た
。墓
所
は
塔
尾
陵
（
奈
良
県
吉
野
郡
）。

菊
池
契
月　
き
く
ち
け
い
げ
つ 

146

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。長
野
県
生
。は
じ
め
児
玉
果
亭
、京
都
に
出
て
内
海
吉

堂
に
つ
い
た
が
、の
ち
菊
池
芳
文
の
塾
に
転
じ
、婿
養
子
と
な
る
。文
展
を
中
心
に

活
躍
、京
都
画
壇
に
重
き
を
為
し
た
。菊
池
塾
を
継
ぎ
、後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。

帝
国
美
術
院
会
員
・帝
室
技
芸
員
・日
本
芸
術
院
会
員
。京
都
絵
画
専
門
学
校
名

誉
教
授
。京
都
市
名
誉
市
民
。昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）歿
、七
七
歳
。

菊
池
五
山　
き
く
ち
ご
ざ
ん 

137

江
戸
後
期
の
漢
詩
人
。讃
岐
生
。名
は
桐
孫
、字
は
無
絃
、通
称
は
佐
太
夫
、別
号
に

娯
庵
・小
釣
舎
等
。高
松
藩
儒
の
父
の
跡
を
継
ぎ
、同
藩
に
仕
え
た
。柴
野
栗
山
の

元
で
儒
学
を
学
ぶ
。『
五
山
堂
詩
話
』で
漢
詩
の
紹
介
・批
評
を
行
い
、詩
壇
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）歿
、八
一
歳
。

北
大
路
魯
山
人　
き
た
お
お
じ
ろ
さ
ん
じ
ん 

123

陶
芸
家
・篆
刻
家
・料
理
研
究
家
・書
家
・画
家
。京
都
生
。名
は
房
次
郎
。別
号
に

魯
卿
、無
境
、夢
境
な
ど
。日
本
画
家
を
志
し
て
そ
の
費
用
を
書
・篆
刻
で
得
、や

が
て
そ
れ
を
本
業
と
す
る
。大
正
八
年
大
雅
堂
美
術
店
を
開
き
、一
〇
年
に
美
食

倶
楽
部
を
、一
四
年
に
は
星
岡
茶
寮
を
営
み
、料
理
に
適
し
た
食
器
を
求
め
て
昭

和
の
初
め
か
ら
作
陶
を
試
み
る
。昭
和
一
一
年
以
降
は
陶
芸
に
専
心
。多
種
の
技

法
に
通
じ
、様
々
な
古
陶
を
再
現
し
つ
つ
自
由
な
作
風
を
示
し
た
。昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）歿
、七
六
歳
。

木
下
翠
雨　
き
の
し
た
す
い
う 

47

日
本
画
家
。鳥
取
生
。名
は
謙
次
郎
。藤
田
苔
石
に
画
を
学
ぶ
。山
水
、牡
丹
図
を
得

意
と
し
、ま
た
漢
詩
や
俳
句
、書
も
能
く
し
た
。春
日
村
（
現
米
子
市
春
日
地
区
）

村
長
を
務
め
た
。昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）歿
、七
八
歳
。

木
村
武
山　
き
む
ら
ぶ
ざ
ん 

58
，59

日
本
画
家
。茨
城
県
生
。名
は
信
太
郎
。川
端
玉
章
に
師
事
す
る
。東
美
校
で
岡
倉

天
心
の
薫
陶
を
受
け
、新
日
本
画
運
動
を
進
め
る
。日
本
美
術
院
の
結
成
に
加
わ

り
、優
れ
た
技
巧
、色
彩
感
覚
を
活
か
し
た
壮
麗
な
花
鳥
画
・仏
画
を
出
品
し
、そ

の
中
心
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。代
表
作
に
「
阿
房
劫
火
」「
孔
雀
明
王
」等
が
あ

る
。昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）歿
、六
七
歳
。

木
村
立
嶽　
き
む
ら
り
ゅ
う
が
く
（
り
つ
が
く
） 

55

幕
末
〜
明
治
の
画
家
。越
中
富
山
生
。幼
名
は
専
之
助
。名
は
雅
経
。富
山
藩
十

代
藩
主
前
田
利
保
の
推
薦
に
よ
り
江
戸
で
狩
野
伊
川
院
・狩
野
晴
川
院
・狩

野
勝
川
院
に
学
ぶ
。富
山
藩
の
絵
師
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
。明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）歿
、六
四
歳
。

倉
田
松
濤　
く
ら
た
し
ょ
う
と
う 

75

日
本
画
家
。秋
田
市
生
。本
名
は
斧
太
郎
。幼
時
よ
り
角
館
の
平
福
穂
庵
に
師
事
。

帝
展
入
選
。主
に
仏
画
、俳
画
を
多
く
残
し
て
い
る
。巽
画
会
・日
本
美
術
協
会
会

員
。昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）歿
、六
三
歳
。

神
坂
雪
佳　
か
み
さ
か
せ
っ
か 

146

明
治
〜
昭
和
前
期
の
図
案
家
、日
本
画
家
。名
は
吉
隆
。京
都
生
。画
を
四
条
派
の

鈴
木
瑞
彦
に
、工
芸
意
匠
図
案
を
岸
光
景
に
学
ぶ
か
た
わ
ら
、琳
派
の
画
風
を
修

学
す
る
。明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）イ
ギ
リ
ス
グ
ラ
ス
ゴ
ー
博
覧
会
に
際
し
て

渡
欧
し
、世
界
各
地
の
図
案
の
調
査
を
行
う
。帰
国
後
は
京
都
市
美
術
工
芸
学
校

教
諭
を
務
め
、ま
た
佳
都
美
会
を
創
立
し
て
工
芸
図
案
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

実
弟
に
蒔
絵
師
の
神
坂
祐
吉
、日
本
画
家
の
神
阪
松
濤
が
い
る
。昭
和
一
七
年

（
一
九
四
二
）歿
、七
七
歳
。

川
合
玉
堂　
か
わ
い
ぎ
ょ
く
ど
う 

134

日
本
画
家
。愛
知
県
生
。本
名
芳
三
郎
。別
号
に
偶
庵
。一
四
歳
で
京
都
に
出
て
望

月
玉
泉
に
学
び
、の
ち
に
円
山
派
の
幸
野
楳
嶺
に
師
事
。二
三
歳
で
東
京
画
壇
に

転
じ
、橋
本
雅
邦
に
学
び
狩
野
派
を
極
め
る
。円
山
・四
条
派
と
狩
野
派
を
見
事
に

融
和
さ
せ
、独
自
の
画
風
を
打
ち
立
て
た
。横
山
大
観
・竹
内
栖
鳳
と
共
に
日
本
画

壇
の
三
巨
匠
と
呼
ば
れ
る
。東
京
美
術
学
校
教
授
、帝
国
芸
術
院
会
員
な
ど
を
歴

任
し
、昭
和
一
五
年
文
化
勲
章
受
章
。昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）歿
、八
三
歳
。

河
合
曾
良　
か
わ
い
そ
ら 

104

江
戸
前
中
期
の
俳
人
。信
濃
国
上
諏
訪
生
。本
名
は
岩
波
庄
右
衛
門
正
字
。通
称
は

河
合
惣
五
郎
。両
親
、養
父
母
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、伊
勢
国
長
島
の
大
智
院
の
住

職
で
あ
っ
た
叔
父
の
秀
精
法
師
を
頼
っ
て
長
島
藩
に
出
仕
。の
ち
致
仕
し
て
江
戸

に
移
り
、吉
川
惟
足
に
吉
川
神
道
を
学
ぶ
。貞
享
年
間
に
松
尾
芭
蕉
に
入
門
し
、芭

蕉
の
日
常
生
活
の
世
話
を
し
た
。『
鹿
島
紀
行
』、『
奥
の
細
道
』の
旅
に
随
行
し
、

『
曾
良
旅
日
記
』を
著
し
た
。宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）頃
没
し
た
と
さ
れ
る
。

川
端
龍
子　
か
わ
ば
た
り
ゅ
う
し 

74

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。和
歌
山
県
生
。名
は
昇
太
郎
。俳
人
川
端
茅
舍
は
弟
。

初
め
洋
画
を
学
び
、白
馬
会
、太
平
洋
画
会
に
所
属
。欧
米
歴
遊
後
日
本
画
に
転
じ

る
。「
会
場
芸
術
」と
し
て
の
日
本
画
を
主
張
し
て
青
龍
社
を
主
宰
、画
壇
の
雄
と

し
て
名
を
馳
せ
た
。文
化
功
労
者
。文
化
勲
章
受
章
。昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

歿
、八
一
歳
。

川
村
驥
山　
か
わ
む
ら
き
ざ
ん 

88

書
家
。静
岡
県
生
。名
は
慎
一
郎
。別
号
は
酔
仏
居
士
、酔
驥
等
。川
村
東
江
の
長

男
。四
歳
の
頃
よ
り
父
に
書
と
漢
学
を
学
び
、の
ち
太
田
竹
城
・岡
田
良
一
郎
ら

に
学
ぶ
。書
道
研
究
の
た
め
度
々
中
国
に
滞
在
し
た
。芸
術
院
会
員
。日
展
理
事
。

勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
。昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）歿
、八
八
歳
。

川
村
曼
舟　
か
わ
む
ら
ま
ん
し
ゅ
う 

68

大
正
〜
昭
和
前
期
の
日
本
画
家
。京
都
生
。名
は
万
蔵
。山
元
春
挙
に
師
事
。文
展

で
特
選
を
重
ね
、の
ち
文
展
、帝
展
の
審
査
員
を
務
め
た
。春
挙
門
下
四
天
王
の
一

人
と
言
わ
れ
、師
の
没
後
は
早
苗
会
を
主
宰
。ま
た
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
で

後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。芸
術
院
会
員
。代
表
作
に
「
比
叡
三
題
」「
竹
生
島
」

な
ど
。昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）歿
、六
三
歳
。

岸
駒　
が
ん
く 

11

江
戸
後
期
の
絵
師
。金
沢
生
。商
家
に
生
ま
れ
る
。岸
派
の
祖
。字
は
賁
然
、号
は
可

観
堂
等
。狩
野
派・沈
南
蘋
派・円
山
派
な
ど
あ
ら
ゆ
る
画
風
を
学
び
、折
衷
し
た
。

有
栖
川
宮
家
・京
都
御
所
・金
沢
城
の
障
壁
画
な
ど
を
手
が
け
、各
地
の
大
名
か

ら
の
依
頼
も
多
か
っ
た
。「
岸
駒
の
虎
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、虎
の
画
を
得
意
と
し

た
。天
保
九
年
（
一
八
三
八
）歿
、八
三
歳
（
一
説
に
九
〇
歳
）。



101

児
玉
果
亭　
こ
だ
ま
か
て
い 

51

文
人
画
家
。信
州
生
。幼
名
を
丑
松
。名
は
道
広
、字
を
士
毅
。別
号
に
果
道
人
・竹

遷
山
房
・果
老
生
・果
翁
な
ど
。信
州
渋
温
泉
で
生
ま
れ
育
ち
、幼
少
よ
り
画
や
書

を
好
ん
だ
。は
じ
め
佐
久
間
雪
窓
に
南
蘋
派
を
学
び
、の
ち
田
能
村
直
入
に
文
人

画
を
学
ぶ
。内
国
絵
画
共
進
会
な
ど
中
央
の
展
覧
会
で
受
賞
を
重
ね
活
躍
し
た
。

明
治
一
三
年
郷
里
に
竹
僊
山
房
を
開
き
、菊
池
契
月
・青
柳
琴
僊
な
ど
多
く
の
門

人
を
輩
出
し
た
。大
正
二
年
（
一
九
一
三
）歿
、七
四
歳
。

木
島
桜
谷　
こ
の
し
ま
お
う
こ
く 

67
，146

明
治
〜
昭
和
の
四
条
派
の
日
本
画
家
。京
都
生
。名
は
文
治
郎
、字
は
文
質
、別
号

に
聾
廬
迂
人
・龍
池
草
堂
主
人
。一
六
歳
で
当
時
京
都
画
壇
の
大
家
で
あ
っ
た
今

尾
景
年
に
師
事
す
る
。円
山
四
条
派
の
伝
統
を
組
ん
で
写
生
を
基
本
と
し
、山
水
・

花
鳥
・人
物
、特
に
動
物
の
描
写
に
優
れ
た
。「
最
後
の
四
条
派
」と
も
称
さ
れ
る
。

儒
医
・山
本
渓
愚
に
つ
い
て
漢
籍
を
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、故
事
や
史
実
に
も

通
じ
た
。昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）年
歿
、六
二
歳
。現
在
、旧
邸
宅
が
櫻
谷
文
庫
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

小
早
川
秋
声　
こ
ば
や
か
わ
し
ゅ
う
せ
い 

70
，71

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。兵
庫
県
生
。名
は
盈
麿
。母
方
の
九
鬼
子
爵
家
で
幼
少

期
を
過
ご
す
。京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
中
退
後
、谷
口
香
嶠
、の
ち
に
山
元
春

挙
に
師
事
し
、早
苗
会
に
参
加
。文
展
・帝
展
等
で
活
躍
し
た
。頻
繁
に
外
遊
し
、

東
洋
・西
洋
美
術
の
研
究
に
つ
と
め
る
。戦
時
中
は
従
軍
画
家
と
し
て
戦
争
記
録

画
を
描
い
た
が
、戦
後
は
宗
教
画
を
手
掛
け
た
。昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）歿
、

八
八
歳
。

小
林
一
茶　
こ
ば
や
し
い
っ
さ 

103

江
戸
後
期
の
俳
人
。信
濃
生
。幼
名
は
弥
太
郎
、号
に
俳
諧
寺
・蘇
生
坊
等
。諱
は

信
之
。江
戸
へ
出
て
、二
六
庵
竹
阿
に
俳
諧
を
学
ぶ
。諸
国
を
遊
歴
し
た
の
ち
帰

郷
。二
万
句
以
上
を
残
し
た
。著
書
に
、句
日
記
『
七
番
日
記
』、俳
諧
集
『
お
ら
が

春
』等
。文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）歿
、六
五
歳
。

酒
井
三
良　
さ
か
い
さ
ん
り
ょ
う 

73

日
本
画
家
。福
島
県
生
。名
は
三
郎
。別
号
は
梧
水
、三
良
子
。同
郷
の
画
家
坂
内
青

嵐
に
師
事
す
る
。の
ち
小
川
芋
銭
に
出
会
い
、そ
の
勧
め
で
院
展
に
出
品
し
入
選

す
る
。故
郷
の
福
島
や
晩
年
に
住
し
た
茨
城
を
中
心
に
、農
村
の
生
活
や
自
然
を

描
い
た
。日
本
美
術
院
監
事
。文
部
大
臣
賞
受
賞
。昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）歿
、

七
一
歳
。

酒
井
抱
一　
さ
か
い
ほ
う
い
つ 

33
，106
，107

江
戸
後
期
の
絵
師
、俳
人
。江
戸
生
。姫
路
藩
主
酒
井
忠
仰
の
次
男
。名
は
忠
因
、字

は
暉
真
、別
号
に
軽
挙
道
人
・鶯
村
・雨
華
庵
等
。法
名
は
等
覚
院
文
詮
暉
真
。茶

人
、俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
兄
・忠
以
の
影
響
に
よ
り
、若
い
頃
か
ら
俳
諧
や

能
楽
、書
画
、茶
、狂
歌
、浮
世
絵
な
ど
様
々
な
文
化
に
親
し
み
、文
化
人
と
し
て
の

素
養
を
身
に
つ
け
た
。三
七
歳
で
出
家
。そ
の
頃
か
ら
宗
達
・光
琳
の
築
い
た
琳

派
様
式
に
傾
倒
し
、そ
こ
に
円
山
・四
条
派
や
土
佐
派
な
ど
の
技
法
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
独
自
の
作
風
を
確
立
し
始
め
、「
江
戸
琳
派
」の
創
始
者
と
な
る
。門

下
に
鈴
木
其
一
、池
田
孤
邨
な
ど
。文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）歿
、六
八
歳
。

酒
井
唯
一　
さ
か
い
ゆ
い
い
つ 

136

明
治
〜
昭
和
初
期
の
画
家
。号
に
抱
祝
、狗
禅
。明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）生
。道

一
の
子
で
、雨
華
庵
五
世
を
継
い
だ
。最
後
の
江
戸
琳
派
画
家
と
し
て
昭
和
初
期

ま
で
活
躍
し
た
。歿
年
未
詳
。

榊
原
紫
峰　
さ
か
き
ば
ら
し
ほ
う 

133

日
本
画
家
。京
都
生
。日
本
画
家
・榊
原
蘆
江
の
次
男
。名
は
安
造
。京
都
市
立
美

術
工
芸
学
校
・京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
卒
。竹
内
栖
鳳
ら
京
都
画
壇
の
重
鎮
か

ら
薫
陶
を
受
け
、文
展
を
中
心
に
出
品
を
重
ね
た
の
ち
、土
田
麦
僊
ら
と
と
も
に

国
画
創
作
協
会
の
結
成
に
参
加
。同
会
解
散
後
は
、特
定
の
画
壇
に
属
さ
ず
制
作

を
続
け
、生
涯
に
わ
た
り
花
鳥
画
を
描
い
た
。京
都
絵
専
・京
都
市
立
美
大
教
授
。

日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
受
賞
。昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）歿
、八
三
歳
。

佐
々
木
直
比
古　
さ
さ
き
な
お
ひ
こ 

147

美
術
史
家
。大
阪
生
。京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
卒
業
。京
都
府
立
宮
津
高
校
教

諭
。一
九
六
七
年
よ
り
山
種
美
術
館
に
勤
務
し
た
。大
正
一
二
年（
一
九
二
三
）生
。

佐
藤
一
斎　
さ
と
う
い
っ
さ
い 

110
，111

幕
末
の
儒
者
・漢
学
者
。江
戸
生
。岩
村
藩
家
老
・佐
藤
信
由
の
次
男
。名
は
信
行
・

坦
、字
は
大
道
、別
号
に
愛
日
楼
・老
吾
軒
。大
坂
で
中
井
竹
山
に
学
ぶ
。林
述
斎

に
つ
い
て
昌
平
坂
学
問
所
に
入
門
、の
ち
に
塾
長
と
な
り
、山
田
方
谷
・佐
久
間

象
山
・渡
辺
崋
山
ら
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。著
書
に
『
言
志
四
録
』等
。安
政
六

年
（
一
八
五
九
）歿
、八
八
歳
。

真
田
幸
良　
さ
な
だ
ゆ
き
よ
し 

110

江
戸
後
期
の
信
濃
国
松
代
藩
の
世
嗣
。別
名
は
幸
栄
。官
位
は
従
五
位
下
・豊
後

守
。実
父
で
あ
る
真
田
幸
貫
が
真
田
家
に
養
子
入
り
す
る
以
前
に
生
ま
れ
た
た
め

公
式
上
で
は
松
平
定
信
の
子
と
さ
れ
る
。の
ち
幸
貫
の
養
嗣
子
と
な
る
が
、家
督

を
継
ぐ
こ
と
な
く
早
逝
し
た
。天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）歿
、三
一
歳
。

澤
宣
嘉　
さ
わ
の
ぶ
よ
し 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
、政
治
家
。号
は
春
川
・小
春
。京
都
生
。権
中
納
言
姉
小
路

公
遂
の
三
男
、沢
為
量
の
養
嗣
子
。八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
り
朝
廷
か
ら
追
放

さ
れ
て
長
州
藩
へ
逃
亡
。そ
の
後
生
野
の
変
に
加
わ
る
。維
新
後
、参
与
・九
州
鎮

撫
総
督
・外
国
事
務
総
督
・長
崎
府
知
事
を
歴
任
し
た
。明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

歿
、三
九
歳
。

三
条
実
美　
さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
、政
治
家
。号
は
梨
堂
。公
爵
。京
都
生
。父
は
三
条
実
万
。

八
月
十
八
日
の
政
変
で
長
州
に
下
っ
た
が
、明
治
維
新
後
は
新
政
府
の
議
定
・

太
政
大
臣
・内
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
、国
家
建
設
に
尽
力
し
た
。明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）歿
、五
五
歳
。

三
条
西
季
知　
さ
ん
じ
ょ
う
に
し
す
え
と
も 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
。通
称
銓
丸
、字
は
子
迪
、名
は
知
、変
名
榎
木
藤
一
郎
、号
は

蓬
翁
。父
は
三
条
西
実
勲
。文
久
三
年
公
武
合
体
派
の
策
略
に
よ
り
三
条
実
美
ら

と
長
州
へ
下
向
。新
政
府
樹
立
後
は
明
治
天
皇
の
侍
従
と
し
て
歌
道
を
指
導
し

た
。明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）歿
、七
〇
歳
。

四
条
隆
謌　
し
じ
ょ
う
た
か
う
た 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
、軍
人
。公
家
四
条
隆
生
の
子
。京
都
生
。尊
王
攘
夷
論
者
と

し
て
朝
廷
権
力
拡
大
に
尽
く
す
。八
月
十
八
日
の
政
変
で
一
時
官
位
を
剥
奪
さ
れ

た
が
、王
政
復
古
で
復
位
。戊
辰
戦
争
で
功
績
を
あ
げ
た
。の
ち
陸
軍
中
将
、元
老

院
議
官
、侯
爵
。明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）歿
、七
一
歳
。

司
馬
遼
太
郎　
し
ば
り
ょ
う
た
ろ
う 

144

小
説
家
。大
阪
生
。本
名
福
田
定
一
。大
阪
外
国
語
学
校
（
の
ち
大
阪
外
大
、現
大

阪
大
学
外
国
語
学
部
）蒙
古
語
科
卒
。産
経
新
聞
社
在
職
中『
梟
の
城
』で
直
木
賞
。

『
龍
馬
が
ゆ
く
』で
菊
池
寛
賞
。『
坂
の
上
の
雲
』『
翔
ぶ
が
如
く
』『
街
道
を
ゆ
く
』な

ど
名
作
・エ
ッ
セ
イ
を
多
く
遺
し
た
。芸
術
院
会
員
。文
化
功
労
者
。文
化
勲
章
受

章
。平
成
八
年
（
一
九
九
六
）歿
、七
二
歳
。

島
義
勇　
し
ま
よ
し
た
け 

116

幕
末
〜
明
治
の
武
士
、官
僚
。肥
前
佐
賀
藩
士
。字
は
国
華
。通
称
は
団
右
衛
門
。号

は
楽
斎
、桜
陰
。枝
吉
神
陽
、副
島
種
臣
の
従
兄
弟
。は
じ
め
枝
吉
神
陽
に
学
び
、の

ち
江
戸
に
出
て
佐
藤
一
斎
に
陽
明
学
を
学
ん
だ
。安
政
三
年
（
一
八
五
六
）藩
命

に
よ
り
蝦
夷
地
、樺
太
を
視
察
。戊
辰
戦
争
に
は
大
総
督
府
軍
監
と
し
て
従
軍
。維

新
後
は
開
拓
使
判
官
、秋
田
県
権
令
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、政
府
と
対
立
し
辞
職
。

江
藤
新
平
と
共
に
佐
賀
の
乱
を
起
こ
し
処
刑
さ
れ
た
。明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

歿
、五
三
歳
。

下
村
観
山　
し
も
む
ら
か
ん
ざ
ん 

57

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。和
歌
山
生
。名
は
晴
三
郎
。東
京
美
術
学
校
（
現
東
京

芸
大
）卒
。狩
野
芳
崖
・橋
本
雅
邦
に
学
ぶ
。卒
業
後
同
校
助
教
授
と
な
っ
た
後
、

日
本
美
術
院
創
立
に
参
加
し
、横
山
大
観
・菱
田
春
草
と
共
に
活
躍
、ま
た
そ
の

再
興
に
も
尽
力
す
る
。大
正
六
年
帝
室
技
芸
員
。や
ま
と
絵
、琳
派
、宋
元
画
の
手

法
を
究
め
た
。昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）歿
、五
八
歳
。

寂
厳　
じ
ゃ
く
ご
ん 

96

江
戸
中
期
の
真
言
宗
の
僧
。備
中
生
。俗
姓
は
富
永
、字
は
諦
乗
。備
中
普
賢
院
の

超
染
の
も
と
で
仏
性
戒
、両
部
灌
頂
を
受
け
た
。そ
の
後
諸
国
を
歴
遊
し
、京
都
蓮

華
峯
寺
の
曇
寂
に
悉
曇
学
を
学
ぶ
。備
中
宝
島
寺
の
住
職
と
な
り
、の
ち
倉
敷
玉

泉
寺
に
移
る
。能
書
家
で
知
ら
れ
た
。『
悉
曇
字
記
大
観
』等
の
著
作
が
あ
る
。明
和

八
年
（
一
七
七
一
）寂
、七
〇
歳
。



102

鈴
木
松
年　
す
ず
き
し
ょ
う
ね
ん 

131
，143

明
治
〜
大
正
の
日
本
画
家
。京
都
生
。名
は
賢
。幼
名
は
百
太
郎
。初
号
は
百
僊
。鈴

木
派
の
祖
、鈴
木
百
年
の
長
男
。父
に
画
を
学
び
、ま
た
曾
我
蕭
白
や
岸
駒
に
私
淑

し
た
。京
都
府
画
学
校
の
教
員
を
務
め
、第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
を
は
じ
め
と

し
て
受
賞
を
重
ね
、京
都
画
壇
の
大
家
と
し
て
活
躍
。上
村
松
園
の
最
初
の
師
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。「
曾
我
蕭
白
の
再
来
」と
評
さ
れ
、今
蕭
白
と
称
さ
れ
る
。

晩
年
に
は
祇
園
白
川
畔
に
大
画
室
鶴
寿
軒
を
構
え
た
。大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

歿
、七
〇
歳
。

須
田
剋
太　
す
だ
こ
く
た 

63

洋
画
家
。埼
玉
県
生
。本
名
は
勝
三
郎
。独
学
で
画
を
学
び
、文
展
・日
展
等
で
受

賞
を
重
ね
る
が
、の
ち
抽
象
画
に
転
向
。実
直
且
つ
奔
放
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
作
品
を
多
く
残
し
た
。司
馬
遼
太
郎
の
『
街
道
を
ゆ
く
』の
挿
絵
を

担
当
、第
一
四
回
講
談
社
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。国
画
会
会
員
。平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）歿
、八
四
歳
。

仙
厓
義
梵　
せ
ん
が
い
ぎ
ぼ
ん 

98
〜
100

江
戸
後
期
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
。美
濃
生
。仙
厓
は
字
、義
梵
は
法
諱
、別
号

に
百
堂
・虚
白
等
。妙
心
寺
第
一
座
、つ
い
で
筑
前
博
多
聖
福
寺
一
二
三
世
の
法

灯
を
継
ぐ
。美
濃
で
生
ま
れ
た
も
の
の
、聖
福
寺
の
住
持
と
し
て
博
多
に
下
っ
て

以
降
、疲
弊
し
て
い
た
名
刹･

聖
福
寺
の
復
興
と
弟
子
の
教
育
に
力
を
注
い
だ
。

六
二
歳
で
住
持
職
を
弟
子
の
湛
元
に
ゆ
ず
っ
て
隠
居
。の
ち
湛
元
の
遠
流
に
よ
り

住
持
に
再
任
し
た
翌
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、八
八
歳
で
没
し
た
。九
州
な
ら
で

は
の
風
俗
画
を
多
く
残
し
、ま
た
狂
歌
も
詠
ん
だ
。

宣
如
上
人　
せ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん 

92

江
戸
前
期
の
浄
土
真
宗
の
僧
。東
本
願
寺
十
三
世
。童
名
は
長
麿
、別
号
は
愚
渓
、

諱
は
光
従
。東
本
願
寺
第
十
二
代
教
如
の
第
一
二
子
。長
兄
尊
如
、次
兄
観
如
の
早

世
に
よ
り
法
嗣
（
法
主
後
継
者
）と
な
り
、慶
長
一
九
年
、教
如
の
示
寂
に
よ
り
東

本
願
寺
を
継
承
し
、第
十
三
代
と
な
る
。茶
事
を
能
く
し
た
。徳
川
家
光
か
ら
寄
進

さ
れ
た
土
地
に
、石
川
丈
山
に
庭
園
を
作
ら
せ
隠
居
所
（
現
、渉
成
園
）と
し
た
。

万
治
元
年
（
一
六
五
八
）寂
、五
五
歳
。

曾
我
蕭
白　
そ
が
し
ょ
う
は
く 

4
，6

江
戸
中
期
の
絵
師
。京
都
生
。名
は
暉
雄
、暉
一
・暉
鷹
と
も
称
す
る
。字
は
師
龍
、

通
称
を
左
近
二
郎
、別
号
に
蛇
足
軒
・鬼
神
斎
・如
鬼
等
。本
姓
三
浦
。京
都
の
商

家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。は
じ
め
高
田
敬
輔
の
画
風
を
学
ぶ
が
、室
町
時
代
の
水

墨
画
を
慕
い
、の
ち
曾
我
蛇
足
に
私
淑
し
て
蛇
足
軒
・蛇
足
十
世
を
称
す
る
。奇

矯
さ
を
誇
張
し
た
個
性
の
強
い
画
風
を
確
立
し
、ま
た
奇
行
の
逸
話
も
知
ら
れ

る
。池
大
雅
と
も
交
友
が
あ
っ
た
と
い
う
。天
明
元
年
（
一
七
八
一
）歿
、五
一
歳
。

即
非
如
一　
そ
く
ひ
に
ょ
い
つ 

90
，91

江
戸
前
期
の
渡
来
禅
僧
。黄
檗
宗
。福
建
省
生
。俗
姓
は
林
氏
。字
は
即
非
。法
諱
は

如
一
。隠
元
隆
琦
に
つ
い
て
受
戒
し
、法
を
嗣
ぐ
。の
ち
隠
元
に
招
か
れ
て
来
日

し
、長
崎
崇
福
寺
・宇
治
黄
檗
山
に
住
し
た
。能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、隠
元
隆
琦
、

木
庵
性
瑫
と
と
も
に
黄
檗
三
筆
と
称
さ
れ
る
。寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）寂
、

五
六
歳
。

白
川
芝
山　
し
ら
か
わ
し
ざ
ん 

140

江
戸
後
期
の
書
家
・画
家
。淡
路
島
生
。名
は
景
皓
。通
称
は
芳
介
。別
号
は
玉
蕉

庵
、大
観
堂
、東
山
外
史
。天
明
二
年
（
一
七
八
二
）白
川
宮
主
催
の
席
画
会
で
賞

賛
を
受
け
、白
川
姓
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。俳
句
も
能
く
し
、ま
た
出
版
活
動
も

行
っ
た
。晩
年
は
京
都
に
住
し
た
。嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）歿
、九
二
歳
。

白
須
心
華　
し
ら
す
し
ん
か 

135

日
本
画
家
。大
分
県
生
。名
は
貞
、字
は
季
鑑
、号
は
心
華
。儒
者
白
須
梧
園
の
四

男
。海
軍
省
に
出
仕
し
、日
清
・日
露
戦
争
で
は
軍
令
部
に
勤
務
し
た
。の
ち
官
途

を
退
い
て
画
を
志
し
、明
治
三
九
年
に
は
真
美
会
委
員
と
な
り
、東
京
小
石
川
に

南
画
塾
を
設
立
し
た
。昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）歿
、六
七
歳
。

菅
井
梅
関　
す
が
い
ば
い
か
ん 

47

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。仙
台
生
。名
は
智
義
、岳
。字
は
正
卿
。通
称
は
岳
輔
。別

号
に
東
斎
、梅
館
。仙
台
四
大
画
家
の
一
人
。は
じ
め
仙
台
藩
絵
師
根
本
常
南
に
就

い
て
画
を
学
ぶ
。の
ち
江
戸
で
谷
文
晁
に
師
事
す
る
も
、長
崎
に
来
日
し
て
い
た

清
の
画
人
江
稼
圃
の
画
に
出
会
い
、長
崎
へ
移
っ
て
そ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

十
数
年
に
及
ぶ
長
崎
滞
在
の
の
ち
、四
十
余
歳
で
帰
郷
す
る
ま
で
は
大
坂
に
住

し
、得
意
と
す
る
山
水
画
で
画
名
を
あ
げ
た
。江
稼
圃
の
弟
芸
閤
、頼
山
陽
、篠
崎

小
竹
ら
多
く
の
文
人
と
交
友
が
あ
っ
た
。弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）歿
、六
二
歳
。

杉
聴
雨　
す
ぎ
ち
ょ
う
う 
141

幕
末
〜
大
正
期
の
武
士
・子
爵
。周
防
国
吉
敷
郡
生
。名
は
重
華
、通
称
は
孫
七
郎
。

号
に
松
城
、聴
雨
。藩
校
明
倫
館
や
吉
田
松
陰
に
学
ぶ
。欧
米
諸
国
視
察
を
経
て
、

幕
末
期
の
下
関
戦
争
、元
治
の
内
乱
な
ど
に
お
い
て
は
和
議
に
奔
走
す
る
な
ど
尽

力
し
た
。明
治
維
新
後
に
は
山
口
藩
副
大
参
事
と
な
る
。宮
内
大
輔
、皇
太
后
宮
大

夫
、枢
密
顧
問
官
な
ど
を
務
め
た
。詩
書
画
を
能
く
し
た
。大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

歿
、八
六
歳
。

杉
本
健
吉　
す
ぎ
も
と
け
ん
き
ち 

145

洋
画
家
。愛
知
県
生
。京
都
で
岸
田
劉
生
に
師
事
。文
展
・日
展
で
特
選
と
な
る
。

「
週
刊
朝
日
」に
連
載
さ
れ
た
吉
川
英
治
作
『
新
・平
家
物
語
』な
ど
の
挿
絵
画
家

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。国
画
会
会
員
の
の
ち
無
所
属
。平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）

歿
、九
八
歳
。

鈴
木
其
一　
す
ず
き
き
い
つ 

21
，34

江
戸
後
期
の
絵
師
。名
は
元
長
。字
は
子
淵
。通
称
は
為
三
郎
。別
号
に
噲
々
、

菁
々
、必
庵
、鋤
雲
、祝
琳
斎
、為
三
堂
、鶯
巣
な
ど
。紫
染
を
家
業
と
す
る
江
戸
中

橋
の
町
家
に
生
ま
れ
、そ
の
画
才
が
認
め
ら
れ
て
一
八
歳
で
江
戸
琳
派
の
祖
・酒

井
抱
一
の
弟
子
と
な
る
。兄
弟
子
の
鈴
木
蠣
潭
没
後
、養
子
に
入
っ
て
鈴
木
家
の

家
督
を
継
い
で
酒
井
家
の
臣
と
な
っ
た
。抱
一
の
没
後
は
一
門
の
中
で
も
圧
倒
的

な
存
在
感
を
示
し
、そ
の
作
風
や
技
法
に
師
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、独
自
の

色
感
や
理
知
的
な
装
飾
性
に
よ
っ
て
近
代
日
本
画
へ
と
続
く
新
た
な
様
式
を
築

き
上
げ
た
。安
政
五
年
（
一
八
五
八
）歿
、六
三
歳
。

大
徳
寺
剛
堂　
だ
い
と
く
じ
ご
う
ど
う 

11

江
戸
後
期
の
臨
済
宗
僧
。大
徳
寺
四
百
二
十
七
世
。道
号
は
剛
堂
。法
諱
は
宗
健
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）寂
、七
五
歳
。

高
久
靄
厓　
た
か
く
あ
い
が
い 

41

江
戸
後
期
の
南
画
家
。下
野
生
。名
は
徴
。字
は
子
遠
。通
称
は
秋
輔
。別
号
に
石

窟
、如
樵
、疎
林
外
史
な
ど
。池
大
雅
、伊
孚
九
に
私
淑
し
、江
戸
で
谷
文
晁
の
門
に

入
る
。日
本
各
地
を
盛
ん
に
旅
し
、古
書
画
の
調
査
や
模
写
を
行
っ
て
南
宗
画
を

探
求
し
た
。晩
年
は
江
戸
に
住
み
、関
東
文
人
画
家
ら
と
交
遊
し
た
。な
か
で
も
同

門
の
渡
辺
崋
山
が
蛮
社
の
獄
で
投
獄
さ
れ
た
際
に
は
、椿
椿
山
、立
原
杏
所
ら
と

と
も
に
救
出
に
尽
力
し
た
と
い
う
。天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）歿
、四
八
歳
。

高
橋
草
坪　
た
か
は
し
そ
う
へ
い 

135

江
戸
後
期
の
南
画
家
。豊
後
生
。名
は
雨
。通
称
は
元
吉
。字
は
沢
民
、六
田
。別
号

は
錦
江
外
史
。田
能
村
竹
田
に
入
門
し
師
の
旅
に
同
道
し
各
地
を
巡
る
。師
の
竹

田
や
浦
上
春
琴
、篠
崎
小
竹
等
に
画
才
を
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、病
に
よ
り
早
逝

し
た
。天
保
六
年
（
一
八
三
五
）頃
歿
、三
二
歳
。生
歿
年
に
は
諸
説
あ
る
。

高
橋
泥
舟　
た
か
は
し
で
い
し
ゅ
う 

118

幕
末
〜
明
治
の
幕
臣
・槍
術
家
。江
戸
生
。槍
術
家
山
岡
静
山
の
弟
。本
姓
は
山

岡
、名
は
政
晃
、字
は
寛
猛
、通
称
謙
三
郎
・精
一
。兄
静
山
に
つ
い
て
修
行
し
、幕

府
講
武
所
槍
術
師
範
、の
ち
に
遊
撃
隊
頭
取
と
な
り
徳
川
慶
喜
の
護
衛
に
あ
た
っ

た
。維
新
後
は
東
京
に
隠
棲
。勝
海
舟
、義
弟
の
山
岡
鉄
舟
と
並
び
、幕
末
三
舟
と

称
さ
れ
る
。明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）歿
、六
九
歳
。

高
森
碎
巌　
た
か
も
り
さ
い
が
ん 

41

明
治
〜
大
正
の
日
本
画
家
。近
代
南
宋
画
の
大
家
。千
葉
生
。名
は
敏
、字
は
子
訥
、

通
称
有
造
。別
号
に
自
知
斎
、七
松
、射
谷
、菊
梁
な
ど
。江
戸
に
で
て
服
部
蘭
台
に

儒
学
を
学
び
、一
七
歳
で
渡
辺
崋
山
の
高
弟
山
本
琴
谷
に
師
事
し
て
文
人
画
を
学

ん
だ
。山
水
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、南
宋
画
の
鑑
識
・鑑
定
家
と
し
て
も
一
目
置

か
れ
た
。南
画
会
の
結
成
に
参
加
。日
本
美
術
協
会
会
員
。大
正
六
年（
一
九
一
七
）

歿
、七
一
歳
。

竹
内
栖
鳳　
た
け
う
ち
せ
い
ほ
う 

61
，62
，146

日
本
画
家
。京
都
生
。本
名
恒
吉
。最
初
は
棲
鳳
と
号
す
。別
号
に
霞
中
庵
。一
七

歳
の
時
に
四
条
派
幸
野
楳
嶺
の
私
塾
へ
入
門
。そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、楳
嶺
四

天
王
の
筆
頭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。京
都
府
画
学
校
卒
。東
の
横
山
大
観
と

並
び
称
さ
れ
る
京
都
画
壇
の
重
鎮
で
あ
る
一
方
、後
進
の
指
導
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
。画
塾
『
竹
杖
会
』を
主
宰
し
、門
下
に
は
上
村
松
園
や
西
山
翠
嶂

を
は
じ
め
と
し
て
土
田
麦
僊
や
小
野
竹
喬
、橋
本
関
雪
な
ど
、そ
う
そ
う
た
る

面
々
が
並
ぶ
。昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）第
一
回
文
化
勲
章
受
章
。昭
和
一
七
年

（
一
九
四
二
）歿
、七
八
歳
。



103

土
佐
光
起　
と
さ
み
つ
お
き 

9

江
戸
前
期
の
土
佐
派
の
絵
師
。和
泉
堺
生
。光
則
の
子
。幼
名
は
藤
満
丸
。室
町
末

期
、光
元
以
来
途
絶
え
て
い
た
宮
廷
の
絵
所
預
職
に
復
帰
、狩
野
派
や
宋
元
画
等

諸
派
の
画
風
も
摂
取
し
て
江
戸
時
代
の
土
佐
様
式
を
確
立
し
、土
佐
家
中
興
の
祖

と
さ
れ
る
。法
橋
、法
眼
に
叙
す
。元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）歿
、七
五
歳
。

土
佐
光
貞　
と
さ
み
つ
さ
だ 

127

江
戸
中
後
期
の
土
佐
派
の
絵
師
。土
佐
光
芳
の
次
男
。幼
名
茂
松
丸
。字
は
士
享
、

号
は
廷
蘭
。宝
暦
四
年
分
家
。宗
家
の
兄
と
と
も
に
禁
裏
絵
所
預
と
な
る
。従
四
位

下
に
叙
さ
れ
、左
近
衛
将
監
・土
佐
守
に
任
じ
ら
れ
る
。寛
政
二
年
の
内
裏
造
営

に
あ
た
っ
て
宗
家
の
土
佐
光
時
を
助
け
、障
壁
画
の
制
作
に
携
わ
っ
た
。文
化
三

年
（
一
八
〇
六
）歿
、六
九
歳
。

冨
田
渓
仙　
と
み
た
け
い
せ
ん 

65

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。福
岡
県
生
。名
は
鎮
五
郎
。字
は
隆
鎮
。別
号
に
雪
仙
、

渓
山
人
な
ど
。は
じ
め
狩
野
派
を
学
び
、京
都
に
出
て
四
条
派
の
都
路
華
香
の
門

に
入
る
。の
ち
仙
厓
義
梵
、富
岡
鉄
斎
に
傾
倒
し
、ま
た
奈
良
・平
安
朝
の
仏
画
を

も
研
究
し
た
。横
山
大
観
に
認
め
ら
れ
、大
正
四
年
日
本
美
術
院
同
人
と
な
る
。駐

日
フ
ラ
ン
ス
大
使
で
あ
っ
た
詩
人
の
ポ
ー
ル
・ク
ロ
ー
デ
ル
や
、俳
人
河
東
碧
梧

桐
と
の
交
流
も
知
ら
れ
て
い
る
。昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）歿
、五
八
歳
。

冨
田
豊
彦　
と
み
た
と
よ
ひ
こ 

122

国
学
者
、神
職
。飛
騨
高
山
生
。幼
名
は
銀
之
丞
。号
は
文
坡
。祖
父
の
礼
彦
や
佐
々

木
弘
綱
、山
崎
弓
雄
な
ど
に
国
学
や
和
歌
、漢
学
な
ど
を
学
ぶ
。日
枝
神
社
社
司
、

斐
太
中
学
教
諭
な
ど
を
歴
任
し
た
。昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）歿
、八
一
歳
。

富
安
風
生　
と
み
や
す
ふ
う
せ
い 

73

俳
人
。愛
知
県
生
。名
は
謙
次
。東
大
法
学
部
卒
。逓
信
省
に
入
り
、昭
和
一
二
年
逓

信
次
官
を
も
っ
て
退
職
。俳
句
は
高
浜
虚
子
に
師
事
、『
若
葉
』を
主
宰
し
た
。読
売

俳
壇
選
者
。芸
術
院
賞
受
賞
。芸
術
院
会
員
。昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）歿
、九
三

歳
。

外
山
光
実　
と
や
ま
み
つ
ざ
ね 

10

江
戸
中
後
期
の
公
卿
、歌
人
。初
名
は
資
幹
。烏
丸
光
胤
の
子
。外
山
光
任
の
養
嗣

子
と
な
り
、義
兄
光
時
の
跡
を
継
ぐ
。権
中
納
言
を
経
て
、正
二
位
に
叙
せ
ら
れ

る
。和
歌
に
秀
で
、門
人
に
国
学
者
の
塙
保
己
一
や
肥
前
島
原
藩
家
老
の
板
倉
八

右
衛
門
ら
。文
政
四
年
（
一
八
二
一
）歿
、六
六
歳
。

豊
臣
秀
吉　
と
よ
と
み
ひ
で
よ
し 

86

安
土
桃
山
期
の
武
将
。尾
張
中
村
生
。幼
名
は
日
吉
丸
。初
名
は
木
下
藤
吉
郎
。織

田
信
長
に
仕
官
し
、戦
功
を
た
て
て
名
を
羽
柴
秀
吉
と
改
め
た
。信
長
の
死
後
、

「
中
国
大
返
し
」に
よ
り
京
へ
と
戻
っ
て
山
崎
の
戦
で
明
智
光
秀
を
討
ち
、つ
い

で
四
国
・九
州
・関
東
・奥
州
を
平
定
し
て
天
下
を
統
一
、太
閤
に
至
っ
た
。太

閤
検
地
や
刀
狩
令
、惣
無
事
令
、石
高
制
な
ど
の
政
策
に
よ
り
幕
藩
体
制
の
基
礎

を
作
っ
た
。明
国
征
服
を
志
し
て
朝
鮮
へ
出
兵
す
る
も
、そ
の
最
中
の
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）病
没
、六
三
歳
。茶
の
湯
な
ど
文
化
活
動
も
盛
ん
に
行
い
、桃
山
文
化

を
開
花
さ
せ
た
。

田
能
村
直
外　
た
の
む
ら
ち
ょ
く
が
い 

139

日
本
画
家
。京
都
生
。田
能
村
直
入
の
曽
孫
。田
中
柏
陰
に
師
事
し
た
。平
成
九
年

（
一
九
九
七
）歿
、九
三
歳
。

田
能
村
直
入　
た
の
む
ら
ち
ょ
く
に
ゅ
う 

139

江
戸
後
期
〜
明
治
の
南
画
家
。豊
後
生
。字
は
顧
絶
、初
め
小
虎
と
号
し
、の
ち
直

入
と
称
す
る
。別
号
に
徳
懋
・竹
翁
・酔
茗
等
。田
能
村
竹
田
に
学
び
、竹
田
に
そ

の
才
能
を
認
め
ら
れ
養
嗣
子
と
な
る
。南
宗
画
学
校
を
開
く
な
ど
、南
画
壇
の
向

上
に
尽
力
し
た
。明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）歿
、九
四
歳
。

張
月
樵　
ち
ょ
う
げ
っ
し
ょ
う 

16

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。近
江
生
。諱
は
行
貞
、字
を
元
啓
、通
称
を
晋
蔵
。別
号
に

酔
霞
堂
。彦
根
城
下
の
表
具
師
の
家
に
生
ま
れ
る
。長
じ
て
京
に
上
り
松
村
月
渓

に
師
事
。月
樵
の
号
を
与
え
ら
れ
る
。応
挙
門
下
の
長
沢
芦
雪
と
特
に
親
し
か
っ

た
と
い
う
。名
古
屋
に
住
し
、藩
命
に
よ
り
城
内
の
杉
戸
・襖
・屏
風
等
を
描
い
て

用
人
支
配
と
な
り
、帯
刀
を
許
さ
れ
た
。天
保
三
年
（
一
八
三
二
）歿
、六
一
歳
。

都
路
華
香　
つ
じ
か
こ
う 

146

日
本
画
家
。京
都
生
。本
名
は
辻
宇
之
助
。幸
野
楳
嶺
に
師
事
。竹
内
栖
鳳
・菊
池

芳
文
・谷
口
香
嶠
ら
と
共
に
楳
嶺
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
、近
代
京
都
画
壇
の

隆
盛
を
支
え
た
。帝
展
審
査
員
・帝
国
美
術
院
会
員
。ま
た
京
都
市
立
絵
画
専
門

学
校
、京
都
市
美
術
工
芸
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）歿
、六
二
歳
。

椿
椿
山　
つ
ば
き
ち
ん
ざ
ん 

39
，40

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。江
戸
生
。名
は
弼
、字
は
篤
甫
、別
号
に
琢
華
堂
・休
菴
・

羅
漢
等
。世
襲
し
て
幕
府
の
槍
組
同
心
を
務
め
る
傍
ら
、画
を
金
子
金
陵
・渡
辺

崋
山
に
師
事
す
る
。の
ち
に
辞
職
、画
業
・学
問
に
専
念
し
た
。俳
諧
・煎
茶
に
も

通
じ
た
。琢
華
堂
を
開
き
、広
く
門
人
を
受
け
入
れ
た
。代
表
作
に
「
渡
辺
崋
山

像
」。安
政
元
年
（
一
八
五
四
）歿
、五
四
歳
。

遠
山
友
禄　
と
お
や
ま
と
も
よ
し 

27

江
戸
後
期
の
大
名
。苗
木
藩
主
遠
山
家
第
十
二
代
。初
名
は
友
祥
。号
は
混
々
斎
。

遠
山
友
寿
の
三
男
。奏
者
番
、若
年
寄
な
ど
を
務
め
た
。維
新
時
に
は
新
政
府
の
方

針
に
従
い
廃
仏
毀
釈
を
徹
底
さ
せ
た
。明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）歿
、七
六
歳
。

徳
川
家
康　
と
く
が
わ
い
え
や
す 

87

戦
国
〜
安
土
桃
山
期
の
武
将
・戦
国
大
名
。江
戸
幕
府
初
代
将
軍
。岡
崎
城
主
松

平
広
忠
の
長
男
。幼
名
は
竹
千
代
、の
ち
元
信
・元
康
、院
号
を
安
国
院
。織
田
信

長
と
結
ん
で
駿
河
を
、豊
臣
秀
吉
と
和
し
て
関
東
を
支
配
し
た
。豊
臣
氏
五
大
老

の
筆
頭
。秀
吉
の
死
後
、石
田
三
成
を
関
ヶ
原
の
戦
い
に
破
り
、慶
長
八
年
征
夷
大

将
軍
と
な
っ
て
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
。大
坂
冬
・夏
の
陣
で
豊
臣
氏
を
滅
ぼ
し
、

名
実
共
に
天
下
を
統
一
し
て
江
戸
を
世
界
最
大
の
城
郭
都
市
に
す
る
礎
を
築
い

た
。元
和
二
年
（
一
六
一
六
）歿
、七
五
歳
。

田
近
竹
邨　
た
ぢ
か
ち
く
そ
ん 

139

明
治
〜
大
正
の
南
画
家
。豊
後
国
竹
田
生
。国
学
者
田
近
陽
一
郎
の
次
男
。名
は

岩
彦
。字
は
無
逸
、士
静
。竹
邨
は
号
、別
号
に
一
楽
荘
、白
砂
園
、碧
玲
瓏
居
な

ど
。初
め
郷
土
の
画
家
淵
野
桂
僊
（
藤
野
桂
僊
）に
南
画
を
学
び
、の
ち
京
都
に

出
て
京
都
画
学
校
に
お
い
て
田
能
村
直
入
に
入
門
。小
室
翠
雲
・山
田
介
堂
ら

と
日
本
南
画
院
を
創
立
し
、大
正
期
南
画
壇
の
発
展
に
尽
力
し
た
。大
正
一
一
年

（
一
九
二
二
）歿
、五
九
歳
。

達
如
上
人　
た
つ
に
ょ
し
ょ
う
に
ん 

94

江
戸
後
期
浄
土
真
宗
の
僧
。東
本
願
寺
二
十
世
。童
名
は
光
養
麿
、別
号
に
愚
泉
、

諱
は
光
朗
。東
本
願
寺
第
十
九
代
乗
如
の
第
五
子
。父
・乗
如
の
示
寂
に
と
も
な

い
、第
二
十
代
法
主
を
継
承
。数
度
に
わ
た
り
消
失
し
た
東
本
願
寺
本
堂
の
再
建

に
尽
力
し
た
。慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）寂
、八
六
歳
。

田
中
塊
堂
　
た
な
か
か
い
ど
う 

102

書
家
。岡
山
県
小
田
郡
生
。名
は
英
市
。川
谷
尚
亨
に
師
事
し
書
を
学
ん
だ
が
、か

な
は
独
学
で
古
筆
を
研
究
。そ
れ
ま
で
細
字
に
限
ら
れ
て
い
た
仮
名
の
表
現
範

囲
を
広
め
現
代
仮
名
書
壇
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。ま
た
古
筆
・

古
写
経
の
調
査
、研
究
に
あ
た
り
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。日
本
芸
術
院
賞
受

賞
。毎
日
書
道
展
名
誉
会
員
・日
展
参
与
。帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
。昭
和
五
一
年

（
一
九
七
六
）歿
、七
九
歳
。

田
中
柏
陰　
た
な
か
は
く
い
ん 
54

日
本
画
家
。静
岡
県
生
。本
姓
は
中
川
、通
称
は
啓
三
郎
。別
名
を
馨
、字
を
淑
明
、

号
は
柏
陰
・静
麓
・柏
舎
主
人
・柏
樹
子
・弧
立
・空
相
居
士
。明
治
一
六
年
、

一
七
歳
で
京
都
に
出
て
田
能
村
直
入
に
南
画
を
学
び
、田
能
村
竹
田
系
の
南
画
の

画
風
を
受
け
継
ぎ
、濃
彩
の
山
水
画
を
得
意
と
し
た
。の
ち
に
妻
の
実
家
で
あ
る

防
府
市
右
田
の
田
中
家
へ
養
子
と
し
て
入
っ
て
田
中
柏
陰
を
名
乗
る
。以
降
、画

塾
・画
禅
堂
を
開
き
多
く
の
後
進
を
育
成
し
、関
西
南
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
。

竹
田
系
統
鑑
定
家
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
。昭
和
九
年（
一
九
三
四
）歿
、六
九
歳
。

谷
口
香
嶠　
た
に
ぐ
ち
こ
う
き
ょ
う 

66

日
本
画
家
。大
坂
生
。旧
姓
は
辻
、本
名
は
雅
秀
。幼
名
は
槌
之
助
。別
号
に
後
素

斎
、羅
浮
山
人
、藤
原
雅
秀
な
ど
。幸
野
楳
嶺
塾
に
入
門
し
、菊
池
芳
文
、竹
内
栖

鳳
、都
路
華
香
と
と
も
に
楳
嶺
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
る
。有
職
故
実
に
精
通

し
、特
に
歴
史
画
を
能
く
し
た
。京
都
市
美
術
工
芸
学
校
、京
都
市
立
絵
画
専
門
学

校
で
教
鞭
を
取
っ
て
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。門
下
に
猪
飼
嘯
谷
、野
長
瀬

晩
花
な
ど
。大
正
四
年
（
一
九
一
五
）歿
、五
二
歳
。

谷
文
晁　
た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う 

38
，97
，137

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。江
戸
下
谷
根
岸
生
。名
は
正
安
。は
じ
め
号
は
文
朝
・

師
陵
、後
に
文
晁
と
し
字
も
兼
ね
た
。通
称
は
文
五
郎
ま
た
は
直
右
衛
門
。別
号

に
は
写
山
楼
・画
学
斎
・無
二・一
恕
。幼
い
頃
か
ら
文
才
に
優
れ
、和
歌
や
漢
詩

に
も
通
じ
た
。大
和
絵
諸
派
の
画
風
を
学
び
、中
国
絵
画
の
影
響
を
受
け
な
が
ら

諸
画
法
を
折
衷
し
た
新
画
風
を
確
立
。江
戸
文
人
画
壇
の
重
鎮
と
な
る
。画
塾
写

山
楼
か
ら
は
渡
辺
崋
山
・立
原
杏
所
な
ど
多
く
の
門
人
が
出
た
。天
保
一
一
年

（
一
八
四
〇
）歿
、七
九
歳
。



104

長
沢
芦
洲　
な
が
さ
わ
ろ
し
ゅ
う 

17

江
戸
後
期
の
絵
師
。名
は
鱗
。字
は
呑
江
。別
号
に
芦
舟
、南
暁
。丹
波
国
国
領
も
し

く
は
姫
路
の
生
ま
れ
と
い
わ
れ
る
。長
沢
芦
雪
に
円
山
派
を
学
び
、そ
の
養
子
と

な
る
。京
都
柳
馬
場
四
条
上
に
住
し
た
。人
物
・花
鳥
を
能
く
し
、息
子
の
長
沢
芦

鳳
が
跡
を
継
い
だ
。弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）歿
、八
一
歳
。

長
沢
芦
雪　
な
が
さ
わ
ろ
せ
つ 

2
，3
，12

江
戸
中
期
の
絵
師
。山
城
国
淀
生
。名
は
政
勝
・魚
、字
は
氷
計
・引
裾
、通
称
は
主

計
、別
号
に
干
洲
漁
者
・干
緝
。円
山
応
挙
の
門
下
に
入
る
が
、幾
度
と
な
く
破
門

さ
れ
た
と
の
説
も
残
る
。し
か
し
応
挙
は
そ
の
才
も
認
め
て
お
り
、天
明
六
年
和

歌
山
県
無
量
寺
の
落
成
に
あ
た
り
、親
し
い
住
職
に
記
念
の
作
を
届
け
る
た
め
芦

雪
を
大
抜
擢
し
た
と
い
う
。芦
雪
は
そ
こ
で
自
身
の
才
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
、

串
本
に
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。画
風
は
自
由
奔
放
、奇
抜
そ
の
も
の
で
、同
時
代

の
曽
我
蕭
白
、伊
藤
若
冲
と
と
も
に
「
奇
想
派
」な
ど
と
言
わ
れ
る
。寛
政
一
一
年

（
一
七
九
九
）歿
、四
五
歳
。

長
田
雲
堂　
な
が
た
う
ん
ど
う 

53

画
家
。越
前
生
。名
は
彝
。長
崎
に
遊
び
、鉄
翁
祖
門
に
南
画
を
学
ぶ
。大
正
一
一
年

（
一
九
二
二
）歿
、七
四
歳
。

中
村
梅
庭　
な
か
む
ら
ば
い
て
い 
138

日
本
画
家
。愛
知
県
生
。名
は
竹
四
郎
。毛
利
梅
友
に
師
事
し
、山
本
梅
逸
を
慕
っ

た
と
い
う
。日
本
南
画
院
に
入
選
し
た
後
は
無
所
属
で
活
動
。菁
々
会
、竹
影
会

の
会
長
を
務
め
た
。山
水
・花
鳥
を
得
意
と
し
た
。平
成
三
年
（
一
九
九
一
）歿
、

八
一
歳
。

鍋
島
閑
叟　
な
べ
し
ま
か
ん
そ
う 

115

幕
末
の
大
名
。肥
前
佐
賀
藩
第
十
代
藩
主
。名
は
斉
正
、の
ち
直
正
。号
は
閑
叟
、茶

雨
、紫
水
な
ど
。信
濃
守
、肥
前
守
。九
代
藩
主
斉
直
の
子
。「
佐
賀
の
七
賢
人
」の
一

人
。藩
財
政
の
改
革
の
た
め
殖
産
興
業
や
軍
備
の
強
化
に
努
め
る
。長
崎
の
海
防

を
強
固
に
す
る
た
め
大
砲
の
鋳
造
や
反
射
炉
の
設
立
に
力
を
入
れ
、西
洋
文
明
も

積
極
的
に
採
用
し
た
。ペ
リ
ー
来
航
時
は
攘
夷
論
者
で
あ
っ
た
が
の
ち
公
武
合
体

に
尽
力
し
、明
治
維
新
後
は
議
定
・開
拓
使
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。明
治
四
年

（
一
八
七
一
）歿
、五
八
歳
。

錦
小
路
頼
徳　
に
し
き
の
こ
う
じ
よ
り
の
り 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
。字
は
一
貫
。号
は
翠
園
。唐
橋
在
久
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

の
ち
錦
小
路
頼
易
の
養
嗣
子
と
な
る
。尊
皇
攘
夷
派
と
し
て
活
躍
し
た
。八
月

十
八
日
の
政
変
に
よ
っ
て
失
脚
し
、三
条
実
美
ら
と
と
も
に
長
州
へ
逃
れ
る
。官

位
を
剥
奪
さ
れ
、上
京
の
機
を
待
つ
な
か
、元
治
元
年
（
一
八
六
四
）下
関
に
て
病

没
、三
〇
歳
。没
後
、王
政
復
古
時
に
官
位
を
復
さ
れ
、明
治
三
年
に
正
四
位
を
贈

ら
れ
て
い
る
。

西
山
完
瑛　
に
し
や
ま
か
ん
え
い 

46

幕
末
〜
明
治
の
四
条
派
の
画
家
。大
坂
生
。名
は
謙
、字
は
子
受
、通
称
を
謙
一
郎
。

父
の
芳
園
に
画
を
学
び
、ま
た
儒
学
を
後
藤
松
陰
に
学
ん
だ
。播
磨
明
石
藩
に
仕

え
、人
物
・花
鳥
画
を
能
く
し
た
。明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）歿
、六
四
歳
。

西
山
翠
嶂　
に
し
や
ま
す
い
し
ょ
う 

146

日
本
画
家
。京
都
生
。名
は
卯
三
郎
。京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
卒
。竹
内
栖
鳳
に

師
事
し
、後
に
女
婿
と
な
る
。文
展
・帝
展
に
出
品
を
重
ね
活
躍
。審
査
員
に
も

な
っ
た
。京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
教
授
、同
校
校
長
を
務
め
、ま
た
私
塾
青
甲
社

を
主
宰
。堂
本
印
象
・中
村
大
三
郎
・上
村
松
篁
ら
の
画
家
を
輩
出
し
た
。帝
国

芸
術
院
会
員
・帝
室
技
芸
員
。文
化
勲
章
受
章
。昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）歿
、

七
八
歳
。

貫
名
菘
翁
（
海
屋
）　
ぬ
き
な
す
う
お
う
（
か
い
お
く
） 

93
，102
，135

江
戸
後
期
の
書
画
家・儒
者
。徳
島
生
。本
名
苞
、字
は
君
茂・子
善
、別
号
に
菘
翁・

須
静
山
人
等
。儒
学
を
中
井
竹
山
、画
を
鉄
翁
祖
門
、書
を
西
宣
行
に
師
事
、空
海

を
慕
う
。諸
国
を
遊
歴
、書
風
を
確
立
し
た
。幕
末
の
三
筆
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ

る
。須
静
塾
を
開
き
儒
学
を
教
え
る
。文
久
三
年
（
一
八
六
三
）歿
、八
六
歳
。

根
本
幽
峨　
ね
も
と
ゆ
う
が 

7

江
戸
後
期
の
絵
師
。因
幡
鳥
取
城
下
町
の
商
家
生
。幼
名
は
重
三
郎
。別
号
に
鷲

峯
。江
戸
に
出
て
鳥
取
藩
絵
師
の
沖
一
峨
に
師
事
。の
ち
藩
の
御
用
絵
師
に
取
り

立
て
ら
れ
る
。師
の
一
峨
と
同
様
、各
画
法
に
通
じ
て
多
様
な
作
品
を
残
し
て
い

る
。鳥
取
で
亀
井
琴
嶺
、河
田
翠
涯
、藤
岡
神
山
ら
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。弟
で

門
人
で
も
あ
る
根
本
雪
峨
を
養
子
に
迎
え
た
。慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）歿
、四
四

歳
。

野
口
幽
谷　
の
ぐ
ち
ゆ
う
こ
く 

52

幕
末
〜
明
治
の
南
画
家
。江
戸
神
田
生
。名
は
績
、通
称
は
巳
之
助
。幽
谷
、和
楽
堂

な
ど
と
号
し
た
。椿
椿
山
の
画
塾
琢
華
堂
で
学
び
、花
鳥
画
を
能
く
し
た
。師
の
没

後
は
寺
子
屋
を
開
き
子
供
た
ち
を
教
え
た
。明
治
に
入
っ
て
か
ら
欧
州
の
博
覧
会

を
は
じ
め
内
国
勧
業
博
覧
会
・絵
画
共
進
会
な
ど
に
出
品
し
、ま
た
宮
中
の
御
用

画
も
つ
と
め
る
な
ど
し
て
明
治
南
画
壇
で
活
躍
し
た
。明
治
二
六
年
帝
室
技
芸

員
。生
涯
を
丁
髷
で
通
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。門
下
に
松
林
桂
月
が
い
る
。明

治
三
一
年
（
一
八
九
八
）歿
、七
四
歳
。

野
村
雪
江　
の
む
ら
せ
っ
こ
う 

15

日
本
画
家
。熊
本
生
。野
村
文
挙
の
養
嗣
子
。旧
姓
は
宮
原
、名
は
初
喜
、寛
。は
じ

め
近
藤
樵
仙
に
学
び
、の
ち
村
瀬
玉
田
に
師
事
す
る
。花
鳥
画
、特
に
馬
の
絵
を
得

意
と
し
た
。日
月
会
会
員
。日
本
美
術
協
会
委
員
。日
本
画
会
評
議
員
。昭
和
三
六

年
（
一
九
六
一
）歿
、八
七
歳
。

野
呂
静　
の
ろ 

し
ず 

50
，51

事
業
家
。岐
阜
生
。兼
松
徳
助
の
次
男
。御
嵩
町
の
名
家
で
あ
っ
た
野
呂
房
右
衛
門

の
養
子
と
な
る
。明
治
四
〇
年
に
御
嵩
町
長
と
な
り
、大
正
八
年
ま
で
務
め
た
。鳳

来
寺
鉄
道
・東
美
鉄
道
の
監
査
役
、三
重
モ
ー
タ
ー
ス
社
長
、昭
和
自
動
車
取
締

役
な
ど
を
務
め
、大
正
五
年
頃
か
ら
は
名
古
屋
に
居
を
構
え
つ
つ
幅
広
く
活
躍
し

た
。書
画
や
長
唄
、写
真
を
趣
味
と
し
、川
合
玉
堂
と
懇
意
だ
っ
た
と
い
う
。昭
和

七
年
（
一
九
七
二
）歿
、九
二
歳
。

幕
末
七
卿　
ば
く
ま
つ
し
ち
き
ょ
う 

112

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）の
八
月
十
八
日
の
政
変
に
お
い
て
、京
都
を
追
放
さ
れ

長
州
藩
へ
と
落
ち
延
び
た
尊
王
攘
夷
派
の
七
人
の
公
家
。三
条
実
美
、澤
宣
嘉
、錦

小
路
頼
徳
、四
条
隆
謌
、壬
生
基
修
、三
条
西
季
知
、東
久
世
通
禧
の
七
人
。

英
一
蝶　
は
な
ぶ
さ
い
っ
ち
ょ
う 

14
，20

江
戸
中
期
の
絵
師
。京
都
生
。名
は
信
香
。剃
髪
後
に
多
賀
朝
湖
と
名
乗
る
。字
は

駿
、通
称
を
助
之
進
、号
に
朝
湖
・牛
麿
・翠
蓑
翁
等
。名
を
英
一
蝶
、画
号
を
北
窓

翁
に
改
め
た
の
は
晩
年
、流
罪
を
赦
さ
れ
て
江
戸
に
帰
っ
て
か
ら
。寛
文
六
年
頃

に
一
家
で
江
戸
へ
移
り
、周
囲
に
絵
描
き
と
し
て
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
狩
野
安

信
に
学
ぶ
が
の
ち
破
門
。そ
の
一
方
、暁
雲
の
号
で
俳
諧
師
と
し
て
も
名
高
く
、宝

井
其
角
、松
尾
芭
蕉
ら
と
交
友
を
持
っ
た
。そ
の
後
は
入
牢
、三
宅
島
配
流
と
二
度

の
憂
き
目
に
遭
い
な
が
ら
も
江
戸
に
帰
還
。人
気
絵
師
と
し
て
数
々
の
大
作
を
手

が
け
た
。享
保
九
年
（
一
七
二
四
）歿
、七
一
歳
。

原
在
泉　
は
ら
ざ
い
せ
ん 

72

明
治
〜
大
正
の
日
本
画
家
。京
都
生
。日
本
画
家
原
在
照
の
養
嗣
子
。字
は
子
昆
。

別
号
に
松
濤
。禁
中
絵
師
を
つ
と
め
る
原
派
四
代
目
と
し
て
一
三
歳
か
ら
御
用
に

加
わ
り
、明
治
維
新
後
は
京
都
画
壇
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
東
京
、京
都
に

お
け
る
主
要
博
覧
会
や
展
覧
会
な
ど
に
積
極
的
に
尽
力
、出
品
し
た
。京
都
府
画

学
校
教
諭
を
務
め
た
。大
正
五
年
（
一
九
一
六
）歿
、六
八
歳
。

原
在
中　
は
ら
ざ
い
ち
ゅ
う 

10
，128

江
戸
中
後
期
の
画
家
。京
都
生
。名
は
致
遠
、字
は
子
重
、別
号
に
臥
遊
。石
田
幽

汀
、の
ち
円
山
応
挙
に
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。寺
々
を
訪
ね
て
元
、明
の
古
画
を
独

学
。さ
ら
に
は
写
生
を
基
調
に
、土
佐
派
や
円
山
四
条
派
、岸
派
な
ど
を
融
合
し
た

精
密
な
装
飾
的
画
風
を
生
み
出
し
、原
派
と
呼
ば
れ
る
一
派
を
形
成
し
た
。有
職

故
実
の
研
究
に
も
優
れ
、有
職
人
物
画
を
得
意
と
し
た
。天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

歿
、八
八
歳
。



105

細
川
十
州
（
潤
次
郎
）　
ほ
そ
か
わ
じ
っ
し
ゅ
う
（
じ
ゅ
ん
じ
ろ
う
） 

116

幕
末
〜
大
正
期
の
武
士
・法
制
学
者
。土
佐
高
知
藩
士
。男
爵
。幼
名
は
熊
太
郎
。

名
は
元
の
ち
潤
次
郎
。十
州
と
号
し
た
。土
佐
藩
の
儒
者
細
川
延
平
の
子
。藩
校
で

学
ん
だ
の
ち
長
崎
で
蘭
学
を
修
め
、ま
た
高
島
秋
帆
に
兵
学
、砲
術
を
学
ん
だ
。藩

命
で
江
戸
に
出
て
海
軍
操
練
所
で
航
海
術
を
学
び
、土
佐
藩
致
道
館
藩
書
教
授
と

し
て
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。中
浜
万
次
郎
か
ら
英
語
を
学
び
、英
文
の
世
界

地
図
翻
訳
も
行
っ
て
い
る
。明
治
維
新
後
は
開
成
学
校
権
判
事
と
な
り
、新
聞
紙

条
例
や
出
版
条
例
を
起
草
。ア
メ
リ
カ
留
学
後
は
文
部
省
、左
院
、正
院
、元
老
院

な
ど
の
要
職
に
就
い
た
。『
古
事
類
苑
』編
纂
総
裁
。大
正
一
二
年（
一
九
二
三
）歿
、

九
〇
歳
。

前
川
文
嶺　
ま
え
か
わ
ぶ
ん
れ
い 

33

日
本
画
家
。字
は
子
緝
。京
都
生
。松
村
景
文
門
下
四
条
派
の
画
家
前
川
五
嶺
の

子
。父
に
画
を
学
び
、花
鳥
を
能
く
し
て
明
治
初
期
に
お
け
る
京
都
画
壇
の
中
堅

作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。大
正
六
年
（
一
九
一
七
）歿
、八
〇
歳
。

前
田
青
邨　
ま
え
だ
せ
い
そ
ん 

60

明
治
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。岐
阜
県
生
。本
名
は
廉
造
。梶
田
半
古
門
下
。再
興
院

展
の
中
心
画
家
。帝
国
美
術
院
会
員
・帝
室
技
芸
員
・日
展
審
査
員
。東
京
藝
大
名

誉
教
授
。文
化
功
労
者
。文
化
勲
章
受
章
。文
化
財
保
護
委
員
会
専
門
審
議
会
委

員
。法
隆
寺
金
堂
壁
画
・高
松
塚
古
墳
壁
画
模
写
事
業
な
ど
に
も
尽
力
し
た
。昭

和
五
二
年
（
一
九
七
七
）歿
、九
二
歳
。

益
頭
峻
南　
ま
し
ず
し
ゅ
ん
な
ん 

52

南
画
家
。江
戸
生
。名
は
尚
志
。字
は
示
徳
。通
称
は
銓
太
郎
。益
頭
駿
次
郎
の
長

男
。陸
軍
兵
営
寮
で
通
訳
官
を
務
め
る
。明
治
八
年
か
ら
野
口
幽
谷
に
師
し
事
、の

ち
退
官
し
て
画
道
に
専
念
し
た
。花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。東
京
勧
業
博
覧
会
二

等
賞
牌
受
賞
。文
展
審
査
員
。大
正
五
年
（
一
九
一
六
）歿
、六
六
歳
。

松
永
耳
庵　
ま
つ
な
が
じ
あ
ん 

85

明
治
〜
昭
和
の
実
業
家
。長
崎
生
。幼
名
は
亀
之
助
。名
は
安
左
衛
門
。号
は
耳
庵
。

東
邦
電
力
社
長
と
し
て
活
躍
、「
電
力
王
」「
電
力
の
鬼
」と
呼
ば
れ
た
。茶
人
、美

術
品
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。近
代
小
田
原
三
茶
人
の
一
人
。昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）歿
、九
五
歳
。

松
村
景
文　
ま
つ
む
ら
け
い
ぶ
ん 

19

江
戸
後
期
の
絵
師
。字
は
子
藻
、号
は
華
渓
、通
称
要
人
。京
都
四
条
派
の
祖
、松
村

月
渓
（
呉
春
）の
異
母
弟
。兄
呉
春
に
画
を
学
び
、花
鳥
画
を
も
っ
と
も
得
意
と
し

た
。同
門
の
岡
本
豊
彦
と
と
も
に
四
条
派
の
様
式
を
確
立
し
、そ
の
発
展
・隆
盛

に
尽
力
し
た
。天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）歿
、六
五
歳
。

原
田
西
畴　
は
ら
だ
せ
い
ち
ゅ
う 

72

篆
刻
家
、漢
詩
人
。安
芸
生
。名
は
隆
。字
は
子
隆
。京
都
で
尊
攘
派
志
士
と
し
て
活

躍
し
、維
新
時
に
は
品
川
砲
台
長
を
務
め
た
。明
治
に
入
っ
て
司
法
省
に
入
省
し

て
検
事
と
な
り
、の
ち
長
野
県
の
松
本
裁
判
所
上
席
検
事
を
務
め
た
あ
と
京
都
に

住
し
て
衛
鋳
生
に
学
び
、篆
刻
家
、漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

東
久
世
通
禧　
ひ
が
し
く
ぜ
み
ち
と
み 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
、政
治
家
。号
は
竹
亭
・古
帆
軒
。父
は
正
五
位
下
東
久
世
通

徳
。八
月
十
八
日
の
政
変
で
長
州
へ
下
り
、の
ち
大
宰
府
へ
。王
政
復
古
後
赦
免
さ

れ
て
帰
洛
し
、貴
族
院
・枢
密
院
副
議
長
等
を
歴
任
し
た
。岩
倉
遣
外
使
節
団
に

も
随
行
。明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）歿
、八
〇
歳
。

土
方
歳
三　
ひ
じ
か
た
と
し
ぞ
う 

113

幕
末
の
武
士
。武
蔵
生
。諱
は
義
豊
。号
は
豊
玉
。近
藤
周
助
に
天
然
理
心
流
の
剣

術
を
学
ぶ
。文
久
三
年
新
選
組
結
成
に
参
加
し
、副
長
と
し
て
活
躍
し
た
。戊
辰
戦

争
で
は
榎
本
武
揚
に
従
い
新
政
府
軍
に
抗
戦
す
る
が
、函
館
五
稜
郭
で
戦
死
し

た
。明
治
二
年
（
一
八
六
九
）歿
、三
五
歳
。

日
根
対
山　
ひ
ね
の
た
い
ざ
ん 
44
，45

江
戸
後
期
の
南
画
家
。和
泉
国
日
根
郡
中
庄
村
湊
生
。名
は
盛
長
。字
は
成
信
、小

年
。別
号
に
茅
海
、錦
林
子
、酔
墨
庵
な
ど
。幼
少
よ
り
画
を
好
み
、は
じ
め
岸
和
田

で
土
佐
派
の
桃
田
栄
雲
に
学
び
、ま
た
幼
馴
染
で
あ
っ
た
泉
佐
野
の
豪
商
里
井
浮

丘
の
縁
で
大
坂
に
出
て
岡
田
半
江
に
南
画
を
学
ぶ
。の
ち
京
都
に
移
り
貫
名
菘
翁

に
師
事
し
た
。鉄
翁
祖
門
に
私
淑
し
、主
に
山
水
画
を
得
意
と
す
る
。明
治
二
年

（
一
八
六
九
）歿
、五
七
歳
。

平
尾
竹
霞　
ひ
ら
お
ち
っ
か 

29

幕
末
〜
明
治
の
南
画
家
。丹
波
生
。名
は
経
悳
。字
は
明
卿
。別
号
は
妙
々
居
士
、半

雲
子
。篠
山
藩
の
藩
窯
王
地
山
焼
陶
画
士
平
尾
竹
郭
の
長
男
。儒
学
者
で
あ
る
渡

辺
弗
措
に
学
ぶ
も
、絵
を
志
し
て
京
都
へ
出
る
。塩
川
文
麟
の
も
と
で
円
山
四
条

派
を
学
び
、文
麟
歿
後
は
田
能
村
直
入
の
門
下
と
な
り
、師
と
共
に
各
地
を
歴
遊

し
た
。京
都
府
画
学
校
や
日
本
南
画
協
会
の
設
立
に
尽
力
し
、画
壇
の
重
鎮
と
し

て
活
躍
し
た
。昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）歿
、八
三
歳
。

広
瀬
武
夫　
ひ
ろ
せ
た
け
お 

122

海
軍
軍
人
。豊
後
国
竹
田
生
。旧
竹
田
藩
士
で
裁
判
官
の
広
瀬
重
武
の
次
男
。兄
の

勝
比
古
は
海
軍
少
将
。西
南
戦
争
に
よ
り
竹
田
の
自
宅
が
焼
失
し
た
た
め
、一
家

で
飛
騨
高
山
へ
転
居
し
た
。攻
玉
社
、海
軍
兵
学
校
を
経
て
ロ
シ
ア
留
学
。同
国
駐

在
武
官
と
な
り
少
佐
昇
進
の
の
ち
帰
国
。日
露
戦
争
に
は
戦
艦
「
朝
日
」の
水
雷

長
と
し
て
出
征
し
、旅
順
港
閉
塞
作
戦
に
志
願
し
て
戦
死
し
た
。死
後
中
佐
と
な

り
、軍
神
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
。明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）歿
、三
七
歳
。

広
田
百
豊　
ひ
ろ
た
ひ
ゃ
く
ほ
う 

78

日
本
画
家
。石
川
県
生
。本
名
は
宰
。通
称
は
才
一
郎
。石
川
県
内
で
小
学
校
の
校

長
な
ど
を
務
め
た
の
ち
、京
都
に
出
て
竹
内
栖
鳳
に
師
事
す
る
。文
展
に
出
品
し
、

褒
状
を
受
け
る
な
ど
活
躍
。大
正
期
に
は
日
本
自
由
画
壇
の
結
成
に
参
加
し
た
。

京
都
後
素
協
会
・巽
画
会
会
員
。昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）歿
、七
九
歳
。

広
渡
巌
斐
（
二
代
）　
ひ
ろ
わ
た
り
が
ん
ぴ 

22

江
戸
後
期
の
画
家
。名
は
湖
秀
。唐
絵
目
利
の
広
渡
家
を
継
い
だ
の
ち
京
都
で
柏

木
如
亭
と
親
交
を
結
び
、江
戸
に
住
し
た
。南
蘋
風
の
花
鳥
画
や
文
人
画
風
の
作

品
を
手
掛
け
た
。文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）歿
、五
五
歳
。東
京
の
西
應
寺
に
大
窪

詩
仏
・市
河
米
庵
に
よ
る
墓
碑
が
現
存
し
て
い
る
。

福
沢
諭
吉　
ふ
く
ざ
わ
ゆ
き
ち 

121

幕
末
〜
明
治
の
思
想
家
。豊
前
中
津
生
。緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
学
び
、江
戸
に
蘭
学

塾
（
の
ち
の
慶
應
義
塾
）を
ひ
ら
い
た
。遣
欧
使
節
に
三
度
に
わ
た
り
同
行
し
、各

国
を
視
察
。『
西
洋
事
情
』を
刊
行
し
、西
洋
文
化
・思
想
の
紹
介
に
努
め
た
。維
新

後
は
在
野
に
あ
っ
て
、明
六
社
へ
の
参
加
、『
時
事
新
報
』の
創
刊
等
、活
発
な
言

論
・啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。著
作
に
『
学
問
の
す
ゝ
め
』『
文
明
論
之
概
略
』等
。明

治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）歿
、六
八
歳
。

福
田
平
八
郎　
ふ
く
だ
へ
い
は
ち
ろ
う 

146

大
正
〜
昭
和
の
日
本
画
家
。大
分
県
生
。号
は
素
僊
、九
州
。絵
画
を
志
し
上
洛
。京

都
市
立
美
術
工
芸
学
校
、京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
卒
。昭
和
五
年
中
村
岳
陵
、牧

野
虎
雄
ら
と
六
潮
会
を
結
成
。ま
た
母
校
の
京
都
絵
専
で
教
授
を
務
め
、後
進
の

育
成
に
も
あ
た
っ
た
。芸
術
院
会
員
・日
展
顧
問
。大
分
市
名
誉
市
民
。文
化
勲
章

受
章
。昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）歿
、八
二
歳
。

藤
野
君
山　
ふ
じ
の
く
ん
ざ
ん 

112

宮
内
省
式
部
職
、帝
都
賜
菊
園
学
会
長
。伊
予
松
山
生
。名
は
静
輝
。松
山
藩
藩
校

明
教
館
学
寮
長
や
江
戸
昌
平
黌
舎
長
な
ど
を
務
め
た
儒
者
、藤
野
海
南
の
子
。太

政
官
を
勤
め
た
の
ち
、歴
史
研
究
の
た
め
各
地
を
周
遊
。詩
歌
・文
章
・俳
吟
・

書
画
に
優
れ
た
。宮
内
省
式
部
職
退
官
後
は
大
正
天
皇
よ
り
賜
っ
た
菊
に
ち

な
ん
で
賜
菊
園
を
主
宰
し
た
。乃
木
希
典
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。昭
和
一
八
年

（
一
九
四
三
）歿
、八
一
歳
。

方
西
園　
ほ
う
せ
い
え
ん 

43

清
代
の
文
人
画
家
。安
徽
省
生
。名
は
済
。字
は
巨
川
・巨
済
。安
永
〜
寛
政
年
間

に
数
度
に
わ
た
り
来
日
し
、谷
文
晁
・渡
辺
崋
山
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。安
永

九
年
安
房
に
漂
着
し
て
長
崎
へ
送
還
さ
れ
る
際
に
実
見
し
た
富
士
山
を
描
き
、話

題
と
な
っ
た
。門
人
に
真
村
蘆
江・松
浦
東
渓
等
が
い
る
。乾
隆
元
年（
一
七
三
六
）

生
、歿
年
不
詳
。



106

丸
投
三
代
吉　
ま
る
な
げ
み
よ
き
ち 

76

日
本
画
家
。姫
路
生
。号
は
大
挙
。幼
少
期
か
ら
絵
画
に
親
し
む
。昭
和
一
八
年
に

徴
兵
さ
れ
、満
州
で
終
戦
を
迎
え
る
。そ
の
後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、過
酷
な
労

働
や
飢
え
を
経
験
。こ
の
経
験
か
ら
生
き
る
喜
び
や
童
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
楽
し

い
絵
を
描
く
こ
と
を
信
条
と
し
、独
学
で
郷
土
の
自
然
や
風
物
を
彩
色
豊
か
に
描

い
た
。平
成
三
年
（
一
九
九
一
）歿
、七
九
歳
。

円
山
応
挙　
ま
る
や
ま
お
う
き
ょ 

1
，127
，147

江
戸
中
期
の
絵
師
。円
山
派
の
祖
。丹
波
国
桑
田
郡
穴
太
村
に
農
家
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。一
〇
代
の
頃
に
京
都
に
奉
公
に
出
た
先
で
眼
鏡
絵
に
出
会
い
、主

人
の
勧
め
も
あ
っ
て
石
田
幽
汀
に
狩
野
派
の
画
法
を
学
び
始
め
、画
家
と
し
て
の

頭
角
を
現
す
。写
生
に
最
も
重
き
を
置
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。夏
雲
、雪
汀
、

一
嘯
、仙
嶺
、僊
斎
、星
聚
館
、鴨
水
漁
史
、攘
雲
、洛
陽
仙
人
と
号
す
。応
門
十
哲
を

始
め
と
し
た
数
々
の
門
人
た
ち
の
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。寛
政
七
年（
一
七
九
五
）

歿
、六
三
歳
。

三
上
参
次　
み
か
み
さ
ん
じ 

26

歴
史
学
者
・文
学
博
士
。兵
庫
生
。初
名
は
三
次
。幸
田
貞
助
の
子
。三
上
勝
明
の

養
子
と
な
る
。東
大
卒
業
後
、史
料
編
纂
掛
主
任
・東
大
文
学
部
長
な
ど
を
歴
任
。

『
大
日
本
史
料
』等
の
刊
行
に
従
事
し
た
。昭
和
一
四
年（
一
九
三
九
）歿
、七
五
歳
。

美
濃
屋　
み
の
や 

146

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）か
ら
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）ま
で
京
都
で
営
業
し

て
い
た
京
漆
器
の
老
舗
。寺
町
錦
小
路
、の
ち
三
条
寺
町
に
店
舗
を
構
え
、顧
客
の

趣
味
や
家
格
に
応
じ
た
受
注
生
産
を
行
っ
た
。最
後
の
当
主
で
あ
っ
た
第
九
代
稲

垣
孫
一
郎
氏
に
よ
り
、試
作
品
や
商
品
見
本
が
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て

い
る
。

壬
生
基
修　
み
ぶ
も
と
お
さ 

112

幕
末
〜
明
治
の
公
卿
、華
族
。伯
爵
。庭
田
重
基
の
三
男
。壬
生
道
吉
の
養
子
。京
都

生
。尊
王
攘
夷
派
と
し
て
活
躍
す
る
も
八
月
十
八
日
の
政
変
で
長
州
に
逃
れ
、大

宰
府
に
移
っ
た
の
ち
王
政
復
古
に
よ
り
新
政
府
に
参
画
。明
治
二
年
越
後
府
知

事
、次
い
で
東
京
府
知
事
と
な
り
、元
老
院
議
官
、貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
た
。明

治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）歿
、七
二
歳
。

明
治
天
皇　
め
い
じ
て
ん
の
う 

114

第
百
二
十
二
代
天
皇
。孝
明
天
皇
の
皇
子
。京
都
生
。幼
名
は
祐
宮
、御
名
は
睦
仁
。

王
政
復
古
を
実
現
。軍
人
勅
諭
・大
日
本
帝
国
憲
法
・皇
室
典
範
の
制
定
等
に
よ

り
、天
皇
中
心
の
立
憲
国
家
を
整
え
た
。皇
后
と
も
ど
も
和
歌
を
能
く
し
、そ
の
詠

歌
は
一
〇
万
首
に
の
ぼ
る
。明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）崩
御
、六
一
歳
。墓
所
は

伏
見
桃
山
陵
（
京
都
市
伏
見
区
）。

森
狙
仙　
も
り
そ
せ
ん 

13

江
戸
後
期
の
絵
師
。出
生
地
は
不
詳
な
が
ら
も
、大
坂
で
活
躍
し
た
。名
は
守
象
、

字
は
叔
牙
、初
号
は
祖
仙
、の
ち
文
化
四
年
狙
仙
と
改
め
る
。大
坂
で
狩
野
派
の
山

本
如
春
斎
に
学
び
、如
春
斎
の
死
後
は
円
山
応
挙
に
影
響
を
受
け
て
写
実
性
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、猿
を
描
か
せ
て
は
並
ぶ
も
の
な
し
と
賞
さ
れ
る
ま
で

に
至
っ
た
。実
兄
森
周
峰
を
始
め
と
す
る
森
派
の
祖
。周
峰
の
子
で
あ
り
円
山
応

挙
の
高
弟
で
も
あ
っ
た
森
徹
山
を
養
子
に
迎
え
た
。文
政
四
年
（
一
八
二
一
）歿
、

七
四
歳
。

森
寺
常
安　
も
り
で
ら
つ
ね
や
す 

113

幕
末
の
尊
攘
運
動
家
。京
都
生
。字
は
遜
卿
。三
条
家
に
仕
え
、安
政
五
年
三
条
実

万
に
橋
本
左
内
を
斡
旋
し
て
入
説
を
助
け
た
。安
政
の
大
獄
に
連
座
し
て
永
押
込

め
と
な
る
が
、文
久
二
年
に
赦
免
さ
れ
た
。明
治
元
年
（
一
八
六
八
）歿
、七
八
歳
。

森
蘭
斎　
も
り
ら
ん
さ
い 

30

江
戸
後
期
の
画
家
。越
後
頸
城
郡
新
井
生
。名
は
文
祥
、字
は
子
禎
、別
号
に
九
江
・

鳴
鶴
な
ど
。花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。同
郷
の
画
家
五
十
嵐
浚
明
か
ら
画
を
学
び
、

二
三
歳
で
長
崎
に
出
て
医
学
を
修
め
る
傍
ら
、沈
南
蘋
の
直
弟
子
熊
斐
に
就
い
て

画
法
を
修
め
た
。師
の
没
後
、大
坂
、の
ち
江
戸
へ
と
移
り
、儒
官
林
述
斎
や
宇
都

宮
藩
藩
主
戸
田
忠
翰
ら
と
親
交
を
も
っ
た
。加
賀
藩
御
用
絵
師
に
も
な
っ
て
い

る
。享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）歿
、七
二
歳
。

柳
沢
尭
山　
や
な
ぎ
さ
わ
ぎ
ょ
う
ざ
ん 

105

柳
沢
保
光
。江
戸
中
後
期
の
大
名
。初
名
は
安
信
、保
明
。字
は
皐
民
。別
号
に
岳
乗

庵
、獄
樂
庵
な
ど
。柳
沢
信
鴻
の
長
子
。大
和
国
郡
山
藩
の
第
三
代
藩
主
。片
桐
宗

幽
に
学
ん
で
石
州
流
の
茶
の
湯
に
通
じ
、松
江
藩
主
で
茶
人
の
松
平
治
郷
ら
と
親

交
が
あ
っ
た
。赤
膚
焼
を
復
興
し
て
陶
業
を
奨
励
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
尭
山

焼
）。文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）歿
、六
五
歳
。

山
田
古
香　
や
ま
だ
こ
こ
う 

118

江
戸
後
期
の
書
家
。高
松
生
。名
は
得
多
。書
を
長
三
洲
に
学
び
、京
都
に
住
し
た
。

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）生
、歿
年
不
詳
。

山
本
空
外　
や
ま
も
と
く
う
が
い 

124

浄
土
宗
の
僧
・哲
学
者
。広
島
県
生
。本
名
幹
夫
。東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科

卒
。広
島
市
の
真
宗
門
徒
の
家
に
生
ま
れ
る
。山
形
高
等
学
校
教
授
、広
島
文
理
科

大
学
助
教
授
を
経
て
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
欧
米
に
留
学
。哲
学
を
学
ん

だ
。帰
国
し
て
広
島
文
理
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、の
ち
昭
和
二
〇
年
八
月
六
日

被
爆
し
た
。同
年
九
月
、浄
土
宗
管
長
望
月
信
亨
の
下
で
得
度
。財
団
法
人
光
明

会
上
首
就
任
の
の
ち
、空
外
記
念
館
が
開
設
さ
れ
理
事
長
と
な
る
。平
成
一
三
年

（
二
〇
〇
一
）寂
、一
〇
〇
歳
。

山
本
光
一　
や
ま
も
と
こ
う
い
つ 

35

江
戸
琳
派
の
絵
師
。江
戸
生
。名
は
信
敬
、徳
基
。号
は
花
明
園
、晴
々
、靖
々
、

皓
々
、露
聲
な
ど
。酒
井
抱
一
の
弟
子
山
本
素
堂
の
長
男
。雨
華
庵
三
世
酒
井
鶯
一

の
門
人
で
、雨
華
庵
四
世
を
継
い
だ
酒
井
道
一
は
実
弟
。儒
学
者
山
本
北
山
は
曽

祖
父
に
当
た
る
。明
治
初
頭
に
日
本
の
美
術
品
や
物
産
品
を
世
界
へ
輸
出
し
た
起

立
工
商
会
社
で
鈴
木
其
一
の
次
男
誠
一
や
、其
一
門
人
の
稲
垣
其
達
ら
と
共
に
製

作
下
絵
を
描
く
な
ど
、中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
。第
一
回
内
国
勧
業
博
覧

会
に
お
い
て
漆
器
図
案
で
花
紋
賞
を
受
賞
。の
ち
金
沢
へ
移
り
、北
陸
の
各
地
で

図
案
絵
画
教
師
と
し
て
指
導
、ま
た
日
本
画
や
加
賀
友
禅
の
若
手
作
家
の
育
成
に

あ
た
っ
た
。門
下
に
石
崎
光
瑤
ら
。明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）頃
金
沢
を
去
っ
た

と
い
う
。

山
元
春
挙　
や
ま
も
と
し
ゅ
ん
き
ょ 

64
，146

日
本
画
家
。滋
賀
膳
所
生
。名
は
金
右
衛
門
。別
号
に
一
徹
居
士
。初
め
野
村
文
挙

に
学
び
、の
ち
森
寛
斎
の
門
人
と
な
る
。円
山
派
の
伝
統
に
通
暁
し
、風
景
画
・山

岳
画
に
秀
で
、竹
内
栖
鳳
と
共
に
京
都
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。別
邸
と

し
て
琵
琶
湖
畔
に
建
て
た
蘆
花
浅
水
荘
は
、現
在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。早
苗
会
画
塾
主
宰
。京
都
絵
専
教
授
。帝
国
美
術
院
会
員
・帝
室
技
芸
員
。昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）歿
、六
三
歳
。

山
本
竹
雲　
や
ま
も
と
ち
く
う
ん 

140

幕
末
〜
明
治
の
茶
人
・篆
刻
家
。備
前
生
。名
は
戈
。字
は
中
立
。堂
号
は
深
竹
軒
・

夢
硯
堂
。篆
刻
を
細
川
林
谷
に
、漢
学
を
篠
崎
小
竹
に
学
ぶ
。茶
器
の
鑑
識
も
能
く

し
た
。京
都
に
住
し
た
。明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）歿
、六
九
歳
。

山
本
梅
逸　
や
ま
も
と
ば
い
い
つ 

29
，49
，50
，138

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
。名
古
屋
生
。彫
刻
師
山
本
有
右
衛
門
の
長
男
。名
は
親

亮
。字
は
明
卿
。別
号
に
梅
佚
・春
園
・玉
禅
・梅
華
・天
道
外
史
等
。幼
少
の
頃
か

ら
画
を
好
み
、そ
の
才
を
認
め
ら
れ
て
、尾
張
画
壇
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
豪
商

神
谷
天
遊
の
庇
護
を
受
け
た
。そ
の
天
遊
の
も
と
で
中
林
竹
洞
に
出
会
い
、と
も

に
京
都
に
出
て
多
く
の
名
画
を
模
写
す
る
な
ど
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。頼
山
陽
・

貫
名
海
屋
ら
と
親
交
が
あ
り
、詩
歌
・煎
茶
・鑑
識
も
能
く
し
た
。晩
年
尾
張
藩
の

御
用
絵
師
と
な
る
。安
政
三
年
（
一
八
五
六
）歿
、七
四
歳
。

横
井
金
谷　
よ
こ
い
き
ん
こ
く 

42

江
戸
後
期
の
浄
土
宗
の
僧
侶
、文
人
画
家
。近
江
大
津
生
。名
は
妙
憧
。別
号
に
蝙

蝠
道
人
。京
都
金
谷
山
極
楽
寺
の
住
職
と
な
り
、金
谷
上
人
・金
谷
老
人
と
呼
ば

れ
た
。与
謝
蕪
村
に
傾
倒
し
、そ
の
画
風
か
ら
紀
楳
亭
と
と
も
に
近
江
蕪
村
と
称

さ
れ
る
。諸
国
を
遊
歴
し
て
の
ち
名
古
屋
に
住
し
、そ
こ
で
松
村
月
渓
門
下
の
張

月
樵
か
ら
絵
を
学
ぶ
。ま
た
自
ら
の
放
浪
と
奇
行
を
描
い
た
『
金
谷
上
人
御
一
代

記
』を
遺
し
て
い
る
。文
政
七
年
に
は
故
郷
近
江
に
戻
っ
て
大
津
坂
本
に
草
庵「
常

楽
庵
」を
結
び
、そ
の
地
で
歿
し
た
。天
保
四
年
（
一
八
三
三
）歿
、七
二
歳
。



107

横
井
也
有　
よ
こ
い
や
ゆ
う 

108

江
戸
後
期
の
俳
人
。尾
張
生
。名
は
時
般
。字
は
伯
懐
。別
号
に
半
帰
庵
・暮
水
・知

雨
亭
・蘿
隠
等
。尾
張
藩
家
臣
横
井
孫
右
衛
門
家
の
第
六
代
当
主
で
大
番
頭
・寺

社
奉
行
な
ど
を
勤
め
た
が
、宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）に
致
仕
し
知
雨
亭
に
隠
棲
、

風
流
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
。若
い
頃
よ
り
俳
諧
を
学
び
、画
・漢
詩
等
に
も
広

く
活
躍
し
た
。天
明
三
年
（
一
七
八
三
）歿
、八
二
歳
。

横
山
大
観　
よ
こ
や
ま
た
い
か
ん 

56

日
本
画
家
。茨
城
県
生
。本
名
秀
麿
。東
京
美
術
学
校
を
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
。

同
期
生
に
は
菱
田
春
草
、下
村
観
山
、西
郷
孤
月
な
ど
。当
時
の
校
長
で
あ
る
岡
倉

天
心
を
終
生
の
師
と
仰
ぎ
、天
心
へ
の
排
斥
運
動
が
起
き
る
と
春
草
ら
と
と
も
に

同
校
を
去
り
、日
本
美
術
院
創
立
に
参
加
。朦
朧
体
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
画
風
に

も
取
り
組
み
、海
外
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。昭
和
一
二
年
第
一
回
文
化
勲

章
受
賞
。昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）歿
、九
〇
歳
。

横
山
大
玄　
よ
こ
や
ま
た
い
げ
ん 

56

日
本
画
家
。京
都
生
。旧
姓
は
関
谷
、名
は
善
信
。東
美
校
日
本
画
科
卒
。昭
和
初
年

に
横
山
大
観
の
夫
婦
養
子
と
な
り
、日
本
美
術
院
で
活
躍
。大
観
歿
後
は
自
邸
を

横
山
大
観
記
念
館
と
し
て
開
放
し
、館
長
を
務
め
た
。院
展
特
待
。昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
）歿
、七
九
歳
。

吉
澤
義
則　
よ
し
ざ
わ
よ
し
の
り 

83

国
語
学
者
、国
文
学
者
、歌
人
。名
古
屋
生
。東
京
帝
国
大
学
国
文
科
卒
。広
島
高
師

教
授
を
へ
て
大
正
八
年
京
都
帝
大
教
授
。訓
詁
学
の
基
礎
を
築
い
た
ほ
か
、『
源
氏

物
語
』や
和
歌
の
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
る
。ま
た
歌
人
、書
家
と
し
て
も
創
作
活
動

を
行
っ
た
。京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
。昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）歿
、七
八
歳
。

著
作
に
『
対
校
源
氏
物
語
新
釈
』『
国
語
説
鈴
』な
ど
。

頼
潔　
ら
い
き
よ
し 

101
，115
，140

頼
山
陽
の
次
子
・頼
支
峰
の
第
一
子
。山
陽
の
孫
に
あ
た
る
。名
は
龍
三
、字
は
庫

三
。漢
学
者
。

頼
山
陽　
ら
い
さ
ん
よ
う 

101
，140

江
戸
後
期
の
儒
者
・勤
王
家
。ま
た
、歴
史
家
、思
想
家
、漢
詩
人
と
し
て
も
活
躍

し
た
。大
坂
生
。広
島
藩
儒
頼
春
水
の
長
男
。名
は
襄
、字
は
子
成
。通
称
を
久
太

郎
、別
号
に
三
十
六
峰
外
史
。母
や
叔
父
杏
坪
か
ら
教
育
を
受
け
、幼
少
時
か
ら
詩

文
の
才
能
を
発
揮
。初
め
杏
坪
に
つ
い
て
広
島
で
学
び
、江
戸
で
尾
藤
二
洲
・服

部
栗
斎
に
師
事
。の
ち
京
都
に
出
て
私
塾
を
開
き
、書
斎
山
紫
水
明
処
を
営
む
。著

書
の
『
日
本
外
史
』は
幕
末
の
尊
皇
攘
夷
運
動
に
影
響
を
与
え
、日
本
史
上
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。中
林
竹
洞
・浦
上
春
琴
・田
能
村
竹
田
・江
馬
細
香
ら

多
く
の
文
人
墨
客
と
交
わ
っ
た
。天
保
三
年
（
一
八
三
二
）歿
、五
三
歳
。

和
田
呉
山　
わ
だ
ご
ざ
ん 

109

江
戸
後
期
の
僧
、画
家
。大
坂
生
。名
は
弘
毅
、通
称
は
房
吉
。森
徹
山
に
学
び
、人

物
花
鳥
を
得
意
と
し
た
。四
三
歳
で
師
や
妻
と
の
死
別
を
機
に
仏
門
に
入
り
、名

を
空
相
と
改
め
、法
諱
を
月
心
、阿
閦
と
称
し
た
。八
尾
の
長
栄
寺
や
京
都
の
神
光

院
で
修
行
に
励
み
、白
衣
観
音
像
な
ど
を
描
い
て
民
衆
に
施
与
し
た
。明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）歿
、七
一
歳
。

渡
辺
秋
谿　
わ
た
な
べ
し
ゅ
う
け
い 

11

日
本
画
家
。尾
張
生
。尾
張
藩
士
・斉
藤
正
喬
の
子
。伯
母
方
の
渡
辺
氏
を
嗣
ぐ
。名

は
永
吉
。は
じ
め
奥
村
石
蘭
に
四
条
派
の
画
法
を
学
び
、の
ち
久
保
田
米
僊
に
師

事
。京
都
府
立
画
学
校
教
授
を
務
め
た
の
ち
、故
郷
の
名
古
屋
に
戻
っ
て
仙
洞
画

塾
を
開
き
、東
海
美
術
協
会
顧
問
と
し
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
た
。昭
和
一
五

年
（
一
九
四
〇
）歿
、七
五
歳
。

渡
辺
省
亭　
わ
た
な
べ
せ
い
て
い 

77

幕
末
〜
大
正
の
日
本
画
家
。江
戸
神
田
生
。本
姓
は
吉
川
。名
は
義
復
。通
称
は
良

助
。一
六
歳
で
菊
池
容
斎
に
入
門
し
、洋
風
表
現
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
花
鳥
画

を
能
く
し
た
。同
門
に
は
松
本
楓
湖
や
梶
田
半
古
、鈴
木
華
邨
ら
が
い
る
。の
ち
起

立
工
商
会
社
で
輸
出
工
芸
の
下
絵
図
案
を
描
き
、明
治
一
一
年
の
パ
リ
万
博
に
出

品
で
銅
牌
を
、同
一
六
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
万
博
で
は
銀
牌
を
受
賞
し
、国
内

は
も
ち
ろ
ん
欧
米
で
も
高
い
評
価
を
得
た
。ほ
か
木
版
画
、雑
誌
挿
絵
も
手
掛
け

た
。大
正
七
年
（
一
九
一
八
）歿
、六
八
歳
。


